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第一章




間違いで異世界に落とされたのだけど、訴えるのは可能だろうか？

メガネクイッはメガネキャラの義務みたいなものだ。

スキルの力が想像どおりとは限らない。

スキルが暴走したらとんでもないことになる。

何にたとえるか。それが重要だ。

不良がたまに優しい一面を見せるといい人に見える。そんな感じだ。

女神様の思う壺にズブズブとはまっていく。

リンパマッサージはエロの世界では常識だ。

新しい世界の扉はわりと簡単に開いてしまうから気をつけよう。

エリート騎士様が暴走したら危険だ。

ルノーガの困惑。

ルノーガの衝撃。

ルノーガの葛藤。




第二章




異世界でチートは使えなくても物知り程度にはなれる。

女神様の考えるラッキースケベの基準が日本のエロ漫画な件。

餌付けされる側にだってプライドがある。

スキルはこちら側の空気を読んでくれない。

オカンとスパダリは異なるようで実はよく似ている。

人間同様スキルもまた成長するものだ。

エロの前では人の理性なんて紙クズだ。

ダメ人間製造機の性能よすぎる問題。




第三章




面倒事を押しつけてくる上司はどこの世界にもいるものだ。

ＡとＢは天と地ほど差があるが、周りはあまりわかってくれない。

誰にでも触れてはいけない禁忌がある。

毎朝恒例の餌付けが及ぼす害悪について。

初恋に目覚めた男は厄介極まりない。

私だってたまにはトキメキたい。

女神様からいただいたスキルがアップを始めたようです。

調子に乗ったルノーガ様もアップを始めたようです。

どうして、こうなった。

性的レベルアップへの貢献。




第四章




事件とは、起こるべくして起こるものだ。

サイコパス要素はいらない。そんなものは別次元でやって欲しい。

名誉毀損で訴えていいだろうか？

思ってたのと違う。しかも、だいぶ。

お祭りは楽しんだ者勝ちだ。

このスキル、返上していいだろうか。いやマジで。

スキルと腹黒殿下が手を組んだら碌なことにならない。

誰だって初めては怖いものだ。直前で怖気づいても仕方がない。

断言しよう。処女に行うプレイじゃない。

長かった。本当に、長かった。

ハッピーエンドで終わるなら、スキルもそう悪いものじゃない。




番外編




チョロい異世界人とコワモテ上司なその恋人。

ルノーガの恋人とそのスキル。

ルノーガの性癖と執着心。

ルノーガの愛の言葉。










第一章




間違いで異世界に落とされたのだけど、訴えるのは可能だろうか？






「……んっ……」

　間近に見える紺碧の瞳と視線を絡め合わせながら、角度を変え何度も啄むようなキスを繰り返す。私のアパートの狭いシングルベッドの上で、チュッ、チュッという甘いリップ音が耳に届く。

　眼前にあるこの世のものかと疑いたくなるほど整った顔には、普段しているメガネがかけられていない。フレームの左右に細かなデザインが施されたそれを外したとたんに、これまで隠していた色気と情欲が一気に溢れ出したかのよう。

　今の彼は潔白な騎士ではなく、女を求める一人の男の顔をしている。

　途中、スルリと頬同士を擦り合わされた。銀の髪が皮膚にかかるのがくすぐったい。

「ミオ、好きだ。君のことが、愛おしくてたまらないんだ」

「……ふぁ……んぅ……」

　睦言と共に飽きることなく繰り返されるキスは少しずつ深いものへと変わっていき、口の中に熱い舌が潜り込んできた。厚みのある舌で口内をくすぐられ、舌を吸い上げられる。

（すごく……気持ちいい……）

　舌で舌をこすられる感覚に、頭の中がふわふわとしてくる。初めての感覚に溺れてしまいそうだ。

「ずっと、君にこうしたかった」

　口腔内を貪られる中、私の頬に添えられていた右手が移動する。骨張った手で首筋をさすられ、背中を撫で下ろされる。たったそれだけで、背筋にゾクゾクとした何かが走り抜けた。

　反対の左手の指が私の頬に残っていた涙をそっと拭き取り、背中の上部に回る。その間に右手はお尻辺りまで下がっていて。

「ひゃぁっ」

　両方の手にぐっと力を込められ、身体がわずかに浮いたと思ったら、そっとシーツに仰向けに下ろされた。寝転んだ姿勢で見上げると、少し高いところにある紺碧の瞳がまるで飢えた獣のように輝いている。

「今すぐ君を抱きたい。……いいか？」

　今の私に答える余裕はない。ただ、与えられる触れ合いが心地いいだけだ。このまま難しいことは考えずに、流れに身を任せてもいいと、そう思ってしまう。

　抵抗しない私を見て、肯定と受け取ったのだろう。彼の右手が服の隙間から内側に入り込む。女性とは異なる男性の筋張った手が直に肌に触れ──。




＊＊＊




　さて、ことの始まりは半年前まで遡る。

　私の名前はミオ・イチノセ（一ノ瀬未央）。元々は日本で平々凡々に暮らしていた、至って普通の二十歳女子。当時の私は短大を卒業し、希望していた会社への就職も決まっていて、全てが順調だった。

　ちょうど初出社だった四月一日も、「さぁ、これから働くぞ！」と意気揚々と就活時代からの相棒であるリクルートスーツに袖を通して玄関を出た。これから訪れるだろう明るい社会人生活に希望いっぱいで浮かれていた。

　が、人生とは時に無情なものである。信じられないような出来事が、突如として起こりやがるのだ。

　出勤したはずの私がたどり着いたのは勤務先の会社ではなく、真っ白な空間だった。それだけでも意味不明なのに、さらに自称女神様が現れたときた。ここら辺で私の頭は混乱の極みである。しかもその女神様。

『あら、ごめーん。クシャミをした勢いで間違って必要ないあなたまで召喚しちゃった。代わりにスキル【運命の相手とラッキースケベが起こる】をあげるから許して(テヘペロ☆)』

　と、わけのわからないことを言い出す始末。

　なんだこれ、白昼夢だろうか。意味不明すぎる。というか、『クシャミをした勢いで間違って必要ないあなたまで召喚しちゃった』ってどういうこと？　そこら辺を詳しく説明していただきたい。場合によっては然るべき場所へ訴え、最後の最後まで徹底的に争う覚悟はできている。どこに訴えればいいのかはわからないけど！

　そんなことを考えていたら、自称女神様とやらはいつの間にか霧のように消えていて。私はというと、身一つでこの世界──つまり、異世界に落とされていた。

　それから先は、それはもう本当にイロイロなことがあったのだけど。時間の都合で割愛。

　簡単に言えば、ボン・キュッ・ボンなセクシーお姉様に拾われ、お姉様の勤め先であるマッサージ店『コレット』で雇ってもらうことになった。就職先確保。

　ついでに安いアパートまで紹介してもらった。居住確保。

　異世界で生活していく手段を与えてくれたお姉様には感謝しかない。ちなみに私は記憶喪失の異国人という設定になっている。話しているのは知らない言語だったけど、なぜか理解でき、喋ることもできた。書くほうはミミズが這ったような文字になるものの、一応は可能。日本で腐るほど読んだ異世界転生系によくあるご都合主義的ありがたい展開だ。

　さて、私の新しい就職先であるマッサージ屋は、基本的には健全なお店らしい。が、個人で裏オプションをつけるのはＯＫだそうで、お姉様たちは裏メニューでガッツリ稼いでいるんだとか。ただし、挿入はＮＧとのこと。

『気に入った相手がいたら裏を紹介するのよ。普通に働くのがバカらしくなるから』

　だそうだ。いやはや異世界のお姉様たちは逞しい。どうりでマッサージ屋なのにやたら薄着でナイスバディなお方が多いはずだ。これ、絶対にそっち系目当てで通っている客のほうが多いでしょ。

　ちなみに裏メニューのスペシャルなテクニックについては、客を取る前に手取り足取り熱心に指導された。おかげで、処女なのに男をアンアン言わせるテクニックが身についてしまった。うっかりめくるめく百合の世界に目覚めそうになったのはここだけの秘密だ。異世界、怖い。

　実際はどんな感じかというと、時々オジサンに『君は裏オプションないの？　相場の倍出すよ』と言われる。そんな時は表情筋だけでニッコリ笑って『私まだ十五歳なんでー、裏使うのはＮＧなんですー［＊注　棒読み］』と言えばいい。

　そうするとオジサンはエロい視線を向けてきて『見た目からして若いんだろうと思ってたけど……やっぱりウブな女の子なんだねぇ。も、もしかして処女かな？』と聞いてくる。だから、引きつりそうになる表情筋を堪えながら『はい、そうですー［＊注　棒読み］』と答えるようにしている。

　すると何もしていないのに、なぜか多めのチップをいただける。ごめんなさい、オジサン。私、本当は二十歳でガッツリ成人しています。

　嘘を吐つくことに多少心は痛む。が、綺麗事だけではご飯は食べられない。これから異世界生活で何が起こるかわからないからね。今は働けているけど、今後職にあぶれる可能性だってあるし。お金はいくらあっても困らない。十五歳と偽りアダルトサービスなしで多めに稼げるなら、そちらがいい。

　まぁ、五歳もサバを読んで少しも疑われない童顔＆貧相体型には少しがっかりだけど。

　いや、貧相といっても一応Ｂカップはある。だから貧乳ではない……はずだ。たぶん。ただ、周りのお姉様が豊満ボディすぎて、私が貧相に見えるだけだもん。別に泣いてないよ！

　このように異世界に落とされた私は、右も左もわからない環境で生活するだけで精一杯。毎日オジサンの身体を揉むのにクタクタで余裕なんてない。

　純粋にマッサージを受けに来るお兄さんやお姉さんもいるけど。そういった人の凝り固まった筋肉を力任せに揉み解ほぐすより、ヨコシマなオジサンの柔らかボディを優しく揉むほうが何倍も楽なうえに、チップもたくさんもらえるという残酷な事実に精神的に打ちのめされるのにだって忙しい。

　だから、自称女神様から与えられた【運命の相手とラッキースケベが起こる】というバカらしいスキルの存在なんてすっかり忘れていた。

　しっかーし！　このまま何事もなく、慎ましい異世界生活を送り続けるのは女神様が許さなかったようで。この世界に落とされて半年後。

　与えられたスキルの存在を嫌でも思い出す出来事が、ついに起こってしまう。





メガネクイッはメガネキャラの義務みたいなものだ。






「ミオ、今日から王国騎士団への出張サービスが始まるわ。いい？　ちょっとマッサージして、それなりに暮らせる程度の生活費を稼げればいいや的な生温い考えは捨てなさい。王城は戦場。骨の髄までっ！　徹底的にっ！　搾り尽くすわよっ！」

　その日、いつもどおりに出勤したら、私を拾ってくれたシオンお姉様が豊満なお胸を揺らしながら吠えてきた。うん、大きさといい、形といい、いつ見てもけしからんお胸。実に羨ましい。

　それに比べて私は……。身長一四八センチと低身長に痩せこけたマッチ棒みたいな手足。小さすぎる胸の膨らみ。ぐぬぬ。お姉様とまでは言わないから、せめて年齢に見合ったボディが欲しい。

　と、それはさておき、王国騎士団は三つに分類される。やんごとなき方々の警備を務める近衛騎士団、街の憲兵役を務める第一騎士団、そして魔獣討伐などを担当する第二騎士団。その全てに出張サービスするのだ。なんでも騎士はハードな訓練で身体を酷使するため、メンテナンスのためにもマッサージ愛好者が多いんだとか。

　が、勤務時間も長いうえに仕事後は疲れてクタクタ。お店まで通う余裕がないらしい。だったらマッサージ師に来てもらえばいいじゃないかと始まったのが、この出張サービスだ。街内のマッサージ店が交代で王城に出向している。で、今日から私たちのお店コレットに王城勤務の番が回ってきたというわけだ。

　王城では、上司に許可を取れば勤務中にマッサージ休憩を取るのはＯＫとのこと。ただし勤務中の利用は週に一回までで経費は自費。今では騎士のような武官だけではなく文官の利用も多いようで、出向中は予約でいっぱいになるらしい。

　お姉様たちの中にはこの王城勤務中に気に入った騎士や文官を裏メニューで骨抜きにし、見事結婚までゴールインした猛者もいるそうで。婚活女子に大人気なんだそう。

　どうりで今朝は店内がやたらと色めき──いや、殺気だっているはずだ。皆キャッキャと少女のようにはしゃいだ声を出しながらも、目が獲物を狙うハンターになっている。いつもと熱量が違う。完全に狩る気だ。屈強な男どもを、見た目だけはか弱そうなアマゾネス集団が狙っている。日本にいた時に見た、港区女子も真っ青だ。

　お姉様曰く。仮に恋愛関係に持っていけなくても、若い騎士の鍛えられた美しい肉体を思う存分モミモミしながらいじくり回せるのはご褒美にもなるらしい。

　そういう時、意外に人気なのは奥手でウブな騎士。初々しい反応が母性本能をくすぐるんだとか。しかも童貞っぽい騎士を骨抜きにすると、その後長く客として通ってくれるよいカモにもなるそうだ。

　揉んで美味しい、財布的にも美味しい。時には将来的にも大変美味しい。そりゃお姉様たちもギラついたアマゾネスになっちゃうよね。

「でも、王城に行ける人数って限られてますよね。私なんかが行っていいんですか？」

「王城勤務はね、独身女性が優先されるのよ。王城側としても『自分で恋人を作れないヘタレな騎士に出逢いの場を提供する』という目的もあるからね。で、うちの独身女性はミオも入れて五人だから。この五人で決まりよ」

「そうなんですね」

　なんと身体を休めるだけではなく出逢い促進の目的もあるらしい。そういえば日本でも市主催の街コンやらお見合いやらがあったな。どこの世界にも恋愛に積極的になれない奥手な草食系男子はいるらしい。

　というわけで、本日から王城への出張サービスが始まった。




＊＊＊




「君たちがコレット店のマッサージ師だな」

　お姉様たちと王城まで訪れると、待っていたのは神経質そうな美丈夫だった。

　夜空に浮かぶ月のように神秘的な銀の髪。雲一つない空を思い起こさせる紺碧の瞳には、トレードマークとしてメガネをかけている。すっと通った鼻梁に薄い唇。

　文句なんて一つも出てこないほど整った端正な顔立ちなのに、眉間にシワが寄っているせいか目つきが鋭く見える。容姿だけで判断するのはよくないけど、なんとなく融通が利かなそうなイメージ。かけている黒いフレームのメガネがますます硬い印象を与える。

　が、それを補って余りあるほどに見目がよい。マイナス面を軽く吹き飛ばすほどの美しさ。まるで女神様の寵愛を一身に受けて造られたかのような、日本ではお目にかかったことがないレベルのイケメン具合だ。

　そんな彼は手足が長くスラリとした長身で、白と黒を基調とした騎士服を見事に着こなしている。普通の騎士とは装飾が若干異なるが、これは騎士団の中でも花形である近衛騎士の制服らしい。アクセントとして入っている金の刺繍が高貴なイメージを際立たせている。

（イケメン制服のご褒美、ありがとうございます）

　個人的にイケメンが制服を着ると三割増しでカッコよくなると思っている。

　ありがたやありがたやと心の中で拝む。ただし、必要以上に彼にかかわろうとは思わない。こういったのは観賞用に限る。遠くからそっと愛でるくらいがちょうどよい。神経質そうな美丈夫なら、なおさらだ。

「ルノーガ様が案内に来られるのは珍しいわね」

「でも、ラッキー。将来有望株に近づくチャンスね」

　お姉様たちが小声でコソコソ話している。

　どうやら案内人の騎士様はルノーガ・マシェンロ様というらしい。聞けば二十七歳という若さで栄えある近衞騎士団に所属し、さらに次期国王と名高いレオルド第二王子殿下の側近でもある超エリートだそうだ。

　男爵家の長男なので爵位的には低い。が、代々彼の家系は貴重なスキルを受け継いでいるらしく。スキルの貴重さと彼自身の有能さも相まって、出世が期待できる騎士ナンバーワンなんだとか。そりゃあ婚活適齢期のお姉様たちの目の色がギラギラに輝いちゃうよね。

　スキルというのは、特別な力のことだ。ここは剣と魔法が出てくるファンタジーな世界。たとえばスキル【火魔法】を持っている人なら炎系の魔法を、スキル【水魔法】を持っている人なら水系の魔法を使える。こういった攻撃系のスキルは貴族が持っている場合が多い。

　逆に技術系のスキルは庶民が所持している割合が高く、それぞれの専門分野で重宝される。ちなみにマッサージで売れっ子のお姉様たちにはスキル【指圧】やスキル【リラクゼーション】を持っている人もいる。これらのスキル持ちからマッサージを受けると、一発で天国に行けるそうだ。スキル、すごい。

「まぁ、堅物すぎて撃沈する未来しか見えないけど」

「元はいいのに、隙がないのが残念ね」

　どうやらルノーガ様は堅物すぎるということでも有名らしい。今まで数多くの超肉食ハンター──もといお姉様たちがあの手この手で陥落させようとしたものの、全く通じなかったとのこと。涼しげな顔でメガネをクイッと指で押し上げながら袖にされるそうだ。

　あまりにも女性に対して動じないので、女嫌い──あるいは男色の気があるのではないかという噂まであるんだとか。

　実際、騎士の中にはそっち系も多いと聞く。男だらけの空間で鍛え抜かれたムキムキの肌を見せ合い鍛錬していると、新しい扉を開けてしまう者もいるのだろう。

　この堅物騎士様ことルノーガ様もその手の人なのかも。とはいえ、恋愛は自由。私がとやかく言う筋合いはない。大丈夫、私、漫画でなら薔薇も百合も好き嫌いせずに平等に嗜たしなんだから。偏見はないよ！

「本来、俺が案内役をすることはないのだが、気になる情報があったので確認をしに来た」

　同性愛疑惑があるルノーガ様が、メガネのフレーム中央を中指でクイッとして言った。

（ん？　今、目が合ったような……というか、すごいこっち見てない？）

　気のせいだろうか。メガネの向こうから鋭い眼差しでガン見されている気がする。なんとなく居心地が悪いというか、蛇に睨まれたカエルの気分なんだけど。今すぐ後ずさって、一目散にこの場から逃げ去りたい。

　ゾワゾワとざわつく身体を両手で抱きしめていると、ルノーガ様が一歩一歩こちらに近づいてきた。長い足のせいか一歩が大きい。というか足長すぎでしょ。身長も高くて一八〇センチ以上はありそうだし、頭も小さいしで理想の八頭身というヤツだ。羨ましい。日本だったら「モデルやってます」と言われても納得してしまうレベルだよ。

　そのルノーガ様が豊満ボディなお姉様たちには見向きもせず、こちらに向かってくる。長すぎる足のせいでみるみるうちに距離が縮まり、私まであと十センチというところでピタリと立ち止まった。待て待て待て、距離が近い。背が高いから威圧感もすごいし、もう少しパーソナルスペースを取って欲しい。

「王城内で勤務する者は全員、事前に身元調査を行うルールだ。危険人物が紛れ込んでいる可能性があるからな。今回五名のうち、身元の確認が取れない者が一名いた」

　ギクリ。思わず身体が強張った。

（まずい。それ、間違いなく私のことだ）

　女神様の間違い召喚のせいで私がこの世界にやってきたのは半年前だ。身元なんて確認できるはずがない。だって異世界人だから。

　そんな身元不明の人物が王城に入ろうとするとどうなるだろうか。捕まって拷問されるかもしれない。問答無用で異世界に召喚された挙句に拷問だなんて悲惨すぎる。どうにかして切り抜けないと。

　そう思った時にはもう遅かった。

　目前の美丈夫が私の右手をガシリと掴み、メガネの奥でキラリと瞳を輝かせてから冷たい声で言い放った。

「ミオ・イチノセ。今から別室へ来てもらおうか」





スキルの力が想像どおりとは限らない。






「私、何も企んでません。ごく善良な一般市民です！」

「それを決めるのは君じゃない。事情を聞いたあとの俺だ」

　私は今、ルノーガ様に腕を掴まれ王城の廊下をズルズルと引きずられている。

　お姉様たちは『ミオは記憶喪失なだけよ』と庇ってくれたけど、『そう偽れば、後ろめたい身元も誤魔化せるというわけか』と取り合ってくれなかった。

　それでも食い下がるお姉様たち（本当に素晴らしいお姉様たちだ。心からありがとう）。最終的には、呆れ顔のルノーガ様から『事情を聞くだけだ。決して手荒な真似はしない。害がないとわかればすぐに自由にする』と言われ、渋々引き下がった。

　そのあと、『取調室で話を聞くから』と、皆と別れてルノーガ様から引きずられるようにして廊下を歩いているわけだ。

「私、急いで戻らないと。私が一人抜けるだけでもお姉様たちに仕事の皺寄せが！」

　広い王城敷地内で、さっきからずっと廊下を歩き続けている気がする。ちょっと取調室まで遠すぎません？

「今の君が最優先すべきなのは別室にて俺の質問に嘘偽りなく答え、この国に害なす者ではないと証明することだ。それを差し置いてすべきことは何一つない」

「それだったら、ここで話しますから！」

　どうしてもというなら、せめてここで話を終わらせたい。私が言うことは決まっている。

　半年前に気づいたらこの国にいました。その前は、記憶喪失で何も覚えていません。

　これだけなんだから、わざわざ遠い取調室まで行く必要はない。

「ダメだ。話は取調室で俺と君の二人だけになってから聞く」

「なんで二人きりじゃないとダメなんですか？　はっ……。もしや私にいかがわしいことをしようと……！」

　お役人の不祥事なんてよく聞く話。密室で『不法滞在でこの国から追い出されたくなかったら、わかっているな？』とか言って、服を剥ぎ取るつもりかもしれない。堅物騎士と思わせといて、実は極悪非道なスケベ騎士というわけだ。怖い！

「そんなわけあるか。そもそも俺は君みたいな子供は興味ない。間違っても手を出さないから、心配するな」

　ルノーガ様が冷たい眼差しでジロリとこちらを睨みつけてきた。瞳の中には軽蔑の色が混ざっているように見える。

　酷い。私だって本当に彼がそんなことをするとは思っていない。少しでも早く解放されたいがための、ちょっとしたジョークのつもりだったのに。私を子供呼ばわりした挙句に興味ない宣言。

　いくら私をアヤシイ人物と疑っているとはいえ、あんまりだ。というか、少しは話を聞いてくれてもいいじゃないか。お役人が一般市民の声をガン無視するのはどうかと思う。

「だったら、せめて手を離してください！」

　それに、なんでまだ腕を掴んだままなの？　私のこの貧相な体型を見てよ。どう見ても鍛えられた八頭身騎士様から逃げられる身体じゃない。

　まぁ、強くないから痛くはないけど、騎士に腕を引かれて歩くのは連行されているみたいで居心地が悪い。いや、今まさに連行されている状態とも言えるけど。

「申し訳ないが、それはできない。君がどんなスキルを持っているかわからないからな。逃亡防止のためにも腕を掴んでおく必要がある」

「今さら逃げたりしません。それに、そもそも私はスキルなんて持って」

　そこまで言って、ふと思い出した。

　あ、あれ。スキルって──この世界に来た時にもらわなかったっけ？　えっと、確か白い空間で女神様がスキルについて何か話していたような……。




『あら、ごめーん。クシャミをした勢いで間違って必要ないあなたまで召喚しちゃった。代わりにスキル【運命の相手とラッキースケベが起こる】をあげるから許して(テヘペロ☆)』




　そうそう、あのふざけた女神様がそんなことを言っていた！　なんだ、私、スキル持っているじゃん！

　って、ちょっとタイム。よく考えてみよう。なんだ、このスキル。【運命の相手とラッキースケベが起こる】なんて意味不明すぎる。もうちょっと生活に役立つスキルはなかったの？　こんなスキルいらない。

　…………いやいやいや、しかしである。

　役立たずの不用品と判断するのは時期尚早かもしれない。本当に名前どおりの効果があるのだとしたら──むしろ、超チートな勝組スキルじゃない？

（よし、一度冷静になって、このスキルの有効性についてよくよく考えてみよう）

　おそらくだけど、このスキルは運命の相手とちょっとエッチなイベントが起こるというもの。なんの努力もなしに胸キュンものの萌えハプニングが起こるって最高じゃない？　まさに超王道少女漫画の世界だ。

　もちろん実際に萌えられるかどうかは運命の相手が誰かにもよる。が、ここは異世界。全体的に顔面偏差値が高い。私の腕を掴んでいる堅物メガネな騎士様だって八頭身の美形。これで性格がいいなら最高だ。

　それに元々私は男性の容姿にそこまでこだわりはない。余ほど生理的に受けつけない顔でない限り、大抵はイケメンに感じる。そう考えると、幸先さいさきは明るい。

　少し気になるのは、なぜ今まで萌えイベントが起こらなかったのかということ。たぶん、まだ運命の相手と出逢っていないから、起こるべきラッキースケベがなかったんだと思う。

　日本にいた頃、異世界ものの漫画や小説は腐るほど読んだ。その中でヒーローになるのはイケメンの貴族や騎士、王族と相場が決まっている（たまに魔王とかもいるけど）。

　そして自分が今いるのは王城。王道の恋の相手が、そこら中に転がっている。きっとこの中に運命の相手がいるに違いない。そしてこれからイケメン貴族やイケメン王族とドキドキ胸キュンなハプニングラブが起こるのだ。え、すごくいい！

「おい、なぜそこで言葉を止める。やはり怪しいスキルを所持しているのか？」

　ルノーガ様が胡乱うろんな目でこちらを見てくる。

　まずい。いくら素晴らしいスキルを持っていたとしても、冤罪で牢屋にでも入れられたら意味がない。この状況をなんとかしなきゃ。

　そこまで考えて、ふと思いついた。

　もしかして、これもうスキルの効果が出ているんじゃない？　恋愛漫画なんかでは、ヒロインのピンチにヒーローが颯爽と現れて助けてくれるのが王道パターン。つまりルノーガ様に連行されている私の前に、どこからともなく白馬に乗ったイケメンが現れて助け出してくれるんだ。ピンチはチャンスであり、最高の恋のスパイスというわけだ。なるほど、女神様も粋なことをなさる。

　まだ見ぬヒーローに助けられた私に、そこからスキルの力によってラッキースケベが起こるのだ。たとえば転んだ拍子にイケメンの胸板にダイブして力強く抱きしめられたり。あわよくばそのまま甘い視線で見つめられ蕩けるようなキスをされたり。そんな乙女の夢のような出来事が起こるかもしれない。

　さらに、そのあとの展開としては、なんだかよくわからない理由でイケメンと同棲することになり、お風呂でバッタリ裸で出くわしたり。やっぱりなんだかよくわからない理由で二人揃って雪山で遭難し、朝方まで裸で抱き合うことになったりするんだ。なんだ、これ。スキル万歳。ラッキースケベ万歳。最高のスキルじゃないか！

　……なんて思っていた時が私にもありました。

「さっきからボーっとしてどうした？　気分でも悪いのか？　もしそうなら……」

　妄想に耽ふけって反応がなくなった私を心配したらしいルノーガ様。腕を掴んだまま顔を覗き込んできたのだけど。

（わわっ、距離近っ！）

　いきなりのイケメンアップ顔は心臓に悪い。自慢じゃないけど私は恋愛経験がほぼほぼない。いくら相手が同性愛疑惑のルノーガ様とはいえビックリするし、ドキッとする。

　驚き後ろに飛びのいた私。その時、何かが足元に当たり躓つまずいてしまった。傾いた体勢をどうにかして保とうと藻掻もがくが、うまくいかない。

「おい、大丈夫か！」

　慌てた声を出しながら、後ろに倒れそうになっている私の腕を引き、支えようとするルノーガ様。

　正直、そのあと、何がどうなったのかよくわからない。ただ、私たちちっぽけな人間ではとても及ばない、神の領域の力が働いた気がする。たぶん。

　気がついた時には、王城内の廊下の床に突っ伏していた。こんな場所で転ぶのは大変恥ずかしい。が、そこはマヌケなドジっ子がいる程度に思われるだけだから、まだいい。

（なんで……なんで、こんなことになってるのぉ？）

　問題は、転んで床に横たわっている私の両手が何かを握りしめている点だ。右手と左手がしっかりと掴んでいるのは、あろうことか男性もののズボンとパンツ。少し手を動かすと、皮のベルトらしきものの感触までする始末。

　……おわかりいただけるだろうか？

　王城内の廊下で、床スレスレまで引き下ろされた男性のズボン＆パンツ。見上げると、そこには普段から身体を鍛えている騎士特有の硬そうな桃──いや、尻があった。

　ある意味、大変美味しそう。

「きゃぁぁああああ！」

　ああ、通りがかりのメイドさんの黄色い叫び声が聞こえる。

　そのメイドさんは両手で顔を隠しているけど、指と指の間にはギラギラとギラつく瞳。きっと彼女からは桃ではなくバナナが見えているだろう。

「おい」

　まずい。頭上から地獄の門番もかくやと思える低い声が降ってきた。当然ながら桃とバナナの持ち主はお怒りだ。そりゃあそうだ。公衆の面前でプライベートすぎる場所を丸出しにされたら誰だって怒る。立場が逆なら、私だってブチ切れ必至だろう。

　改めて見上げると、桃の君──いや堅物エリート騎士と名高いルノーガ様が後ろを振り返りながら、凍いてつく視線で私を睨みつけていた。

　ほぉっと見惚れるほど端正だったはずの顔は怒りで全体的に歪み、こめかみに濃い青筋ができている。まさに修羅の形相。かけているメガネも崩壊寸前。彼のファンが見たらガッカリするだろう。美丈夫が台なしだ。

「十秒だ」

　さらに上半身をこちらに捻りながら、ルノーガ様が超重低音な声で唸った。

　それ以上振り返ったら桃だけではなくバナナまで見えてしまう。私はもう桃だけで眼福。お腹いっぱいだから追加のバナナはいらない。なんて思っている場合じゃない。

　怒り狂った修羅が声を地面にめり込ませながら呪詛じゅその言葉を吐き出した。

「今すぐ手を離し、なぜこのような事態に陥ったのか原因と今後の対策を十秒以内に述べろ、ミオ・イチノセ」

　私を見下ろす鋭い眼光は、殺し屋のそれと変わらない。

　……い、命が危険だ。





スキルが暴走したらとんでもないことになる。






「返答いかんによっては、二度と王城の門から外に出られると思うな」

　ルノーガ様が宇宙から隕石でも降らせそうな表情で言ってくる。背後ではブリザードが吹き荒れているし、声は地べたを這っている。圧がすごい。

　なんでこんな事態に陥っているのか。そんなの私のほうが知りたい。

　私が両手でしっかりと握りしめているズボンには皮のベルトがついているのだけど。途中でブチンと引きちぎれている。私はゴリラじゃない。こんな荒技できるわけない。

　となると、考えられるのは【運命の相手とラッキースケベが起こる】というスキルの力のせいじゃないだろうか。

　でも、それだとルノーガ様が私の運命の相手ということになる。確かにイケメンではある。そこは認める。できたら姿を絵画にしたためて、観賞用として壁に飾りたいくらい。

　が、ホモ疑惑があるうえに市民の話をちっとも聞いてくれない堅物役人でもある。こんな頭の堅い騎士様が運命の相手なんて御免だ。結婚したら亭主関白宣言とかされそうだし。

　だからこれはきっとアレだ。偶然に偶然が重なって起こった悲しい事故。どんな偶然が重なれば皮のベルトが引きちぎれるのかは甚はなはだ謎だけど。偶然といったら偶然なんだ。それ以上でもそれ以下でもなく、誰が悪いわけでもない。仕方がない不幸な出来事だったんだ。

　と、こんなことを高速で考えている間も、まだルノーガ様は仁王立ちで桃とバナナを丸出しのままだ。股の間からメイドさんを覗くと、目をハートにして「いいもの見たぁ」的な顔になっている。そんなにご立派なブツがついているの？

　ちょっと気になるけど、私まで見るのはアウト。早く美味しそうな──かどうかはわからないけど──フルーツたちを仕舞ってあげなければ。

「どうやら本当に王城から出たくないらしいな。そんなにここが気に入ったのなら、リクエストにお応えしよう。法的な手段をいくらでも用いて、息の根が止まる瞬間まで牢に繋いどいてやる」

　しまった。なかなか動かない私に、ルノーガ様の怒りゲージがＭＡＸまで達したようだ。まるで親の仇かのようにこちらを睨みつけてくる。涙袋がピクピクと痙攣しているし、メガネからだってビームが出そうな勢いだ。

「ごめんなさいぃぃぃ！　これは私にはどうすることもできない事故だったんですぅぅ！」

　ひとまず悲惨な事故について謝る。故意ではないとはいえ、恥をかかせたのは事実。謝罪するのは社会人として当然のマナーだ。

　謝るついでに、持っていたズボンとパンツをガバッと上に持ち上げる。丸出しになっているプライベート部分を隠そうとしたのだ。だけど、勢いよく立ち上がろうとしたのが悪かったらしい。

　またしてもズルッと足を滑らせた。しかも今度は私だけではなく、ルノーガ様まで巻き込んで盛大に倒れてしまう。

「うわっ、何をするっ！」

　慌てているルノーガ様の声が聞こえ、二人でコントのように揉みくちゃになってグルグルと王城内の廊下を転がる。グルグルグルグル。目が回る。

　この時また、人ならざる者の大いなる力が働いたようで。

　本当の本当に、何が起こったのか皆目見当もつかないのだけど。

　気がついたら、地面に仰向けに転んだルノーガ様の堅い胸板やら腹筋やらの上に乗っかり寝そべっていた。ただし、互いの頭部は逆位置。ちょっと、待って。なんで逆向きになっちゃったの？　ここはせめて顔の近さでドキン☆とする場面じゃないの？

　現実とは、げに恐ろしいものである。

　ちょうど私の顔の位置には、ルノーガ様の開かれた堅い太ももがある。本来太ももを覆い隠しているはずのズボンはなく、生身。先ほど剥き出しのフルーツたちを仕舞おうとして転倒した勢いで、結局失敗したからだ。

　つまり、今、私の目の前には丸出しになった生バナナがあるわけだ。

「いやぁぁあああああ！」

　叫び声を上げたのはメイドさんじゃない。私だ。恥ずかしながら過去の人生で生の男性器など拝んだ経験が一度もなかった。アダルトな動画や漫画でなら見たことがあるけど、それらは修正が入っていたからね。驚くのも無理はないじゃないか。

　というか、超至近距離での生バナナは反則。モザイク。今すぐモザイクをかけて欲しい。原型が全くわからなくなるほど濃いヤツ！

　距離を取ろうと反射的に寝そべっていた上半身を起こし、後ずさった私だけど。

「お、おいっ！　そこをどフガフガッ！」

　ルノーガ様の言葉が不自然に途切れて、股間の下のほうで何やらモゾモゾ動く感覚がする。しかもフガフガとくぐもった声まで聞こえる。

（……も、もしかしてこれは……？）

　おそるおそる下を見ると……。

「きゃぁぁああああ！」

　なんてことでしょう。私の股の下に、ルノーガ様の顔面があるじゃあないか。

（なんでなんでなんでぇっ？）

　恥ずかしくて思わずスカートの上からガバッと押さえ込むように腰を下げてしまう。

「フガっ！　フガフガフガガフガガっ！」［＊注　バカっ！　今すぐそこをのけろっ！］

　ますますパンツの下の動きが激しくなる。薄い布を通して生々しい息遣いまで感じて、居たたまれない。

「ご、ごめんなさぁああいい！」

　し、しまった。股間をルノーガ様の顔面に押しつける形になっている。これでは完全に痴女だ。しかもお尻の後ろのほうに堅い感触がある。メガネが当たっているのだろう。割ったら大変だ。早くどかなければ！

「今すぐどけますから……ってきゃあああ！」

　急いで立ち上がろうとしたら、なぜかまたしても足元がつるっと滑った。身体のバランスが崩れて倒れそうになるのを、腰を前後に動かして堪える。

　結果、ルノーガ様の顔の上で腰をゆらゆらと揺することになってしまった。股間丸出しな騎士様の顔面の上で腰を振る変態痴女の図の完成だ。通報されても文句は言えない。というか、なんでこうなる！

「フッ、フガーーーーッ！」［＊注　やっ、やめろーーーーッ！］

　股間の下で何やら叫び声が聞こえた。だが、今はそれどころじゃない。こっちだって思いっきり恥ずかしいんだからね！

　この理不尽な無理やり展開。間違いない。これはスキル【運命の相手とラッキースケベが起こる】の仕業だ。

　って、ちょっと待って欲しい。ラッキースケベってもっと胸キュンなイベントが起こるんじゃないの？　なんだ、これ。全くトキメク要素がない。とんだブラックイベントだ。

　この世界のラッキースケベの基準はどうなっているんだ。私が日本で読んだ少女漫画にこんなハプニングラブはなかった気がする。どちらかと言えば、男性向けラブコメで起こるヤツに近い。

　しかも、これがスキルの力のせいなら私の運命の相手はルノーガ様確定だ。できたら融通が利かなそうな堅物騎士ではなくて、大人で余裕のある優しいイケメンがいいのだけど、そこら辺の選択肢はないの？　ホント、そこのところどうなの、女神様！

　それにである。仮に百歩譲ってルノーガ様が運命の相手だとしよう。今のこの惨状を見て欲しい。

　エリート騎士が美味しそうなフルーツを丸出しにして、アヤシイ女に顔面の上に乗られている。どう考えても、互いに好感度ダダ下がり案件。恋愛に発展する未来がまるで見えない。もう詰みだ。

　しかもさっき怒り狂ったルノーガ様が私を死ぬまで牢屋に入れておく的な発言までしていた。それだけ私を嫌っている証拠だ。そりゃそうだ。こんなことをされた相手を嫌わないわけがない。恋愛面だけではなく、人生全てがジ・エンド。私の異世界生活はわずか半年で幕を閉じるのだ。

　露と落ち　露と消えにし　我が身かな

　豊臣秀吉とよとみひでよしの辞世の句の一部が脳内に浮かぶ。私を産んでくれたお父さん、お母さん、ありがとうございました。また、この世界で助けてくれたシオンお姉様に最大限の感謝を。来世では絶対に恩返しいたします。

　頭の中をよぎる『人生終了』の文字に顔面蒼白になってガクブルしていた私。これ以上の地獄はないだろうと思っていたのに、ここでさらなる追い打ち展開が起こりやがる。

　じんわりと涙まで浮かんできた私の瞳に、にわかには信じがたい光景が映ったのだ。

「フガフガガ、フガガフガフガフ……ッフゥ……」［＊注　頼むから、早く降りてくれ……っつぅ……］

（……ん？　んん？）

　なんというか、はい。目の前のバナナが大きくなっているような。さっきまでの柔らかそうなフォルムじゃなく。なんか、こう。少しずつ膨張して硬そうな外見に変わっていっているような……。

　ごく一般的に、男性のバナナが形を変えるのは性的に興奮している時だ。

　って、いやいやいやいや。今見えているものは気のせいだ。だって、おかしいでしょ。この状況のどこに興奮要素があるの？

「……フッ……フガフッ……フガッ……ファッ……」［＊注　……くっ……はやくっ……どけっ……つぁっ……］

　疑問に思っている間にもますます硬く大きくなって最終形態に進化していっている。これはいけない。完全に十八禁な世界に突入しようとしている。

　もうモザイクどころかバナナ全体への黒塗りベタ、あるいは漂白剤なみの白抜き修正が必要だ。漫画によっては白くなりすぎて何がなんだかわからないヤツ。あれ、本当にガッカリするよね。どうにかならないの？　でも、今この時だけは、あのくらい強力なボカシが欲しい。

（……というか、私、男性の最終形態を見るのも初めてなのだけど。……へ？　ソコってそんなふうになってるの？　ひぃっ、……き……気持ち悪い！）

「いやぁぁぁぁあああああああああああ！」

　こうして、本日で一番大きな絶叫が王城内に響き渡った。





何にたとえるか。それが重要だ。






　なんやかんやあって、ようやくルノーガ様の顔面から離れられたあと。こわごわ下を見ると、息を切らせて真っ赤な顔をしているルノーガ様がいて。なんだか私のほうがイケナイコトをした気分にさせられた。美丈夫の上気した顔ってセクシーだよね。

　で、イロイロ落ち着いてから、二人で当初の目的地だった別室にやってきた。六畳くらいのスペースで机と椅子しか置かれていない殺風景な取調室で、互いに向かい合って座っているのが現状だ。

　あ、言い忘れたけど、もうルノーガ様のフルーツはズボンとパンツで隠れている。大事な部分を丸出しのまま移動したわけではないので、そこは誤解のないように。

（く、空気が重い……！）

　片や男のズボンをずり下ろし、下半身を丸出しにさせた女。片やそんな女にパンツ越しの股間を顔面に押しつけられ、バナナを進化させた男。非常に気まずい。

　頭痛が痛いとはこのことだ。額に手をやり、どちらも無言になる。かれこれ五分以上も互いに顔を見られず、頭を垂れている状態だ。もう帰りたい。

　が、このまま黙りこくっていても話は進まない。私にはマッサージの仕事がある。さっさと無実を訴えて、お姉様たちのもとへ向かわないと。そのためにも、まずは改めてさっきの件を謝罪したほうがいい気がする。

　意を決して、私は口を開いた。

「あ、あの。先ほどのことですが」

「忘れろ」

　ルノーガ様が眉間のシワをグッと深くし、ギリギリと音がしそうなほど奥歯を噛みしめて低く唸った。

「いいか、あれは夢だ。君はさっき昼寝して悪い夢を見たんだ。だから忘れろ。一欠片も記憶を残すことなく全て脳内からデリートするんだ。完全消去だっ！」

　握りしめた拳でドンッと机を叩くルノーガ様。

　そんなことを言われても、あまりにもインパクトが強すぎてなかなか忘れられそうにない。

　そうは思ったが、ここは素直に頷く場面だろう。社会人たるもの、その場の空気を読み長いものにグルグルに巻かれる応用力が必要だ。それに私だって、忘れられるならキレイさっぱり忘れてしまいたい。

「はい、私はさっき夢を見ていました。桃やバナナなんて見てません。ましてや進化したバナナなんて少しも記憶にございません」

「おい、ふざけるな。君、忘れる気なんてないだろ。だいたい桃やバナナってなんだ。人の大事なところを果物なんかにたとえるな」

　人がせっかく忘れたふりをしているのに、なぜかルノーガ様はぷんぷんとお怒りだ。全くお貴族様というのは無駄にプライドが高くて困る。男の尻や男根なんて何にたとえようが同じだろうに。

「スミマセン。でしたらマシュマロとウィンナーが」

「誰の尻がマシュマロだ。俺の尻はそんなに柔らかくない。普段から鍛えてるんだから余計な脂肪はついていないはずだ」

　どうやらマシュマロのたとえもＮＧだったらしい。ますます肩を怒らせている。

　しかし桃もダメ、マシュマロもダメとはワガママな騎士様だ。仕方がない。ここはもう褒める方向で機嫌を取っておこう。

「はい、見事に鍛えられた惚れ惚れとするお尻でした。あの素晴らしいお尻なら何十分でも見てられます。勿体なくて、とてもとても忘れることなんてできません」

「そうだろうとも、そうだろうとも。俺の尻は……って違ーーーう！　だから尻のことは忘れろと言っているだろ。一切合切忘れてしまえっ！」

　ドンドンッと机に拳を叩きつけ吠えるルノーガ様。

　なんと騎士様、ノリツッコミまでやってのけられた。意外とからかい甲斐があるお方だ。

　なんだか少し楽しくなってきた。次はどうやってからかってやろうかと考えていると、ルノーガ様が辟易としたため息を吐いた。

「君と話していると調子が狂う。もうその件はいいから、本題に入ろう」

　そうだった。遊んでいる場合ではない。私が無害な一般人である旨をわかってもらわないと。

　とはいっても、相手はこちらを危険人物だと疑ってかかっている堅物だ。先ほどの一件でますます心象が悪くなり、完全に嫌われただろう。

　こんな相手に自分の無害を証明するにはどうしたらいいのか。有害であることを証明するより難しい気がする。

「あの！　私、この国に害を与えようなんて考えてません。本当に半年前に気がついたらこの国にいただけの一般人なんです！」

　意味はないとわかっていても、ただ訴えるしかできない。私のちっぽけな脳みそでは、ほかにいい案が見つからない。これが限界だ。

　なら、たとえ愚行と思われようと、何度でも同じことを繰り返し訴えるまで。役人の圧力には屈しないぞ。そう意気込んだ私だけど。




「知っている」




　ルノーガ様はメガネをクイっと中指で押し上げ、なんでもないように言ってのけた。

「実は事前に二週間ほど監視させてもらった。君はとても仕事熱心で善良な市民だ。君が仕事で留守にしている間に部屋の中も調べさせてもらったが、……アヤシイものは何もなかった。というよりも、極端に物が少なかった。記憶喪失云々はさておき、君が身一つでこの国にやってきたというのは本当だろう」

（……え、どういうこと？）

　この際、勝手に乙女の部屋に侵入された挙句、隅々まで調べ上げられたのは置いといて。ルノーガ様は私を怪しんでいたんじゃなかったの？　すでに調べがついているのなら、なぜわざわざ尋問を？

　頭の中がハテナマークでいっぱいになる。そんな私へ、ルノーガ様が答え合わせするかのように言葉を続けた。

「君は店では客に十五歳と言っているだろう？　この国では十六歳からが成人であり、十五歳は未成年となる。もし君が望むなら、修道院で保護することも可能だ」

　そこまで言って、それから気遣うような声音に変わる。

「それに……すまない。本来なら女性へのこういった質問は女性騎士が担当するのだが、あいにく今日は皆ほかに仕事があり俺しかいないんだ。俺に答えたくないなら後日ほかの者に伝えてくれてもいい。……もし、なんらかの理由があり労働を……しかも性的なことを強要されているなら、君は被害者だ。こちらで保護し、その間に店側を徹底的に調べ検挙することもできる」

　これに慌てたのは私だ。

　なんてこと。もしあらぬ容疑で店長が捕まったら、恩を仇で返すようなもの。アダルトなサービスを避けるために年齢を五歳も下に偽っていたのが裏目に出るなんて。

「違います！　強要なんてされてないです。お店は私が働きたくて働いています。それに、私、本当は二十歳です！」

　店側を検挙なんてとんでもない。この世界に落とされた時、右も左もわからない状況から救ってくれたのはシオンお姉様と店長だ。二人の存在があったからこそ、この世界でやってこられた。

　それに私は私なりに真剣にマッサージの仕事に取り組んできた。今では指名してくれる常連さんだっている。今、辞めるのは嫌だ。

　ルノーガ様が気遣ってくれているのは理解できるし、単純にありがたく思う。でも、誤解はないようにしておかないと。

「君は……二十歳なのか？」

　ルノーガ様が私の身体をマジマジと見て、驚いたような声を出した。その視線は、主にほぼ平坦な胸部分に集中している。

　言いたいことは痛いほどわかるけど、失礼すぎる反応だ。ちょっと殴りたい。

「間違いありません。私は二十歳です」

「ならなぜ十五歳と偽っていたのだ？」

「裏メニューを断るための嘘です。未成年と伝えると、だいたいのお客様は諦めてくれるので」

「その、失礼な物言いになって申し訳ないのだが……そういったサービスを行ったほうが君たちは多く稼げるんじゃないのか？」

　雇われマッサージ店員の給料は決して高くない。ただでさえ基本料金が低いうえに、その三割を店側が「場所料」として取っていくためだ。

　ただ基本料金以外のチップとしていただくお金はマッサージを行った者が全額もらえる。そのため、少しでも多く稼ぎたいお姉様たちは裏サービスで多くのチップをもぎ取るのだ。

「それはそうですけど、でも私は……そういったことはしたくないんです」

　別に裏メニュー自体を否定するつもりはない。ましてやお姉様たちを蔑んだり、アダルトなお店で働く女性を軽視したりする気も毛頭ない。

　ただ、考え方の違いだ。

　私には身寄りがない。独り身だ。それは、自分一人の生活が保障されさえすればいいという意味でもある。店側からの給料は、女一人が質素に暮らしていくだけなら充分だ。

　加えて少ないながらもチップもある。この半年、エロサービスなしでもらえるチップの金額も増えてきた。これなら贅沢せずに慎ましく生活すれば、ささやかながら貯金だってできる。

　そんな状況なので、余ほどお金に困る事態に陥らない限り裏はしたくない。

　それにである。

「そういったことは、好きな人としかしたくないなぁ、と」

　言って少し後悔した。身寄りのない二十歳の女が口にするには幼稚なセリフに聞こえるし、そもそも初対面の男性相手に話すことじゃない。

「って、キレイごとですかね」

　なんだか気恥ずかしくてつけ加えるように零したら、ルノーガ様が柔らかく目元を緩めた。

「そういった考えは嫌いではない。むしろ、好ましくもある」

（……あれ、今、一瞬笑ったような）

　さっきまで怒るか呆れるかといった真面目で厳しい顔ばかりだったルノーガ様が、一瞬笑った気がする。

　イケメンの笑顔にドキッとトキメキそうになる。が、私の見間違いだったみたい。次見た瞬間には、もう定番のお堅い表情に戻っておられた。

「もう一つ確認しておきたいことがある」

　柔らかい雰囲気を消し去り、酷く真剣な表情になったルノーガ様。机の上で両手を握り、まっすぐに私の目を見つめる。

　それからゆっくりと、問題となる言葉を発した。




「君は異世界からやってきたのではないか？」





不良がたまに優しい一面を見せるといい人に見える。そんな感じだ。






（まさか……バレてる？）

　これは、どう答えるのが正解だろう。

　この世界では、どの国も聖女召喚をこぞって行っている。聖女がいると、その恩恵で国が豊かになるからだ。なんでも女神様から愛された聖女がいるだけで土は肥え、作物は育ち、豊作になるらしい。

　さらに聖女だけが持てるスキル【聖魔法】が強力なのだ。この魔法で国に結界を張れば──聖女によって張れる結界の規模はさまざまらしいが──魔獣の侵入を防ぐのが可能となる。魔獣とは、その名のとおり人ならざる力を持った獣のことだ。よくファンタジーに出てくるヤツ。この魔獣に襲われると普通の人間では太刀打ちできない。人的被害は避けられないのだから、結界の有無は死活問題だ。

　なので、異世界から聖女の力を持つ女性が招かれる。そして、招かれた女性は国に手厚く保護され、贅沢な暮らしを保障されるのだ。そうすることで聖女が他国へ移動するのを阻止しているのだろう。

　だが、あいにく私は聖女ではない。白い空間で女神様が『間違って必要ないあなたまで召喚しちゃった』とも言っていたから確かだ。あのふざけた女神様のことを思い出すとムカっ腹が立つが、今はひとまず置いておこう。

　聖女は国に保護される。逆に聖女ではない異世界人はどういった扱いになるのか。それがわからない。ゆえに、「異世界人かどうか」の問いにどう答えていいのかもわからない。

　しかし、答えに困っている時点ですでに「そうです」と肯定しているようなもの。こうやって考えている間にも時間が過ぎていき、その分、ルノーガ様も疑惑を深めているだろう。なんでもいいから何か答えないと。

「あの、私」

「ちょっと待て。まだ言わなくていい」

　何かしら答えようと開いた口を、ルノーガ様から遮られた。

　キラリとメガネを光らせ「先にこの国における異世界人の扱いについて話しておこう」と言う。ルノーガ様が語った内容は以下のとおりだ。

　この国では聖女かどうかに関係なく、異世界人は皆国に保護される。異世界からやってきた者は、女神様から特別なスキルを授かっているケースが多いためだ。そのスキルの内容によって国の保護レベルが変わる。

　たとえば国を揺るがすような聖女級のスキル保持者だと、挙げ善据え膳で王族並みの待遇になる。ただし、つねに護衛がつき、過ごす場所はほぼ王宮内に限られる。贅沢し放題の代わりに、自由がなくなると言ってもいいだろう。

　それに比べて、益にも害にもならないショボいスキルしか持っていない場合、本人が望めば城外でも暮らせる。ただし、国外へ行くのはＮＧで、誰かが監視につくことになる。

　監視者は人それぞれで、異世界人がどの程度自由に暮らせるかも監視者の裁量に任せられる。地位のある貴族の養女になり豪華な館で貴族令嬢として過ごす者もいれば、平民出の役職者の部下になり普通に働きながら暮らしているケースもあるらしい。

　ただ、この監視者というのは異世界人側からは指名ができない。相性がよければ楽しく暮らせるだろうが、相性が悪いと窮屈に感じるかもしれないとのことだった。

　そこまで話し終えたルノーガ様が、私にもう一度ゆっくりと問いかけた。

「もう一度問おう。よく考えて答えてくれ。……ミオ・イチノセ。君は異世界から来た者か？」

　つまり、ここまで説明したうえで私に判断を委ねてくれるのだ。

　真実を話すべきだろうか？　誰かの庇護のもとにあるというのは安心できる。命と暮らしの保障がされるのだ。少なくとも、今のような将来の生活への不安はなくなるだろう。

　しかも、保護してくれる人がもし財を持て余しているような上位貴族なら、あくせく働く必要なんてない。のんびりと贅沢な暮らしを堪能できるかもしれない。そんな生活も悪くはない。

　でも、それでも、だ……。

　私は自分の力で、自由に生きたい。誰かにどっぷりと寄りかかるのも、その人に一生涯を監視され自由を制限されながら生きるのも、真っ平だ。




「いえ、違います。私はただの記憶喪失者です」




　まっすぐに紺碧の瞳を見据えて答えると、ルノーガ様が小さく息を吐き頷く。

「わかった。それではそのように処理しておく。……主あるじだけには事実を伝えなければならないが、あの方なら悪いようにはしないだろう」

　それから私のほうを見て、目元と口元を柔らかく緩めた。

「君は、強いのだな」

（へ？　笑った？）

　今度は勘違いではない、目の前のルノーガ様が柔らかく微笑んでいる。お姉様たちが見たら「きゃぁぁあああ！」と黄色い雄叫びを上げそうな顔だ。

（この人、こんな顔もできるんだ。なんか、いい）

　胸がドキリと高鳴った。不意打ちのイケメンの笑顔は破壊力がある。まさか数分前まで融通の利かない堅物エリートだと思っていた騎士様の笑顔を眩しく感じるなんて。世界は不思議で満ちている。

　私が惚けていると、笑顔を閉まったルノーガ様がメガネをクイッと指で押した。

「これで聞き取りは終了だが、一つ忠告だ。君が異世界から召喚された者でないのなら、この国にやってきた時の服や持ち物は処分しておいたほうがいい。聖女様が身につけていた物とよく似ている」

　この世界にやってきた時のスーツやバッグ、スマホは袋にまとめてクローゼットの奥に仕舞っていた。なるほど。私の部屋を調べた時にそれらの品を見つけて、それで異世界人ではないかと疑ったらしい。

「わかりました」

　元の世界である日本との繋がりを捨てるようで処分できなかったけど。今後、この世界の人間として生きていくなら、確かにすっぱり廃棄したほうがいいのかもしれない。

　おそらく、私はもう元の世界に帰れない。

　あちらの世界には家族も友達もいて、ささやかながら温かな幸せがあった。いつまでも元の世界を引きずっていてもどうしようもない。そうわかってはいても、頭では理解できても心がついてこない。ツンと身体の奥が冷えてくる。

「すまない、君にとって酷なことを言ったな」

　ルノーガ様が気遣わしげにこちらを見ている。

　しまった。こんなことで落ち込むなんて私の柄じゃない。それに他人から心配されるとなんだかムズムズする。なんとなく、この場所から早く立ち去りたい気分だ。

「いえ、忠告ありがとうございます。あの、もう仕事に戻ってもいいですか？」

「ああ、大丈夫だ。だが、その前に、ミオ」

「なんでしょうか？」

　席を立ち移動しようとしたら、ルノーガ様から引き留められた。

　調べ損ねたことでもあったのかな？




「もしも何か困ったことがあったら、いつでも俺を訪ねてくるといい」




　真面目な顔をして、そんなことを言う。

「え、いいんですか？」

　思わず目をぱちくりとさせ、聞き返した。エリート騎士様が一般人にそんな安請け合いなセリフを言っていいのだろうか。

「騎士は市民のためにある。そして、この国に住み働いている以上、君は守るべき市民の一人だ。……俺は大抵は王城内に勤務しているから、いつでも遠慮せず頼ってくれていい。仕事上、すぐには対応できない時のほうが多いだろうが、その際は受付にメモでも渡してくれ。そうすれば後日、俺のほうから君を訪ねよう」

（なんだ、めちゃめちゃいい人じゃないか）

　誰がこの人を堅物なんて言ったんだ。弱者に優しい、素晴らしい騎士じゃないか。

　おそらく最初の威圧的な態度は、自然にお姉様たちから私を引き離し事情を聞くための演技だったんだ。もう少しほかにやりようはあっただろうにとも思わなくもないが、ルノーガ様なりに私の立場を考えた結果だろう。

　それに、本来ルノーガ様の立場なら私が異世界人である旨を上に報告する義務があるはずなのに、それをしなかった。自分の立場よりも、私のようなちっぽけな人間の意志を優先してくれたのは、普通に嬉しい。主だけには伝えると言っていたけど、口ぶりからしてその主とやらも融通が利く人のようだし、問題はない。

　これだけでも好感度がうなぎ登りなのに、最後には「自分を頼ってくれていい」との言葉。きっと私だけではなく、接したことのある一般市民全員に言っているのだろう。お決まりの社交辞令だとしてもありがたいものだ。

　イケメン。エリート騎士。優しい。なるほど、お姉様たちが騒ぐだけある。世の女子が惚れちゃう要素が盛りだくさんじゃないか。

「はい。ありがとうございます」

　が、今の私の優先事項は仕事だ。この世界で生きていくと決めた以上、日銭のためにもシフトに穴を開けられない。

　笑顔でペコリとお辞儀をして、さっさと仕事に戻ろうと部屋の出口まで向かう。

　そこで、異変が生じた。

（……ん？　んん？）

　ドアを開けようとドアノブを回したのに、これが微動だにしない。反対に回してみても同じだ。

　頬を一筋の汗が伝い流れ、床にポトリと落ちた。

（おかしい。……ドアが、開かない……）





女神様の思う壺にズブズブとはまっていく。






　おかしい。部屋から外に出るためにドアノブを回そうとしても、ピクリとも動かない。右に回しても、左に回しても同じだ。開く気配が一切ない。

　一筋だった私の汗は、ダラダラともやは滝のように流れ出している。

（これ……も、もしかしなくても、スキルが発動しちゃってるんじゃ……？）

　六畳程度の狭い部屋で。中にいるのは私とルノーガ様だけ。ドアは押しても引いてもビクともしない。

　恋愛漫画において、男女が同じ部屋に閉じ込められるのはラッキースケベの定番。こういった場面では、いくら騒いでも男女間で一定の進展がない限り外部からの手助けは来ない。下手したら明日の朝まで閉じ込められる。

　さらに言えば、漫画の中でもＲ指定が入ったものならモザイク必須の行為に発展する。私の頭の中に「〇〇しないと出られない部屋」という文言がよぎった。ちなみに〇〇には、大抵セックスという言葉が入る。

　ゴクリと喉が鳴る。

（いや、待て。慌てるな、私）

　幸い、まだルノーガ様はこの事態に気づいていない。テーブルについたままで、私と物理的な距離もある。

　いくら部屋に閉じ込められたからといっても、ここは王城。何日もこのまま監禁されるわけではない。最悪、明日の朝には解放されるだろう。

　その間、私とルノーガ様が一定の距離を保っていれば変な展開──つまり、あり得ないエッチな展開は避けられるはず。

「あの、ルノーガ様」

　震えそうになる唇に力を入れて、できるだけ平坦な声を出した。

「どうした？」

　何やら書類に書き込んでいたルノーガ様が頭を上げてこちらを見る。

「その、そのままそこを動かず、座ったまま聞いてください……私たち、この部屋に閉じ込められたみたいです」

「なんだと？」

　ガタッと椅子から立ち上がるルノーガ様。

　座ったまま聞いてくださいと言ったのに、なんで立っているんだ。確実にこっちに来るつもりでしょ。ダメダメ。私たちが近づいたらお互いの貞操の危機になっちゃう。

「ルノーガ様、こっちに来たらダメです！」

「なぜだ、まずは状況確認だろう？」

「でも、今ルノーガ様がこっちに来ると大変なことになります！」

　必死に叫ぶとルノーガ様がピタリと足を止め、怪訝そうに尋ねてきた。

「大変なこととは？」

　さすがにスキル【運命の相手とラッキースケベが起こる】で、エッチな展開になるなんて言えない。そんなことを言えば、意味不明なスキルを持っている女として認知されてしまう。

　それに何より自分から「私たち二人は運命の相手なんです」と暴露するのは恥ずかしすぎる。

　自分でも本当にルノーガ様がそういった相手かどうか疑心暗鬼なのに。彼だって今日会ったばかりの女から運命の相手なんて言われたら確実にドン引きするだろう。もしかしたら頭がおかしいストーカー女と思われるかもしれない。そんなの嫌すぎる。いったいどうすれば……。




「ば、爆発します……！」




　冷や汗を流しながら、ひとまず思いついたことを言ってみた。

「まさか爆弾でも仕かけられているのかっ！　今すぐ助けに向かうから君はそこを動くなっ！」

　が、どうやら逆効果だったようだ。

　私を救おうと大慌てで動き出すルノーガ様。さすがに責任感が強い、人々を守る騎士様なだけある。

　ああ、元々狭い空間なうえに見惚れてしまうほど足がお長いんだから、私のところまでは数歩でたどり着いてしまう。このままでは女神様の思う壺で、無理やりなエッチな展開が待っている。なんとか、なんとかしないと！

「違います、違います！　爆発するのは私の煩悩やルノーガ様のバナナです！　私たちが近づくと、ドキッ☆密室空間でのヌルヌル濡れ濡れマッサージでバナナが進化して汁まみれのズボズボアンアンになってしまう危険性があるんです！　だから落ち着いてそこにいてください！」

「君こそ落ち着け！　何を言っているか全く意味がわからないぞっ！」

　必死の説得にもかかわらず、こちらに迫ってくるルノーガ様。もう目の前だ。手を伸ばせばいとも簡単に接触できる距離。この密室空間でそんなに近づかれたら……！

「ダ、ダメです、本当にこっちに来ないでくださいっ！」

　両手を突き出し、ルノーガ様を止めようとした時だ。

　唐突に何かが私の足元を横切った。何かはわからないけど、たぶん、人間では見ようとしても叶わないもの。神領域の者だけが見える何かだったんだと思う。

「きゃぁぁあああああ！」

「ミオ、大丈夫か！」

　足元の何かに躓いて転こける私。思わず反射でギュッと目を閉じる。

（いけない、何か掴まないと！）

　無我夢中で腕を動かし、手に触れた布を掴んだ。私に罪はない。誰だって転倒しそうになったら近くのものを掴み縋る。身体の無事を保つための条件反射だ。

　しかし、問題はそのあとだった。

　何がどうなってそうなったのかは一ミクロンもわからないのだけど。私は布を掴んだまま倒れそうになる身体のバランスを取るために両手を大きく開いた。

　ビリビリビリビリッと布的な何かが破れる不吉すぎる音と、「お、おい、ミオ！　何をするんだっ！」と慌てるルノーガ様の声が部屋に響く。

　果たして、床に倒れると思った私は何かの上に跨またがり無事だった。

（ど、どうにか助かった……みたい？）

　身体に痛みがないことを確認してから、おそるおそる閉じていた目を開けると……。

（な……なんですって……？）

　私の眼前には剥き出しになった生オッパイ──いや、雄ッパイがあった。

　どうやら私はルノーガ様のシャツを引き破り、彼の生雄ッパイに顔面ダイブをしてしまったらしい。私の顔の下には堅く引き締まり、なおかついい感じに盛り上がった胸筋がある。

　騎士団で普段から鍛えている成果なのだろう。中央の窪みもいいし、盛り上がった筋肉もいい。触り心地は思ったよりも柔らかく、弾力もある。うん、大変見事な雄ッパイである。

　しかもなんだかいい匂いまでする。ほのかに香るシトラスウッディ系の香水と彼の体臭がいい感じに混ざっていて、とてもセクシー。できるなら、このまま頬をスリスリと擦りつけたいくらい。……って、そんな不埒なことを考えている場合じゃない。

（なんでこんなことになるのよぉ！）

　どうなっているんだ、このスキルは。世界の法則を捻じ曲げすぎていないだろうか。なんというか、こう「絶対にお前らにエロいことをさせるからな☆」という女神様の尋常じゃない執念というか、悪意を感じる。

　しかも、だ。だいたいオッパイダイブは男性側が女性側にするものと相場が決まっている。なのに、なぜ私がルノーガ様のシャツをゴリラよろしく力任せに引きちぎり、生雄ッパイに顔面ダイブしないとなの？　完全に痴女。しかもゴリラな力を持つ痛い痴女。明らかに危険人物だ。

　こんなことされたら、たとえ運命の相手だろうともドン引き必至だろう。ただでさえ王城の廊下の一件で嫌われているだろうに、これ以上恋が発展しようがない。

「ミオ……そこをどいて、くれっ……」

　ほらみろ、ルノーガ様が苦しそうな声で唸っている。きっと痴女な私に戸惑いながらも呆れ返っているに違いない。

　さっき優しさを見せてくれた彼だが、実は私が王城で男を脱がせて雄ッパイダイブする変態だと知ったら──いや、スキルのせいであって、本当の私はそんな真似しないのだけど──さすがに態度も変わるだろう。今度こそ怒り狂って牢屋行きにされるかもしれない。

　そう思ったのだけど。

「くっ……さっきもそうだったが……君の匂いを嗅ぐと……んはっ……」

（ん？　様子がおかしい）

　気のせいだろうか。ルノーガ様の声に妙に色っぽい艶が混じっているような。

「……何か……変だ……っつぁ……自分が、抑えられないっ……」

（あ、あれ？　んん？）

　雄ッパイダイブしていた体勢から上半身を少しだけ起こして見てみると、顔を真っ赤にして苦しげに喘ぐルノーガ様。

　私はちょうど彼の股間の上に乗っかっている。その私の股間の下でさらに何かがモゾモゾと動いている。なんというか、アレだ。柔らかかった何かが硬く勃ち上がり、進化していっている。

（いやいやいやいや、この状態で勃つってどーゆーことですか、ルノーガ様！）

　と、一瞬彼の性癖を疑った私だが、自分自身の身体にもまた異変が起きていることに気がついた。

（な、なんか……エッチな気分になってきたんだけど……？）

　おかしい。ルノーガ様の上で、汗の匂いを嗅いでいると、なぜか下腹部がキュンキュンと疼いてくる。まるで彼を欲しがっているかのように、身体の奥が切なくなってくるのだ。

　頭の中で「おーっほっほっほっほっ！」という女神様の高笑いが聞こえた気がする。

　間違いない。

（あの女神様……ルノーガ様と私に互いの匂いを嗅ぐと発情するような、番つがい設定的なものをぶっ込んできてやがる！）





リンパマッサージはエロの世界では常識だ。






「……ミオっ……俺から、離れろっ……」

　私の下で苦しそうに喘ぐルノーガ様。

　仮にも彼は騎士だ。本来なら私のように痩せこけた女なんてすぐに抱きかかえ引き剥がせるだろうに、それさえもできなくなっている。

　そして、私は私で大変だ。

　ルノーガ様と触れているところから熱がどんどん伝播し身体中が熱くなってきている。脳にモヤがかかり朦朧もうろうとしてきて、うまく頭が回らない。このままでは本当に危険だ。

　バッと力任せに上半身を持ち上げ、根性で足を踏ん張った。そのまま両足に力を入れ、ルノーガ様の身体から飛び降りる。少しだけ距離を取ると、密着していた時に比べたら呼吸が楽になる。混沌としていた頭の中にも冷静さが戻ってきた。

（ふー、もう少しルノーガ様の匂いを嗅いでいたら危なかった。セーフ、セーフ）

　私が離れたことで彼も戻ったんじゃないだろうか。

　そう思い、もう一度見やると。

「はぁっ……ミオっ……っつぁ……」

　どうやら手遅れだったらしい。ルノーガ様のほうは身体の熱が全く冷めてない様子で、興奮状態が続いている。

　おそらくだけど、王城内の廊下で私が股間を押しつけまくった影響が今になって出てきているのだろう。合掌。ご愁傷様である。

　それにしても、世間では堅物エリート様と言われ、数多くの女性を袖にしてきたらしいルノーガ様だが。整った顔を歪ませ喘いでいる様子が非常にセクシーだ。

　形のよい眉根を寄せ、頬は上気し、薄い唇からは熱い吐息が漏れ出ている。黄金比のように均整が取れ引き締まった身体はしっとりと汗ばんでいて、盛り上がった胸筋が荒い息遣いで上下していた。

　こんな姿は世の女性たちに見せられない。見せたら最後、飢えたアマゾネスたちに汁という汁を一滴残らず搾り取られてしまうだろう。

「……ミオっ……頼むっ……そのまま、離れていろっ……」

　ルノーガ様がメガネの奥から潤んだ瞳で苦しげに懇願する。こんな時でも彼は真面目だ。自分の変化に戸惑いながらも、こちらに危害が及ばないように配慮している。ただの市民である私を守ろうとしてくれているのだ。

　が、涼しげだった瞳は確かな情欲を孕はらみ、濡れていて。彼の抑えようとしても抑えられない興奮を物語っている。

　その様子を見た時、私の背中をゾワゾワとした衝撃が走り抜けた。距離を取って収まったはずの下腹部が再び疼き出し、身体全体が熱を帯びて火照ってくる。

　もっとわかりやすい言葉で有り体に言えば。

　すごくムラムラしている。

「ルノーガ様、辛いですよね。私が楽にして差しあげます」

　もう一度ルノーガ様に近づき、その隣で床に膝をつく。はだけている胸元に手を添えると逞しい身体がビクッと跳ねた。その様子に胸がキュンと高鳴る。

　なるほど、これが母性本能というヤツなのかもしれない。

「やめろっ……、それに君は、こういったことは好きな相手としか……はっ……したくない、と……」

　先ほど、そんなカマトトぶった発言をした自分を殴り倒したくなる。今すぐ時を戻して訂正したい。

「俺は……くっ……君に嫌なことを……させたくないっ……」

　それにしても、こんな状況で私なんか気にせずともいいだろうに。ルノーガ様はもう限界で、そんな時に女の私のほうから触れているんだから。遠慮する必要はない。

　全く真面目すぎるにもほどがある。この様子では、私から触れられるのは抵抗がありそうだ。

　なら、仕方がない。ミオさんが、心の負担を少しだけ軽くしてあげようじゃないか。

「ルノーガ様。私が今から行うのは性行為ではありません。純然たるマッサージです」

「な……なん、だと……？」

　眼前の薄い唇から困惑した声が漏れた。それはそう。男性の胸をイヤらしく撫でながらマッサージと言い張っても説得力は皆無だ。

　が、強制発情させられて熱を帯びた頭はうまく働いていないらしい。まだ戸惑っている。よし、このまま押しきろう。

「昨日もお仕事を頑張ったんじゃないですか？　身体が凝っていますよ。だから今から解すんです」

「そ……そうなの、か……？」

　しめしめ、やっぱりルノーガ様は混乱していて正常な判断力を失っている。このまま押し通せば陥落するだろう。

「はい。私、マッサージ師ですから」

　ニッコリとした笑みを貼りつけて言えば、ルノーガ様が葛藤するように頭を振った。

「いや……でも、しかし……！」

（ちっ……、まだ理性が残ってやがる）

　頭の固さに思わず心の中で舌打ちする。ここで引き下がるのも、なんとなく癪だ。もういいや、強硬手段を取らせてもらおう。

「ほら、ここも凝ってますよ」

　胸に置いていただけだった指を移動させ、左側の飾りに触れる。小さな突起を指で摘まみグニグニと押し潰すと、ルノーガ様の口から「っつぁ」と鼻を抜けるような声が漏れた。

「こんなに硬くなっています。よく揉んで解さないと」

「ま、待ってくれ……はぁっ……そんなところが凝るなんて……聞いたことが、ない……」

「いえ、凝るんです。そして人の身体にはリンパというものがありまして。揉み解すことで悪いものがデトックスされるんです。乳頭周辺にはそのリンパがたくさんあります。なので、ここを解すのは身体にもよいことなんです」

　もちろんデタラメだ。日本で読んだマッサージ系のエロ漫画で悪徳施術師がこんなよくわからない説明をしていた気がする。当時はバカらしいと思っていたウンチクを、まさか自分の口から垂れ流す時が来るとは。世も末だ。

　乳輪の周りを優しくクルクルとなぞったり、突起をぷにぷにと押し潰したりしながら囁くと、ルノーガ様が「そ……そうなのか……んっ……」と喘ぐ。その様子がたまらなく可愛い。

　こうなると、もっとイロイロと弄り回したくなるのが人というもの。私は心の中で悪女よろしくニヤリとほくそ笑んだ。

（よし、もっとやってやろう）





新しい世界の扉はわりと簡単に開いてしまうから気をつけよう。






　ルノーガ様の乳首を押し潰したり、引っ張ったりしながら弄り回していたら、突起の赤みが増し少し膨れてきた。最初に触れた時よりも硬くなっているし、いい反応だ。試しに右側の乳首も同じようにして可愛がると、こちらも嬉しそうにツンと勃ち上がる。

「つはっ……ミオ……ん……」

　うん、声も気持ちよさそうだし、ルノーガ様は乳首でも感じるのかもしれない。

「見てください。ルノーガ様のここ、ぷっくりと腫れてます。マッサージされるのが気持ちいいんですね」

「っつ……、ミオ、見るなっ……」

　出来心でイジワルな発言をしたら、ルノーガ様が羞恥で顔を赤く染める。そんな自分が恥ずかしいのか、右腕を顔に持っていき目元を隠してしまわれた。

　なんだ、この反応。ウブな乙女か。可愛すぎる。

　今気づいたけど、どうやら私にはＳっ気があったらしい。そんな反応をされたら、もっとイジメたくなる。

「ダメですよ、ルノーガ様。隠さないで。全部見せてください」

　腕を掴んで、目元からそっと外させる。ゴツゴツとした男性的な鍛えられた堅い腕だが、本気で抵抗するつもりはないのだろう。あっさりと腕をのけてくれた。

　現れた顔は耳まで真っ赤に染まり、瞳は涙目になっている。まるで穢れを知らない処女のようだ。

　思わずゴクリと生唾を飲み込んだ。

　爪で胸の飾りをカリカリと引っ掻くと清廉潔白な騎士様が「あぁっ……うぁっ……」と涙目で情けない声を漏らす。

　チラリと股間のほうを見ると、窮屈そうに布地を押し上げ、私の指の動きに合わせて時々腰を揺らしている。きっと無意識のうちに振っているのだろう。その様子が酷く情欲をそそる。

「気持ちがいいんですね。女の子みたいに喘いで、腰を振って。今のルノーガ様、すっごく可愛いですよ」

　耳元で優しく囁けば、耐えられないといった様子でルノーガ様がギュッと固く目を閉じた。

　どうしよう。禁欲的な騎士様が乱れる姿に、こっちまで息が上がる。うっかり新しい世界の扉を開けてしまいそうだ。

　このままとことんイジメ抜きたい衝動に駆られる。が、ダメダメ、我慢我慢。いくらＳっ気のある私でも、あまりにもディープな世界に突入するのはいただけない。

　イジメるのはこのくらいにして、そろそろ下も触ってあげよう。

　そう思って張り詰めている股間に手を伸ばしたら、ここにきてまたルノーガ様が抵抗し出した。

「ミオっ……頼む、そこは……やめっ」

　残念、それは逆効果だ。潤みきった目でそんなふうに拒否されると、嗜虐しぎゃく心を煽られる。なんとしてでも、ルノーガ様のほうから「触ってください」とお強請ねだりさせたくなるじゃないか。

「男性の下腹部には、さらにたくさんのリンパが集中しているんです。ここを解さないと、ずっと苦しいままですよ。ルノーガ様は今のままでいいんですか？」

　言いながら垂直に立ち上がっている先端をズボンの上からツンツンと突く。ついでに先っぽを指の腹でクルクル撫で回せば、布地に薄い染みができ始めた。

「んっ……本当に……もうっ……」

「あらら、こんなに濡らして。まるでお漏らしみたいですね。ここまでグチョグチョになるのは老廃物を溜め込んでいた証拠ですよ。どうしますか、ルノーガ様。楽になりたくないですか？　それとも、このままお仕事に行くつもりですか？」

　私はどちらでも構いませんけどね。

　低く嗤わらいながら、染みができたそこをさらに指で可愛がると、とうとうルノーガ様が観念したらしい。

「嫌、だ……もう、出したい……ミオ……はぁっ……楽にして……くれ……」

　涙目で正直な欲を口に出すルノーガ様が可愛い。その姿に、私の口の端が自然と持ち上がった。

「わかりました。今楽にしてあげます」

　唇で弧を描いたまま、苦しそうだった前をくつろげる。パンツの中から反り勃った男根が飛び出した。もう先からトロトロと粘液を零れさせていて、すでに限界が近そうだ。

　王城の廊下で見た時は気持ち悪いと感じたそれだが、今見ると不思議と嫌悪感はない。むしろ、この高潔な騎士様についているものなのだと思うと愛しさまで込み上げてくる。

　左手でぷっくりと腫れた乳首を弄りながら、大量に分泌されている蜜を絡めた右手で剛直を握りゆるゆると扱しごく。途中、裏筋の張ったところをこすったり、親指で鈴口をクルクルと回したりするのも忘れない。

「ルノーガ様、気持ちいいですか？」

「あぁ、気持ちいい。……ミオの手、すごく、気持ちいい……」

　途中で尋ねてみたら、恍惚とした顔で私を見ながら素直な感想を口にした。抵抗するルノーガ様もいいけど、こんなふうに素直なルノーガ様もいい。

　先端は特に弱いようだ。手のひらで優しく摩ってあげるだけで「っつ……あぁっ……」と艶かしい声で囀さえずり腰を跳ねさせる。うん、大変素晴らしい光景だ。

　これもお姉様たちに裏メニューを鬼特訓された成果だ。合格しないと普通のマッサージも禁止と言われ、嫌々ながらも張型相手に頑張った。当時はまさか本当に実践する日が来るとは夢にも思わなかったけど、おかげで今こうしてルノーガ様を感じさせられている。お姉様たち、ありがとうございます。

　そこまで考えてふと疑問が生じた。

（あれ？　なんで私、誰にもする気がなかった裏メニュー的なことを平気でルノーガ様にできているんだろう？）

　状況が状況で仕方なかったとしても、彼とこういったことをするのは全く嫌じゃない。それどころか私自身も楽しんでいる。いったいどうして……。

「……はぁっ……ミオっ……もうっ……」

　苦しそうな喘ぎが耳に入って、思考が中断される。そうだ、今は目の前のルノーガ様に集中しなきゃ。

　改めて視線を向けると、どうやら彼はもう達したいようだ。肉棒が体積を増し、先っぽからはとめどなく雫を垂れ流している。ここでお姉様たちに習った秘技「寸止め」を繰り出したい気持ちにもなるけど、あんまりイジメるのもかわいそうだしね。そろそろこの苦しみから解放してあげよう。

「いいですよ、ルノーガ様。溜まっている老廃物をたくさん出して気持ちよくなりましょうね」

　耳元で囁き、耳たぶをコリコリと甘噛みしてあげる。

　手元でグチョグチョと立てる卑猥な音と共に、ルノーガ様が熱い吐息を吐きながら熱のこもった声で縋りつくように私の名を呼ぶ。

「……ミオっ……ああっ……ミオっ……くぁっ……」

　低くセクシーな声で名を呼ばれるのが心地よくて、私まで興奮してくる。

　肉棒を握る手の力を少しだけ強くして扱くスピードを上げると、硬く張り詰めていたそこがブルリと大きく震えて、大量の白濁をバクバクと勢いよく吐き出した。





エリート騎士様が暴走したら危険だ。






「ミオ、すまないっ！」

　吐精して賢者タイムを迎えた──いや、正気に戻ったらしいルノーガ様は服を整えたあと、顔面蒼白になりプルプル震えながらキレイな九十度の角度で腰を折り頭を下げた。ちなみに、服を整えたといっても、私がゴリラな力で破いてしまったシャツはそのまま。なんか……すみません。

「俺は、君になんてことをっ……！」

　いや、むしろなんてことをシタのは私のほうで、ルノーガ様は被害者だ。廊下でベルトを引きちぎったばかりか、この部屋でシャツまで破っちゃったし。訴えられこそすれ、謝ってもらう必要も悪く思う必要もない。

　そもそもルノーガ様が発情したのも女神様から与えられたスキルのせいだろうし。たぶん、勝手に私の運命の相手に選ばれて、強制発情する効果が出ていたんだと思う。あんまり謝罪されると、こっちも罪悪感が湧いてくる。

「私は気にしていないので、謝らないでください」

　むしろ私のほうが謝りたい。

　さっきは出来心とはいえ変なことをしてスミマセンでした。ルノーガ様のアレコレは大変眼福で非常に美味しかったです。ごちそうさまでした。

「いや、君のような純真無垢な女性に手を出したのは事実だ。責任を取らせて欲しい」

　…………はい？

　ルノーガ様が至極真面目な顔をして、とんでもない発言をした。

（責任？　責任ってなんの責任？）

　手を出された事実は微塵もない。手を出したのは、逆に私のほう。

　百歩譲ってルノーガ様に手を出されたのだとしても、彼にマッサージを催促するよう促したのは私だし、さらにシタ内容だってちょっと乳首を弄って手淫で射精させただけ。合意のうえで女性にそんなことさせたくらいで責任問題になるなんて話、聞いたことがない。

　そもそも、だ。私は純真無垢じゃない。自分でも知らなかったけど、実は頭の中が煩悩だらけの痴女だったのだと先ほど判明した。しかも若干Ｓっ気が混じっている。非常に残念な事実であり、これからの性生活に不安を覚えるほどだ。まぁ、今のところ誰かとイタス予定はないので構わないと言えば構わないけど。

「あの、本当に、平気ですから」

　どうにか責任云々から話を逸らしたくて宥めるように言うと、なぜかルノーガ様が愕然とした。

「なぜ君はそう平然としていられるんだ？　も、もしかして……ほかの男にも似たようなことを……？」

　そう疑いたくなるのは最もだが、だれかれ構わず襲うような痴女だと思われるのはさすがに困る。そんな噂が立ったらイロイロとダメージが大きい。マッサージの指名がなくなったらどうしてくれる。

「まさか！　あんなの今までシタことありません。ルノーガ様が初めてです！」

　胸の前で両手を大きく左右に振れば、ルノーガ様が安心したようにほっと息を吐いた。

「そうか、よかった」

（……何がよかったんですか？）

　おかしい。さっきからルノーガ様の周りの空気が柔らかい。なんだかフワフワとしたピンク色に染まってきている気がする。どう考えても堅物エリート騎士様の周辺に漂う空気じゃない。

　ま、まさか、スキルの力のせいでフラグが立っちゃったんじゃ……。

（え？　どこら辺でフラグが立ったの？　手でイタシタだけで私に惚れちゃったの？）

　いやいやいや、それはちょっとチョロすぎでしょ。だいたいルノーガ様は私を嫌っていたんじゃないの？　それなのにあれだけで惚れちゃうってイージーモードすぎる。そんなんでよく今まで飢えたアマゾネスの攻撃を避けてこられましたね。

　どうしよう。最初に部屋の中に閉じ込められたと気づいた時とは違った意味で、冷や汗が止まらない。ついでに頬が引きつってくる。

「そ、それより鍵！　私たち、この部屋に閉じ込められているんですけど、どうしましょうか？」

　漂い出した甘ったるい空気をどうにかしたくて、無理やり話題を変える。出した声が上擦ったけど、気にしたらダメ。

　それに現実問題、依然私たちは閉じ込められたまま。すでにエッチなことは行ったあとだから、これ以上妙な展開にはならないと思う。とはいえ、この狭い空間で二人で朝まで過ごすのは避けたい。夜はまだ冷える。純粋に寒い。風邪をひいたら大変だ。

　焦る私をよそに、ルノーガ様はメガネをクイっとさせ「ああ、それなら問題ない」と言う。とても自信ありげな様子。いったいどうするつもりなの？

　首を傾げていると、ルノーガ様が扉まで歩いていき確かめるようにドアノブをガチャガチャと回した。「本当に鍵がかかっているな」と小さく呟く。

　だから言ったのに。私たちは完全に閉じ込められている。どうにかして助けを呼ぶ手段はないかな？

　そうだ、大声で叫べば聞こえるかもしれない。まだ昼間でここは王城内だから近くに人がいる可能性もある。なんで今まで気づかなかったんだろう。よし、そうと決まれば善は急げだ。

　大きく息を吸い、声を出そうと腹筋に力を入れた時だ。

「ミオ、少し身体に触れるぞ」

　いつの間にか隣に立っていたルノーガ様が私の腰にそっと手を添える。そのまま腕に力を込められ、引き寄せられた。私の右半身が彼の左半身とくっつく。温かい。

「な、何をするんですか！」

　突然のこの距離はおかしい。ついアワアワと動揺する。

　先ほどルノーガ様にエッチなことをした私だが。あの時はなんか変なスイッチが入っていたんだ。だからあんな真似ができた。マッサージをしている時に客の身体に触れるのが平気な感覚と少し似ているかもしれない。

　が、元々は異性との触れ合いに慣れていない女。悲しいかな、通常モードで急に接近されると狼狽うろたえてしまう。

　そんな私にお構いなしで、至近距離で涼しげな声を出すルノーガ様。

「ああ、ミオは俺のスキルを知らなかったか。俺はスキル【空間魔法】というものを持っている。簡単に言えば、テレポートできるんだ。このままスキルを使えば俺と一緒にこの部屋から出られる」

（な、なんですと？）

　なんだその便利スキル。というか、そんなスキルがあるなら閉じ込められても慌てる必要はなかった。もしもっと冷静に対処していたら、あんなエッチな展開に陥り変な性癖に目覚めることもなかっただろうに。と歯がみして悔いても、後の祭りだ。

「そ、そうなんですね。でしたら、早くこの部屋から抜け出しましょう」

「そうしたい気持ちはあるのだが、今のこの状況を終わらせるのが惜しい」

「はい？」

　不穏な言葉に右上を見上げると、ルノーガ様が目を細め優しく微笑んだ。

「君の匂いを嗅いでいると不思議と落ち着く。さっきは興奮したが、今は心が安らぐんだ。もっと近くで君の匂いを嗅ぎたい。いいだろうか？」

　いや、ダメです。それ、ただの変態です。

　そう思うが、さっき朦朧としているルノーガ様に変態行為をしてしまった罪悪感もあり、強く拒否できない。

　何も言えずにアワアワしていると、それを肯定の返事だと受け取ったらしい。ルノーガ様の麗しい顔がゆっくりと首筋に近づいてくる。

（ひぃいい！　近い近い近いぃ！）

　頬にサラサラとした銀髪がかかってくすぐったい。それだけではない。首筋に生暖かい息がかかり、柔らかいものが当たった感触がする。これは……も、もしかして、唇ですかぁ？

（な、なんでそんなところにキスしているのぉ？）

　心臓がバクバクと早鐘のように鳴って煩うるさい。全身がカチコチに固まり緊張する。というか、これ、いつまで続くの？　これ以上は心臓が持ちそうにないから、早く終わって欲し……。

「ひゃぁぁあああああ！」

　なんと、ルノーガ様。今度は私のうなじをベロリと濡れた舌で舐め上げた。しかも、それを二度、三度と繰り返す。

　首筋に当たるぬるぬるとした生暖かい感触にクラクラと眩暈めまいがする。

　ちょっと待って欲しい。ルノーガ様がバグってしまわれた。この人、本当にさっき私にアンアン喘がされていた人と同一人物なの？

　たまらず離れようとしても、腰に添えられていた手にぐっと力を込められ逃げられない。いけない。彼の舌が這っている首筋だけではなく、身体の芯までジリジリと焼けるように熱が増してきた。

（ダメ……。このままだと、私は本当に……）

　ちょうどその時だった。今までうんともすんとも言わなかったドアノブが、ガチャガチャとひとりでに動き出した。いくら異世界でも、普通だったらドアノブは勝手に動かない。つまり、これは……。




「ルノーガ様、申し訳ありませんっ！　さっき間違って施錠してしまいましたっ！」




　ドアがバンッと勢いよく開き、現れた騎士がビシッと腰を折り、大袈裟な大音量で謝罪してきた。年齢は十六歳くらいだろうか。見た目からして若い。

（こんな前途ある若者に不埒な現場を見せるわけにはいかない！）

　そう慌てたものの、さっきまでペロペロとうなじを舐めていたルノーガ様はすでにそこから離れていた。今は私を背に隠すように前に出ている。よかった、若者の純情は守られた。

　ルノーガ様は背が高い。ゴリマッチョとまではいかないが、それなりに鍛えられている。一見すると細身に見えないこともないが、服を脱ぐとなかなかのナイスバディだ。対して私は背も低いし、痩せこけている。ちなみに服を脱ぐと貧相さに磨きがかかる。

　と、こんな感じなので、おかげで私からは若い騎士の姿が見えなくなった。彼からも私の姿は見えないだろう。

「ちょうど今、聴取が終わったところだから問題ない。だが、次回から気をつけるように」

　涼しい声で淡々と注意するルノーガ様。若い騎士は「はっ、申し訳ありませんでしたっ！」と再び深々と謝り、廊下に消えていった。

「残念だが時間切れのようだ。俺はこのまま上へ報告に行く。この部屋はしばらく開けておくから、ミオはその顔を落ち着けてから仕事に戻るといい」

　振り返ったルノーガ様が静かな口調でそう告げ、私の首筋にチュッと軽いキスをして部屋を退出したのだけど。

　そのあとには、トマトみたいに真っ赤な顔で床にへたり込んだ私が取り残された。ぐぬぬ、腰が抜けて立てない。というか、暴走したエリート騎士様、怖い。

　と、同時に一つの疑問が湧く。

（ルノーガ様、破けたシャツと微妙に前が濡れたズボンのまま出ていったけど……大丈夫かな？）





ルノーガの困惑。






　俺はマシェンロ男爵家の長男として、この世に生を受けた。

　マシェンロ家は代々スキル【空間魔法】を受け継いでいる。視認できる範囲、あるいは訪れたことがある場所へならどこへでも瞬間移動できる貴重なスキルだ。移動できる距離は魔力量により制限がかかるが、国内くらいなら好きな時に好きな場所へ瞬時に飛べる。

　何百年前の戦時中、敵国に追い詰められた王族がこのスキルのおかげで命からがら逃げ延びられたのは有名な話だ。ゆえにマシェンロ男爵家の男子は、原則として王族に仕える習慣がある。

　父親は現国王に仕え、俺自身も第二王子殿下であるレオルド様に側近として仕えている。

　ちなみに国王には三人の子供がいるが、第一王子殿下は放浪癖があり国内にいることのほうが珍しい。第三王子殿下は国王の器としては小さい。そのため俺が仕えるレオルド様が次期国王最有力候補となっている。

　代々王家を支えている一族が男爵という低い爵位なのは、権力に対しての欲がないため──というよりは、爵位が上がることで生じる義務が疎ましいからだ。

　たとえば社交場への出席がそうだ。

　腹の探り合いばかりの社交場は、元来まっすぐで真面目な性質の者が多い男爵家にとって苦痛だ。過去に何度も王家から直々じきじきに爵位を上げる打診がなされてきたが、歴代当主は皆頑なに辞退しているし、俺もそれでいいと思っている。

　そんな俺は子供の頃からなんでも器用にそつなくこなしてきた。勉強も一度教われば内容を理解できたし、剣の腕も立ち、少年ながら大人の師範を打ち負かす程度には強かった。幼い時には「神童」と、学園へ入学すると「天才」と、騎士になってからは「百年に一人の天才」と言われてきた。

　なので、自分で言うのもなんだが、女性からは並外れにモテた。

　レオルド様に言わせると、容姿が非常に端正なことも拍車をかけているらしい。疎ましいことに、中にはファンクラブを作っている熱狂的な令嬢もいるくらいだ。

　が、いくら女性から好意を抱かれ、時に情熱的に、時に儚げにアプローチされても、心が揺さぶられることは一度もなかった。

　これはマシェンロ家が代々もう一つ受け継いでいる、とある特色のためだ。

　ずばり、マシェンロ家は「一目惚れ」の家系だ。

　これだと思った相手を一生涯愛し続ける。

　たとえば父親はたまたま訪れた歌劇場で歌姫だった母親に一目惚れし、猛アタックの末に結ばれている。姉に至っては五歳の時に十五歳年上の商人に一目惚れし、成人と同時に押しかけ女房となった。弟はまだ恋愛面での一目惚れはないが、とある男に人として惚れ込み勝手に王家以外の者に仕えた。

　マシェンロ家が爵位を上げるのを嫌がるのは、惚れた相手が平民の場合、相手が気後れしないようにという配慮もあるのだ。

　ちなみに俺が『一目惚れとはどんな感じなのですか？』と家族に聞くと、父親は大真面目な顔で言った。

『一目惚れというか、一嗅ぎ惚れだな』

『そうそう、匂いでわかるわよ。ずっと嗅いでいたくなる匂いだから』

　うんうんと大きく頷きながら姉が続ける。

　さすがに恋愛面での一目惚れを経験していない弟からは、匂い云々の話は聞かなかったが。この答えに俺は心底呆れ果てた。

（犬じゃあるまいし。……うちの家系、大丈夫だろうか？）
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　時は変わって、王城で俺とミオが対峙する二週間前。

『この少女について調べてくれ』

　主人であるレオルド様から「ミオ・イチノセ」について調べるよう命じられた。

　三カ月毎に順番に王城へ出張してくるマッサージ店。来月担当のコレット店から事前に提出された名簿に、一人だけ身元が確認できない人物が紛れ込んでいたらしい。

　素性がわからない者を三カ月も王城内へ通わせるわけにはいかない。たとえ少女だとしても、どんな思想を持っているかわからないし、敵国の諜報員という可能性も捨てきれないからだ。

　本来、こういった素性調査は下っ端の役目なのだが。スキルの有用性から時々こうして俺にも仕事が回ってくる。そのことに対して特に不満はない。どういった内容でも、最終的にはお仕えするレオルド様のためとなる。それならば全力で取り組むだけだ。

　俺は主人の命に従い、ミオについて調べることにした。

　翌朝、マッサージ店への出勤のために古びたアパートから出てきた少女──ミオは痩せこけた少女だった。満足な栄養を摂っていないのだろうか。線が細く、今にも折れそうだ。

　肩で揃えられた黒髪はお世辞にも艶がいいとは言えない。血色は悪くはないようだが肌はカサつき、特に指先が荒れているようだ。もしかしたらマッサージで酷使しているからなのかもしれない。職業病というヤツだ。

　身につけているものは質素なワンピース。清潔ではあるものの、ところどころほつれた箇所を自分で縫い直したような跡がある。敵国の諜報員にしては、いささか質素すぎる。どちらかと言えば修道院を出て自活している、身寄りのない少女といった印象だ。

　が、貧しい暮らしの割には、その表情に悲壮感はない。

『おはようございます、今日もいい朝ですね！』

『おはよう、ミオちゃん。もう仕事かい？　気をつけて行っておいで』

『はい。おばあちゃんも無理しないで、何か手伝うことがあったら言ってね！』

　今もアパート前を掃除していた管理人と思しき老婆に明るく挨拶をしている。不思議とその笑顔を眩しく感じた。女性の笑顔なんて、見慣れていたはずなのに……。

　決して豊かとは言えない暮らしの中で、健気に明るく生活している少女。それを無意識のうちに好意的に受け止めていたのだろう。前向きに頑張る子供を大人が応援したくなる、庇護欲のようなものだ。

（これは、ほぼ白だな）

　この時点で疑う気持ちはだいぶ薄れた。

　しかし、「白」とハッキリ断定するには判断材料が足りない。万が一ということがある。もうしばらく様子を探ろう。俺は用心深く少女の監視を続けた。

　数日、少女を観察し続けたところ。

　彼女はほぼ職場と家を行き来するだけだった。仕事帰りに市場で食料を買う以外、どこかに寄ることも誰かと待ち合わせることもない。相変わらず質素な格好をして、食料も「たったそれだけで足りるのか」と疑いたくなるような量しか購入せず、まっすぐにアパートまで帰る。

　帰宅後も出かけたり、誰かが訪ねてくることはなかった。

　さすがにその時は部屋の中の様子までは調査できなかったが、ミオが一人で夜を過ごしているのは確実だろう。

　ここ数日の調べで、彼女が半年前に記憶喪失になった身寄りのない少女ということはわかっていた。他国の者がこの国に潜り込むために使った都合がいい嘘にも聞こえたが、暮らしぶりを見ていると全てが嘘というわけでもなさそうだ。

（やはり白か……）

　そう思ったが、ミオのシフトが休みだった日。珍しくどこかへ出かけるようだった。心なしか、いつもよりも少しだけ小奇麗な服装だ。彼女なりのオシャレなのかもしれない。

（いったいどこへ行くんだ？）

　年頃の少女が休日に出かけるのは普通だ。が、ミオの暮らしぶりからして、買い物を楽しむようには見えない。

　それなら誰かに会うのだろうか。今まで職場の同僚以外に、仲がよい友人の一人もいなさそうな感じだったのに。

（まさか男にでも会いにいくんじゃないだろうな？）

　若い娘に恋人という存在がいてもおかしくはない。

　だが、それはなんとなく嫌だ。なぜ嫌なのかよくわからないが、とにかく嫌だ。

　なぜこうも胸がムカムカするのか。

　理由もわからないまま、こっそりとミオを尾行していった俺は……そこで意外な事実を知ることになる。





ルノーガの衝撃。






（なぜ、ミオが王立図書館に？）

　彼女が出かけた先は図書館だった。国内に住んでいる者であれば誰でも無料で利用可能なので、庶民が図書館に行くこと自体はそう不思議ではない。

　が、数日観察を続けた範囲では、どう見てもミオは身寄りのない貧しい少女だった。非常に残念な事実だが、こういった子供は学習の機会に恵まれない。ゆえに文字が読めず、図書館という場所に足を運ばないものだ。

　つまり、図書館に行くということは、ミオは文字が読めるということだ。

　ではなぜ、ミオに文字が読めるのか？

　考えられる理由はいくつかあるが、可能性が高いのは二つだろう。一つは子供時代は文字を学習するような身分だったこと。貴族か、あるいは平民の中でも裕福な家庭に生まれたのかもしれない。その後、なんらかの理由で家が転落し今の状況に追いやられている可能性がある。

　そしてもう一つ考えられる理由としては……。

（やはり諜報員なのか……？）

　急に心臓が冷えてくる。もし、そうなのだとしたら許されることではない。ただちに拘束し、この国にやってきた目的やほかの仲間の存在を吐かせる必要がある。

　冷えきった思考で、図書館の中に入っていったミオのあとをつける。

　こちらの尾行には少しも気づいていない彼女は、目当てのコーナーにまっすぐ歩を進めたようだ。本棚から数冊の本を取ると、近くの机に座り読み出した。

　遠目で確認すると、どうやら医学関連の本──人体学、解剖学、骨の仕組み、筋の仕組み、栄養学などを読んでいるようだ。いや、読むだけではなく紙──安価で質の悪い紙に何かを書き込んでいる。おそらく気になる箇所を写しているのだろう。

　ミオはマッサージ師として働いている。選んでいる本のラインナップからして、仕事の質の向上のためだと思えば不思議ではない内容だ。

　結論から言えば、ミオはひたすら図書館で勉強しているだけだった。

　昼時に外の公園で持参していたサンドイッチと水筒で休憩する以外は机と本に齧かじりつき本の内容を書き写す。誰と会話することも、ましてや誰かと会うこともせずにただそれを繰り返していた。

　夕方になり、日が傾いてからようやく彼女は図書館をあとにした。

（なんだ、勉強をしていただけか）

　辺りが黄昏色に染まる中、家路につくミオの後ろ姿をそっと見守りつつ、俺は安堵の息を吐くのだった。
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　翌日。俺はミオが仕事中に彼女の部屋に忍び込んだ。少女の部屋に勝手に入るのは罪悪感もあるが、完全に疑いが晴れたわけではない。調べないわけにはいかないだろう。

　部屋にスキルの力を使って瞬間移動して、まず感じたのは。




（なんだかいい匂いがする……！）




　という大変残念な感想だった。

　なんだ、これは。自分の部屋とは異なる。おそらくミオの残り香なのだろう。女子の部屋というのは、こんなにいい匂いがするものなのだろうか。

　思えば、自分は女性の部屋に入った経験がない。唯一あるのは姉の部屋くらいだが、こんなにいい香りはしなかった。そもそも家族である姉を女性の一人とカウントするのは違う気がする。

『この部屋にいると不思議と落ち着くな。ずっとこの匂いを嗅いでいたい』

　思わず独りごちて、そんな自分に慌てる。

　なんてことを考えているんだ、俺は。少女の部屋に侵入して匂いで惚けるなんて職務怠慢も甚だしい。今は仕事中だ。真面目に調べなくては。

　まず、机周辺を調べる。備えつけの木製のテーブルにはキレイに分類された紙の束があった。内容を見ると昨日、図書館で書き写したものが半分。そして残り半分は……。

（これは、カルテのようなものか）

　王家専属の医師は、王族一人一人の病状や処置内容を記録したものをカルテという書類として保存している。また、貴族のかかりつけの医師も処置内容などを記録している。

　が、平民相手の医師はわざわざそんな面倒なことをしない。医療には分類されないただのマッサージとなればなおさらだ。

　ミオは自分が受け持った客の様子──調子が悪い箇所と、そこにどういった施術を施したのか。その結果どうなったのか──などを時に絵も交えて詳しく記述していた。

　記録に目を通せば、「至って健康。スケベな話がしたいだけのオジサン。でも運動不足っぽいし、簡単なストレッチ方法だけ教えておく」とか「家族と離れて寂しくて話をしたいおばあさん。身体は問題ないようだから、簡単な揉み解しを行う。あとは、会話を多めにして気持ちを解そう」といったものもあるが。

　中には、あくまでこのカルテの内容が事実としたら、痛みで肩を動かすのに苦労していた者が、すんなり肩を上げられるようになったり。腰痛で悩んでいる者の姿勢がよくなり痛みも和らいだという事例もある。

　こんなことを、ただの少女ができるだろうか？

　いや、無理だ。まず、普通の少女はマッサージでカルテを残そうとは考えつかない。それに、そもそもこの国では、マッサージはちょっと疲れた身体を揉み解し癒す程度のものだ。身体の不調を治そうという発想がない。そこから先は医者の仕事だ。

　もしかしたら、お抱え医者がいた貴族令嬢ならカルテの案や身体の不調の改善を思いつくかもしれない。だが、十中八九ミオは貴族ではないだろう。なぜなら、字が下手すぎるのだ。

　紙に書かれている字はまるで子供のように稚拙だ。字は読めるらしいが、書くのはやっと、といった感じで明らかに書き慣れていない。貴族令嬢なら文字の美しさを問われる。悪筆なら矯正されたはずだ。

　そして、もう一つ。

　ミミズが這ったような字の近くに、見慣れない記号が書き込まれた箇所がある。この不思議な形には見覚えがあった。

　約一年前、異世界からこの国に召喚された聖女が書いていた記号だ。

（……ミオは異世界人なのか？）

　そうだとすると、身寄りがないのも、半年前から記憶がないと主張しているのも納得がいく。諜報員と言われるよりも、余ほど辻褄が合う。

（もしミオが本当に異世界人なのだとしたら、アレがあるはずだ）

　狭い室内だ。少し探したらクローゼットの奥から目的のものが見つかった。

　こちらの世界では見慣れない服と、片手で持てる四角の薄い機械。聖女はスマホと呼んでいた。なんでもこの世界にはない高度な技術で作られたものらしく、若い女でこのスマホを持っていないなんて考えられないそうだ。ほかにもいくつか見慣れないものがある。

（間違いない。ミオは異世界人だ）

　だとすると、マッサージにカルテをつけるのも、そこから身体の不調の改善に繋がるような施術を行えるのも頷ける。過去の歴史では、異世界人がこちらの世界にはない知識を用いることで、文明を大きく発展させたという記録がある。

　ミオの知識がこの世界を揺るがすものになるとは思えない。確かにマッサージの低料金で身体の不調まで改善されるのは魅力的だが、日常生活に支障を来すような病気は医者が、ケガなら神官が魔法で治療できるからだ。しかしそれはそれとして、レオルド様に知らせる必要はある。

　観察している範囲では特にスキルを使っている様子はなかったが、彼女が重要なスキルを所持している可能性は否定できない。それに何より、異世界人なら国に保護してもらう権利がある。質素な生活を送りながら働く必要はない。保護されれば、もっと楽に生きられる。

　現在、この国にはミオ以外に異世界人が二人いる。聖女と、聖女と一緒に巻き込まれ召喚された女性だ。

　聖女は言わずもがな王族並みの待遇で歓迎された。現在ではレオルド様との婚約も決まり、幸せそうだ。

　もう一人の女性は、周りから悪魔と恐れられている男に目をつけられ、イロイロとあったようだが、なんだかんだでこちらも幸せそうにしている。

　それに比べて、ミオはどうだ。最も年若いであろう少女が誰の庇護も受けず、こんな苦労をしている。それなのに、現状を嘆くこともせず懸命に生きている。ミオが痩せこけているのは満足な栄養も摂れずに働いているからだろう。今すぐ保護し、彼女を助けなければ。

　そこまで考えて、ふと疑問が脳内に湧き出る。

（ミオの保護者には誰がなるんだろうか？）

　異世界人には保護者という名の監視がつく。その保護者が誰になるのか、少なくとも俺には決定権がない。となると、ミオは自分以外の誰かの監視下に置かれることになる。

　どこぞの男がミオの隣に立ち、彼女を庇護する。

　その様子を想像すると胃を思いっきり殴られたような気分になる。ムカっ腹が立って仕方がない。反吐が出そうだ。

　俺は自分の気持ちに戸惑い、そして我が家系が代々一目惚れならぬ一嗅ぎ惚れで相手に好意を抱いてきた事実を思い出すが……。

（いや、それはない）

　すぐさま、頭の中によぎった予想を否定する。

　自分はミオの匂いを直接嗅いだわけではない。部屋の残り香を嗅いだだけだ。それだけで好きになるなんて話はいくらなんでもおかしい。

　そもそも、彼女は周りに十五歳と言っている。もしそれが本当なら未成年だ。未成年相手に二十七歳の自分が惚れるというのは、倫理的にも世間体的にもよくない。

　マッサージ店では裏メニューと呼ばれている性的サービスを行う場合がある。彼女が働いているコレット店もその手の店だ。

　本来そういったことは、国に届け出して高額な税を支払っている娼館しか行ってはならない規則だが。本番抜きの簡単なサービスをするくらいなら、国も見て見ぬふりをする。娼館は高額で、安月給の平民には手が届かない。性欲を持て余し性犯罪に走られるくらいなら、本番抜きの安価なサービスで発散してもらったほうがよいからだ。それが治安維持にも繋がる。

　が、もし十五歳のミオに無理やり性的労働を強いているのであれば話は別だ。未成年に性的サービスを提供させるのはれっきとした犯罪だ。もしそのような事実があるなら、コレット店は然るべき罰を受けねばならない。

　自然と眉間に力が入る。

　やはり上への報告はもう少しあとにしよう。数日後にはミオが出張マッサージ師として王城にやってくる。

　その時に性的な労働の強制の有無を確認しよう。同時に、異世界人として国に保護されたいのかどうか、彼女の意思を確認しよう。

　レオルド様への報告は、そのあとでも遅くはないだろう。そう思っていたのだが……。





ルノーガの葛藤。






　俺は悩んでいた。本日はミオが出張マッサージとしてやってくる日だ。

　それはいい。それはいいのだが。

（なんと声をかけるべきだ？）

　まさか会っていきなりその場で『君はコレット店からイヤらしい仕事を強制されてないか？』とか、『君は異世界人だな？　望むなら国が保護できるが？』とか言えるわけない。

　そもそもミオからしたら自分は知らない男。しかも十五歳の少女からしたら二十七歳男は年が離れたオジサンに分類されるだろう。見知らぬオッサンから、そんなことを尋ねられたら怪しまれ怯えられてしまう可能性もある。それは避けたい。

　こんな時、女慣れした自分の主人──レオルド様ならスマートに声をかけられるのだろう。

　今まで彼から事あるごとに『お前は真面目すぎるのがいかん。たまには女とデートの一つでも楽しんでこい』と言われていた。その度に『俺には必要ありません』と拒否してきたが、この時ばかりは女性と積極的にかかわろうとしてこなかった過去の自分が恨めしい。

　できることなら今すぐ頭を下げ、女性との接し方を詳しく教授してもらいたいくらいだ。が、レオルド様の今朝の予定はびっしり埋まっていた。自分が教えを乞う隙間はない。その前に、こんなことを相談したら、向こう数年確実にからかいのネタにされる。それは嫌だ。

　そんなこんなで悩んでいるうちにも時間は進み、ついにミオが王城に到着した。

　この二週間、遠目にしか見られなかったミオがほんの数メート先にいる。

　近くで見るとますます弱々しく儚げで、ちょっと力を加えただけで折れそうだ。彼女に降りかかる全ての風や雨からも、どうにかして守ってあげたくなる。

　しかも、だ。

（すごく……いい匂いがする！）

　ミオの部屋に侵入した時も感じたが、本人が近いせいかこの前よりもさらに匂いが濃く、嗅いでいるだけで幸福感に浸れる。ぎゅっと抱きしめて、細い身体に顔を埋めて深呼吸したい。

　が、そんなことをしたら最後。間違いなく変態の烙印を押されるだろう。近衛騎士ともあろう者がそんな汚名を被こうむるわけにはいかない。何よりミオに変な男だと認識されたくない。

　俺はグッと眉間に力を入れ、緩みそうになる顔面を引きしめた。

　それから自分の職務を思い出す。

　そうだ、こうしている場合ではない。ミオに尋ねなければならないことがある。

　しかし今はコレット店のほかのメンバーもいる。この場で正直な気持ちを答えるのは無理だろう。ミオだけ連れ出し、事情を聞かねばならない。

　不自然にならないように、そして彼女も納得できるようにするには……。

　メガネをクイッと中指で上げ、精神を落ち着ける。カツカツと靴を鳴らしてミオの前まで進んだ俺は枯れ枝のような細腕を掴み、こう言い放ったのだ。

『王城内で勤務する者は全員、事前に身元調査を行うルールだ。危険人物が紛れ込んでいる可能性もあるからな。今回五名のうち、身元の確認が取れない者が一名いた。ミオ・イチノセ。今から別室へ来てもらおうか』

（俺は……バカかっ！）

　優しく気遣い誘導するつもりだったのに。これではミオを悪人と決めつけている傲慢な役人そのものだ。いくら他人の気持ちに疎い自分でも、初対面の女性に対して使う言葉ではないことくらいわかる。もっとほかにかける言葉はなかったのか。

　自分の頭を激しく地面に打ちつけたい衝動に駆られた。もしこの場に誰もいなかったら、きっとそうしていただろう。

　そのあとは、さらに最悪だった。

　嫌がるミオの腕を掴んだまま強引に移動──枝のように細くて折ってしまわないかハラハラした──していた際、いかがわしいことをされるのではないかと怯えるミオを安心させようとするあまり、彼女みたいな子供は興味ないと言い放ってしまった。

　しかし、今思えばこの時はまだマシだった。それだけなら彼女の自分に対する心象は嫌な役人程度だっただろう。

　それが、である。

　先ほどまで嫌がっていたミオが静かになったのだ。まさか自分が腕を強く掴みすぎて痛めたのではないかと前のめりで顔を覗き込んだのが悪かったらしい。

　それはそうだ。急に苦手な男の顔が近づいたら誰だって驚き拒否するだろう。俺に恐怖したらしい彼女が後ろに飛びのく。

　それからなぜそうなったのか検討もつかないが。気がついたら、俺はミオの前で下半身を丸出しにしていた。

（何をしているんだ俺はっ！）

　こともあろうにうら若き乙女の目の前で、後ろも前も全開で露出している。こんな光景を未成年の少女に見せたらトラウマになってもおかしくない。下手しなくても犯罪だ。さっきまで嫌な役人だった印象は、最低最悪の変質者に変わり果てただろう。

　しかも周囲には顔を両手で覆うメイドや、驚きで持っていた書類をバサッと地面へ落とす文官までいる。

　終わった。何が終わったのかは不明だが、イロイロと終わった。何も始まっていないのに、もう終了だ。いや、もしかしたら、気持ち悪い露出狂と後ろ指を指される人生がこれから始まるのかもしれない。

　周りに誰もいなければ、見栄も外聞もかなぐり捨て声を出して咽むせび泣いただろう。

　あまりのショックで魂が口から飛び出す。半分もぬけの殻と化した俺は、そのあとの己の行動をよく覚えていない。ただ、きっと碌でもない言動をしていたに違いない。なんとなく、そんな気がする。

　そんな生きる屍しかばね状態だった俺の鼻に突如として異変が起こった。

（な、なんだ、この匂いは……！）

　どこからか、いや超至近距離で強烈な甘い香りがする。どうかすると咽返るような甘さだが、不思議と嫌な感じはしない。むしろ天国にでもいるような気分だ。もっとこの匂いを嗅いでいたい。

　癖になるような甘く芳醇な香りで、外に出ていた魂が口から身体の中に戻る。少しずつ意識が浮上し、そこでやっと今の自分の状況を理解した。

　本当の本当に、何がどうなってこんな事態になっているのかは不明だが、……俺の顔面の上にミオが座り込み、パンツ越しに股間を押しつけていた。

（ということは、この芳しい匂いはミオの……！）

　そうなるともうダメだ。今まではじんわりと温かい幸福に包まれるような匂いだと、そう感じていた。それが突如として、濃度の濃い甘ったるい媚薬のように感じる。鼻腔から脳内に達した匂いが、頭の中をドロドロに溶かす。血液がどんどんと上昇していき、沸点まで達した血がすごい勢いで体中を巡り下半身に集中していった。

　一点に集まった血の熱さで欲望がもたげてくる。

（ま、まずい……っ！）

　匂いに身体が反応し強制的に興奮させられているような感じだ。このままでは今以上に酷い醜態を晒してしまう。

『フッ、フガーーーーッ！』［＊注　やっ、やめろーーーーッ！］

　どうにかしてこの状況から抜け出そうと躍起になる。

　ところが、である。俺が藻掻けば藻掻くほど、まるでこちらを嘲笑うかのように匂いは濃く甘くなっていく。ならせめて意識を発散させようとするが、うまくいかない。

　そうしている間にも血が身体の中心に集まり、欲望の形を変えていく。そしてついに……。

『いやぁぁぁぁあああああああああああ！』

　いたいけな少女の叫び声が城内に響きわたった。

　できることなら今すぐ心臓を止めて死んでしまいたい。俺は心の底からそう願った。

　その後、半ばヤケクソでミオとやり取りしていた俺だったが。

　取り調べ室での会話で、ミオが十五歳の少女ではなく二十歳の成人女性だということが発覚し。さらに絶望的に嫌悪されているだろうと思った自分が、実はそこまで嫌われていなかったとも判明した。

　なぜなら、ドアにカギをかけられるというアクシデントが起こり、──どうなってあんな状況になったのかはいまだよくわからないが──最終的にミオが自分の猛った欲望を扱き上げ、こもっていた欲を解放してくれたからだ。

　普通は嫌っている男のイチモツに触れ、射精まで導く真似などできない。つまり、ミオは思っていたほど自分を嫌っていないのだろう。

　女性に一方的に責められるのは男としても情けなかったが──いや、とても気持ちよかったけど。できたらもう一度お願いしたいくらいだけど──ここまで来てようやく俺は冷静になれた。

　そして以前『一目惚れとはどんな感じなのですか？』と家族に聞いた時の父親と姉の言葉を思い出す。

『一目惚れというか、一嗅ぎ惚れだな』

『そうそう、匂いでわかるわよ。ずっと嗅いでいたくなる匂いだから』

　バカバカしいと思っていた二人の言葉が、今では痛いほどよくわかる。

（なるほど。どうやら俺もマシェンロ家の一員だったわけだ）

　遠い目をしつつ、やはり自分も変態家系の血を継いでいたのだと認める。

　さて、代々一目惚れ──いや一嗅ぎ惚れで誰か一人を好きになり、生涯その者しか愛さないと言われている男爵家だが。実はもう一つ、大きな特色がある。それは……。




　──狙った相手は何がなんでも手に入れる。




　それはそうだ。生涯で本気で好きになる相手が一人しかいないのだ。その一人と結ばれないなら一生独身で通す。そのくらい愛が重苦しい──いや、一途な家系なのだ。

　好きな相手と結ばれないのなら、男爵家はとっくの昔に断絶している。そうならないのは、先祖が最終的には惚れた相手を確実に手に入れているからだ。

　マシェンロ家の者から惚れられたら諦めるしかない。そんな噂まであるくらいだ。

　俺は冷静な頭で思考を巡らせる。

　元来、頭は優秀だ。吹っ切れさえすれば、己が今から取るべき行動がわかってくる。

　ミオは成人している。そして俺を嫌っているわけではない。なら、遠慮することはないだろう。

　今まであんなに狼狽えていたのが嘘みたいにミオの腰に自然と手を回し、細いうなじに顔を埋める。こうしていると彼女の匂いを近くで感じて、なおさら気分が落ち着く。それに、さっきまで自分を振り回していた彼女が慌てふためき赤くなる様子も愛らしくていい。

　首筋に顔を埋めたまま、肉食獣のように獰猛に目を細めながら思う。

　ほかの者にミオを任せるなんてできるわけがない。




　──どんな手を使ってでも絶対に手に入れる、と。








第二章




異世界でチートは使えなくても物知り程度にはなれる。






「ミオちゃん、ありがとう。楽になったよ」

「いえいえ。お役に立ててよかったです」

　王城への出張マッサージ師として派遣されるようになり二週間が過ぎた。

　コレット店からは、私も含め五人の女性マッサージ師が派遣されている。仕事場となるのは簡易ベッドと木製のテーブルが設置されただけの狭い部屋で、全て個室だ。日当たりもよく風通しもよいので場所的には気に入っているけど、壁が薄いのが玉に瑕きずである。

　というのも、豊満ボディなシオンお姉様が担当する左側の部屋からは「おっふぅ……ぐぬぅ……っつはっ……」とくぐもった野太い声が時々聞こえる。

　スレンダー美脚なアイラお姉様が施術している右側の部屋からも同じように野太い声が漏れてくるが、それだけではなく「あぁん……そこぉ……いいわぁ……」という艶めかしい声まで響いてくる始末。アイラお姉様は女性もイケル口なのだ。

（……うん。二人とも、順調にカモを増やしているようで何よりだ……）

　私はというと時折聞こえる喘ぎ声を無の境地で聞き流し、真面目にマッサージを行う日々。客もそういうものだと割りきっているらしく、隣室から喘ぎ声が漏れてきても動じない。王城への出張マッサージはもう何年も前から続けられているので、皆平気なんだそうだ。いやはや慣れとは恐ろしいものである。

　しかし、日本では考えられない状況だ。この国のお役所はこれで大丈夫なのだろうか。あまりにも爛ただれすぎていて不安になるが、気にしたら負けだと思っている。

　あ、念のために言っておくけど、全員が全員、裏メニューを所望しているわけではない。むしろ純粋にマッサージで癒されに来ている人のほうが断然多い。

　それこそ身体を駆使する騎士はもちろん、肩凝りで悩まされている文官も結構な割合でやってくる。ガッツリ裏目的なのはあくまでほんの一部なので、その点は間違えないで欲しい。

　ちなみに私に対しても最初の数日は『お嬢ちゃんは裏ってあるの？』と聞いてくる人がいたが、例によって『スミマセンー。私、未成年なものでー。裏はＮＧなんですー［＊注　棒読み］』と全て断っていたら同情的な目で見られチップを多めにいただけた。

　中には『うちの娘くらいの歳で……こんなに一生懸命働いて……。応援しているからな、頑張れよ……』と涙ぐむ人までいた。お宅の娘さんが何歳か知らないけど、確実に私の実年齢より若いですよね。いったい私はこの国の人からいくつだと思われているんだ。やはり胸か？　胸なのか？　一応Ｂカップはあるんだぞ！

　そんな閉口するやり取りも五日くらいしたらなくなった。裏目的の人は美ボディなお姉様たちのところへ流れていったからだ。

　おかげで今は純粋にマッサージを受けたい人だけが私の客となっている。店側に客は選べないと言われたが、やり方次第で多少は選べるものだ。

　で、そういった人の中には筋肉が凝っている人だけではなく、医者に行くまでもないけどちょっと身体の調子が悪い人も混ざっている。

　剣を扱う騎士の場合、腰、肘、手首に痛みが残る人が多い。そのほか、肩や足首を痛める時もある。

　私ではどうしようもない人には神殿での治療──スキル【治癒魔法】持ちの神官から魔法で治してもらう──を勧めているが、テーピング程度で症状が楽になる人なら、その方法を伝えている。

「それにしても、これ、なんだっけ？　てーぴんぐ？　これを貼るだけで随分楽だよ」

「はい。テープで固定することで悪化を防いだり痛みを和らげたりできます」

　こちらはルノーガ様と同じく近衛騎士団に所属しているオリバーさん。ニカッと笑う笑顔がなんとも人懐っこい。愛想もいいし、なかなかのイケメンだ。

　王国騎士団の中でも花形となる近衛騎士は見目がよく、さらに貴族が選ばれる傾向が強い。オリバーさんも伯爵家の令息らしい。

　最初に軽い問診をした際、腰の凝りのほかに左手首の痛みも訴えていた。

　できたら手首を固定し痛みがなくなるまで安静にするのが一番だけど、それがなかなかできないのが騎士である。せめてもと思いテーピングで固定する方法を伝え、テープも最初の一本は無料で渡しておいた。

　ちなみにこのテーピング用テープはこちらの世界にはなかったものだ。酷いケガになると皆神殿に行くので、こういった痛みを緩和したりケガを予防したりする類のものはあまり発展しなかったのだろう。

　コレット店の常連客であるおばあちゃんの一人が引退した魔道具制作の職人さんで、そのおばあちゃんに頼み込んで開発してもらったものだ。

『身体に貼っても害がない粘着性の高いテープを作ってください。伸縮性があるものと伸縮性がないものの二種類で！　ハサミで切って自由に太さを変えられると、なおありがたいです！』と無茶ぶりしたにもかかわらず、素晴らしいテープを作ってくれた。

　ケースバイケースではあるが、伸縮性のあるものは主に肘や膝などで使うことが多く、伸縮性がないものは指や手首などガッチリ固定したい時に使ったりする。

　余談だが、この世界では異世界らしく魔物の素材を使いテープを作り出す。作成現場を見学させてもらえたのはなかなか貴重な体験だった。さらに、魔石などを用いたさまざまな魔道具なるものが存在する。電気や水道、冷蔵庫といった日本によくあるものは、大抵こちらの世界にも魔道具という形で存在する。

『いつも楽しくお話ししてくれるからねぇ。ミオちゃんの頼みなら頑張るしかないよ』

　うん、持つべきものは優しいおばあちゃんだ。最近はこのテーピングテープも少しずつ売れ始め、おばあちゃんにも収益を返せるようになった。そのうち太さの違うテープを作ってもらうのもいいかもしれない。

　騎士団はいいカモ──ではなく、常連のお客様候補だ。団員だって、神殿に行って治療を受けるよりはテーピングのほうが格段に安い。それに、神殿に行くまでもない患部の痛みも軽減できるし、繰り返すケガや故障の予防にだってなる。

　つまり、団員の皆さんもテーピングで助かる。私とおばあちゃんも儲かって懐が潤う。まさにウィンウィンの関係だ。

　お金はいくらあっても邪魔にならない。テープも売って売って売りまくるぞ！

「よかったら、ほかの方にも宣伝しておいてください。テーピングの巻き方もイロイロとありますので」

　ちなみに私が少しだけテーピングに詳しいのは、学生時代に剣道をしていたから。自分の経験と、あとはこの世界の図書館で読んだ東方の国の医術書などを元に少しずつ貼り方を工夫していった。

　あの頃には手首の痛みに随分悩まされたが、その時に培ったテーピング知識がこんな異世界で役立つとは。剣道の腕前としては万年補欠止まりという残念なものだったけど、どんな経験も無駄にならないものである。

「わかった。同じような痛みを抱えているヤツは多いもんな。宣伝しとくよ」

「ありがとうございます。助かります！」

　ここで時計をチラリと見ると十八時五十分。ちょうどマッサージ終了の時間だ。

　そして業務終了の時間でもある。

「お疲れ様でした。今日はここまでです。また何かあれば予約してくださいね」

「うん、また予約させてもらうよ」

　オリバーさんを見送ったあと、ベッドにかけていたバスタオルを剥がし、大きなバスケットに入れる。バスタオルは客ごとに清潔なものに替えているため、一日分となると結構な枚数になる。パンパンになったバスケットを廊下に出しておいた。こうしておくと王城のメイドさんが洗濯してくれるのだ。

　そこまで済ませてから机に座り、仕事中に走り書きしていたメモを元に今日受け持った客のカルテを作成していく。

　こういったカルテを記述しているのは、これまた剣道をしていた時に通っていた整体を真似したものだ。この国のマッサージは簡単な揉み解しと時々エッチなことを目的としているが、そこに整体を組み合わせたらどうだろうかと考えたからだ。先ほどのテーピングも整体における施術の一つ。腰痛持ちのオジサンなんかにも人気がある。

　最初は一人分のカルテを作るのにも一苦労で、やたらと時間がかかったものだ。が、今では短時間でスイスイ書けるようになってきた。継続は力なり。人間、毎日続けていたら嫌でも成長するものである。

　さて、ちょうどカルテを書き終えようとしていた時、狭い個室のドアがコンコンとノックされた。

　そういえば、そろそろあの人が来る時間だ。

「ミオ、仕事は終わったか？」

　扉から中に入ってきたのは、予想に違わずルノーガ様だった。





女神様の考えるラッキースケベの基準が日本のエロ漫画な件。






「ミオ、仕事は終わったか？」

「はい。ちょうど今終わったところです」

　なぜルノーガ様の訪問を予想できたのかと言うと、私が王城に出張するようになってから二週間。なぜか彼が毎日のように仕事終わりにやってきて。

「よし、なら食事に行こう」

　こんなふうに食事に誘ってくるからだ。

　一日や二日ではない。連日だ。毎日誘われすぎて、お姉様たちからは『あらあら、ミオも隅に置けないわねぇ』『まさかあのミオが堅物騎士様を堕とすとわねぇ』とニヨニヨした目で見られている。恥ずかしい。穴があったら入りたい。

「あの、ルノーガ様。毎日誘っていただかなくても結構ですので」

　そして、このルノーガ様。やはりというかなんというか、融通が利かない。

　言っても無駄だとはわかっていても、つい一言断りを入れてしまう。すると……。

「何を言っているんだ。俺が誘わないと、君は食事も碌に取らないじゃないか」

「いえ、ちゃんと食べてます」

「屋台で売れ残り半額以下になっているものを少量だけつつくのは、健康的な食事とは言えない。栄養も偏る」

　必ず反論される。

　しかも、である。厄介なことに一度反論し始めると、ここからのお小言が長い。どこのお姑だってくらいの言葉をずらーっと並べ立てる。

（ところで、なんで私がいつも屋台で売れ残って大幅値引きされているお惣菜を買ってることを知ってるの？）

　そんな疑問が頭をよぎっている間に、もうルノーガ様が次のお小言を吐き出し始めた。

「だいたい君は放っておくと朝食も抜いてしまうだろう。先週も俺が出向かなければ、一週間のうち二日しか食べなかっただろうが」

　そのとおりだけど、だからといって毎日テレポートで勝手に乙女の家に侵入してきて、無理やり朝食を口にねじ込んでくるのはどうかと思う。

　そう、なんとルノーガ様は毎日朝から私の家にやってきては、ガミガミ怒りながら強引に朝食を取らせるのだ。

「仕事を頑張るのは大いに結構だが、もう少し人間らしい生活を送ってくれ。俺が行かないと洗濯物も平気で溜め込むし、掃除も週末しかしないだろうが」

　そして同じくガミガミ怒りながら溜まった洗濯物を洗濯し、ベランダに干してから、部屋の掃除まで済ませてしまう。ちなみに下着だけはどうにか回収し自分で洗っている。

（あなた、私のなんですか？　家政婦さんですか？　それとも口煩いお母さんですか？　というか、お貴族様がなんで洗濯や掃除までできるんですか？）

　しかも私よりも手際がいいってどういうことだ。この前なんて服についたインクの染み抜きまで完璧にこなしていたし。その家事スキルをどうやって身につけたのか謎だけど。

　と、それはさておき。プライベートでも仕事を優先してしまうのは、仕方がないじゃないか。生きていくにはお金が必要であり、そのためには働かねばならない。

　筋肉の深いところにあるコリにアプローチする整体風マッサージは力仕事なんだ。特にこの国は身体が大きい人が多い。騎士になるとなおさらだ。そんな屈強な男たちの凝りに凝りまくった筋肉を揉むのは私の細腕ではキツイ。

　さらに疲れた身体で「あの人にはあんなアプローチがいいんじゃないか？」とか「あの人には次はこっちのテーピングを試してみよう」とか考えメモを取っていると、あっという間に時間が過ぎ去っていき。終業後にカルテ作成まで終える頃には、それはもう心身共にクタクタになってしまう。

　でも、こういった仕事に関する時間は削りたくない。となると、自然と食事や家事の時間が削られる結果になる。

　と、言い訳をしたい。けどそんなことを言おうものなら、さらに倍以上のお小言が返ってくるのはわかりきっている。

　なので、何も言わないのが賢明な判断だ。

「おい、聞いているのか？」

「はい、聞いていますとも。一言一句逃さず聞いておりますとも」

「なら、明日の朝、まず君がすべきことを言ってみろ」

「えーと、仕事の予定について考える……ですかね？」

　ルノーガ様のメガネにピシッとヒビが入った。しまった、答えを間違えたらしい。

　見る見るうちに顔が真っ赤になっていき、背後でドッカーンと火山が爆発した。いや、実際に爆発したわけではない。あくまで、もののたとえだ。

「全然わかっていないじゃないか、馬鹿者っ！　明日の朝、まず君がしなければならないのは食事だ！　朝食を取りブドウ糖を脳と身体へ送ることで人間は思考がはかどり、思うように動けるようになるんだ。それさえできずに何が仕事だ。仕事については、健康で文化的な最低限度の生活を送れるようになってから考えろっ！」

　鬼の形相である。何もここまで怒らないでもいいじゃないか。

　しばらくガミガミと説教を垂れ続けていたルノーガ様だが、額を押さえて「はーーーーー」と長い息を吐く。

「そんな調子だから君はよく転けるんだ。栄養が足りないせいで注意力が落ちている証拠だ」

　ギクリと私の身体が強張る。

　できたらその話題には触れて欲しくない。

「この二週間、君は四十二回も何かに躓いたり滑ったりして転けそうになっていただろう。俺がいなかったらケガしていたぞ」

　いえ、それスキル【運命の相手とラッキースケベが起こる】の力で強制的に転ばされているだけです。と言ってしまいたいが、とてもじゃないが言えない。

　そして、出逢った初日こそルノーガ様のズボンを引き下ろしたり雄ッパイダイブをしたりした私だけど。どうやらルノーガ様はとても反射神経がいいらしく、転倒ダイブくらいならヒョイと避けながら逆に私を支えてくれる。ちょっとカッコいい。

「しかも君は極度の不運体質らしいからな。なぜ、そうも花瓶の水が上から落ちてきたり、牛乳が入ったコップが飛んできたりするんだ？」

　それはおそらく女神様が「きゃ、水に濡れて下着が透けちゃった☆」とか「白い液体ぶっかけたらエロいよね☆」とか、そーいったラッキースケベを狙っているんだと思う。

　が、全てルノーガ様が私を引っ張ったり、飛んできたコップをキャッチして止めてくれている。

「晴れていたのに突然大雨まで降り出すし」

　これは「この雨、やみそうにないな。そこのホテルで休憩するか……」となるパターン。日本で言えば、大抵ホテル街を歩いている時や終電が過ぎた夜遅くに起こる。女性向けＴＬ漫画では定番だ。

　しかし、雨が降ると漏れなく「仕方ない。このまま家まで送ろう」とルノーガ様のテレポートで強制送還されるから、エッチな展開には至っていない。

「壁の穴にハマるし」

　うん、こっちは男性向け十八禁の定番ラッキースケベだ。「穴にハマって抜けなくなっちゃった☆」で、後ろから犯されるヤツ。漫画の登場人物はどうしてこんなわけのわからない状況で興奮できるのか謎だけど、ファンタジーだからあまりツッコンではいけない。そんなことを言い出したら話が始まらない。

　しかし、こちらもルノーガ様が私ごと違うところへテレポートし、あっさり穴から抜け出している。彼のスキル、私と違って便利で羨ましい。

「タコやイカまで飛んでくるし」

　あー、これは人外プレイで「やだ、服の中に触手が……ちょっと、変なところを触らないでよぉ……」に発展させたかったんでしょ。女神様のラッキースケベの基準はどうなっているのだろうか。本当にそんなプレイになっていたかもと思うとゾッとする。

　しかし、これもルノーガ様が［＊注　以下略］。

「挙句の果てにスライムまで飛んでくるし」

　こっちは「きゃっ、スライムが服を溶かして……しかも、……はぁっ……スライムの粘液から媚薬がぁ……」となるヤツだろう。異世界ファンタジーならではのラッキースケベと言えばそうだけど、女神様の選択がエグすぎる。

　しかし、もちろんこれも［＊注　以下略］。

　と、このように現在「絶対にラッキースケベでエロ展開にさせたい女神様　ＶＳ　無意識に私を守っちゃうルノーガ様」みたいな構図になっている。なんだ、これ。

「全くどうなってるんだ、君は！」

　知りません。文句ならあなたの世界の女神様に言ってください。というか、ルノーガ様が私にかかわってこなければいいんですよ。こういったハプニングが起こるのは、あなたが私の半径約三メートル以内にいる時ですからね。離れている時は、何も起きていませんからね。と言ってやりたいが、もちろん言えない。

　それに、問答無用で女神様から与えられたとはいえ、問題を引き起こしているのは私のスキル。こちらにも非はある。一応謝罪の一言でも述べておこう。

「なんか（あなたの世界の女神様から強制的に与えられた私のスキルが）申し訳ありません」

「君、謝る気ないだろ？　目が全然反省していないぞ」

「いえいえ、そんなことないですよ。海よりも深く反省していますとも」

「だったら、明日の朝にまず君がすべきことは？」

「えっと……出勤時の忘れ物がないかチェックする……ですかね？」

　再びルノーガ様のメガネがパリーンと割れて、背後でドッカーンと火山が爆発した。

「やっぱりわかっていないじゃないかっ！　もういいからさっさと食事に行くぞ！　続きの説教はそこでするっ！」

　こうして今日も今日とて私はルノーガ様に強引に誘われ、ありがたい説教を聞きながら食事を取ることになった。

　……なんか私、餌付けされていない？





餌付けされる側にだってプライドがある。






「ごちそうさまでした。美味しかったです。しかも今日の居酒屋、私が住んでいた国に似た料理があり感動しました」

　今、私は夕食を終え、ルノーガ様に部屋まで送ってもらったところだ。

　なんと今夜彼が連れていってくれた居酒屋「夜月亭よづきてい」には和食っぽいメニューがあって、とても驚いた。

　半年以上ぶりに食べるお米と味噌汁の感動ったらない。やはり日本人には和食。和の心が大事。おかげで今夜はいつもよりも食が進んだ。

「そうだろうとも。実はこの国には君と同じように異世界からやってきた者がほかにもいてだな。その人に尋ねてみたら、今夜の店を紹介されたんだ」

　ということは、ルノーガ様はわざわざ私のために日本に近い味のお店を探してくれたのだろう。食が細い私を心配してのことかもしれない。そこまでしてくれたのだと思うと、なんだかちょっと嬉しくて胸がジーンとする。

「気に入ってくれたのならよかった。また行こう」

　だが、である。

　そんなふうに誘ってもらうのは嬉しい。ルノーガ様が私に好意を抱いているのも気づいている。ただ、それをそのまま受け取ることはできない。

　もしかしたらスキルの力で強制力的な何かが働いていて、それでルノーガ様が私を好きになったんじゃないかと疑っているからだ。

　片や出世確実なエリート騎士様で貴族。片や身寄りもなく将来どうなるかもわからないマッサージ師で平民。この国はそこまで身分の差が激しいわけではなく、貴族と平民がつき合ったり結婚したりするのもそう珍しくはない。

　が、スキルがなければ、どう考えても私たちは知り合う二人じゃない。ましてや、ルノーガ様が私に惚れる要素がない。自分でも卑屈だと思うけど、そう感じちゃうんだから仕方がない。

「あの、ルノーガ様。お金を半分出させてください」

　だからこそ。

　一方的に受け取ってばかりなのは嫌。私はルノーガ様とイーブンな立場でいたい。

　いや、身分に差がある以上、完全な対等にはなれないのはわかっている。それでも、できるだけ貸し借りなしの関係でいられたらと思う。

「理由もないのに、奢ってもらうわけにはいきません」

「いつも言っているだろう？　俺は君と一緒にいるだけで嬉しいんだ。それが理由だ。それに、こちらが無理に誘っているからな。君から金銭を受け取るつもりはない」

「こちらこそ毎日言っているじゃないですか。それでは私が納得できないんです！」

　私が気後れしないようにと考えているのだろう。いつも連れていってくれるのは、民衆向けのラフなレストランや定食屋だ。時には出店で持ち帰り用の惣菜を買って家で一緒に食べることもある。

　貴族であるルノーガ様からしたら大した出費ではないのかもしれないが、奢ってもらうばかりなのは性に合わない。

「君も強情だな」

「ルノーガ様ほどではありません」

　絶対に折れないぞという意志を込めて挑むように見やると、ルノーガ様が観念したように両手を挙げた。

「わかったよ。なら、俺の答えもいつもどおりだ。……マッサージをしてくれ。君の仕事だろう？」

「わかりました」

　こうして私たちは、ルノーガ様から食事を奢ってもらい、お礼として私がマッサージする、というよくわからない関係が出来上がっていた。

　先に言っておくが、このマッサージはアダルト系のヤツではない。普通の仕事用なので、変な期待はしないように。

「今日はどうしますか？」

「そうだな。腰を頼む」

「では、上着を脱いでベッドにうつ伏せに寝てください」

　近衛騎士用のジャケットを脱いだルノーガ様が黒いシャツだけになり、狭いベッドの上に寝転がる。

　仕事用の高さのあるものなら立ったまま揉めるけど、自分の部屋の低いベッドだとそれが難しい。

　自然と私もベッドに乗り、うつ伏せの身体に跨るようにして腰に触れる。

　ルノーガ様の身体は全身満遍なく引き締まっている。剣を振るだけではなく、ほかの運動もしているのだろう。足の先から頭部までバランスよく鍛えるのは実は難しい。どの職業でも、よく使う筋肉が発達し偏りが出るからだ。

　女性とは異なる硬く広い腰に触れながら、段々と自分の心音が大きくなってくるのを感じる。

　相手が誰であれ、私が仕事中に客の身体に触れてドキドキすることはない。どんな相手であっても客である限り、トキメク対象ではないからだ。だけど今の私は、鼓動がやけに速い。きっとこれはルノーガ様を異性として意識している証拠だろう。そのことに危機感を覚える。

　このままだと私は本気でルノーガ様を好きになってしまうかもしれない。それが悪いというわけではないのだが、何かが引っかかる……。

「さっきの話だが……」

　考えに耽りながら腰を揉む手だけ動かしていたら、ルノーガ様がうつ伏せのまま話しかけてきた。

「うん？　なんでしょうか？」

「君を食事に誘う理由の話だ」

　低い声音で言われ、ドキリと心臓が跳ねる。

「君が俺に最初に会ったのは王城だろうが……、俺はその二週間前から君を見ていた」

　王城で初めて会った日に、身元を確認できない私を二週間監視していたと言っていたのを思い出す。

　ルノーガ様が静かに言葉を続けた。

「君はこちらが感心するくらいよく頑張っていたよ。年頃の娘がオシャレの一つもせず、休むことなく真面目に働いて。休日は図書館に行き脇目も振らず勉強し。仕事中に客の特徴や施術内容をメモしては、帰宅後に一人一人のカルテを作っていた」

　目が驚きで見開く。まさかそんなところまで見られていたなんて。家と職場を行き来する様子と部屋の中をちょっと覗かれたくらいだと思っていたのに。

「君は必死にこの国で生きようとしていた。突然召喚された見知らぬ土地で、一から自分の居場所を見つけようと藻掻いていた」

　ルノーガ様の言葉が私の頑な心の奥にスルリと入り込み、じんわりと染み渡る。

　知っている人は誰もいない。もし傷ついても、誰も慰めてくれない。本当の意味で私を癒してくれる人は一人もいない。

　そんな土地で、これ以上傷つかないよう、ダメージを受けないようにと気を張り、カチコチに固めていたはずの心が溶かされていく。

　ルノーガ様が伏せていた身体を起こし、私を見つめた。紺碧の瞳をまっすぐにこちらに向け、静かに言葉を続ける。

「誰もができることではない。……ミオ、君はよく頑張っていた。俺にとってはそんなミオの姿が眩しくて、だから君を……」





スキルはこちら側の空気を読んでくれない。






　気がつけば私の頬は涙で濡れていた。次から次に零れてくる涙を堪えることができず「ヒック……ヒック……」と嗚咽おえつが出る。

　そこでようやく気づく。

（そうか……。私は、誰かから認めてもらいたかったんだ……）

　突然やってきたこの世界で誰かに「お前はよくやっているよ。頑張っているよ」と認められ、私がこの場所に存在してもいい理由を探していたんだ。

　だから自分の生活も後回しにし、仕事ばかりを追いかけていたのかもしれない。

　仕事をしてさえいれば自分の孤独に気づかずに済む。それに、マッサージは必ず人と接するもの。たとえ仕事上の関係だったとしても、そうして誰かに必要とされたかったのかもしれない。

「す、すまない、何か気に障ることを言っただろうか？」

　突然泣き出した私に、ルノーガ様が瞠目する。それから慌てたようにオロオロし始めた。泣いている女性への対処がわからず困り果てているといった感じだ。

　その姿に、思わず笑みが漏れる。

「違います。嬉しいんです。私を見てくれる人がこの世界にもいて。私がここで生きていいって認められたみたいで」

　泣き笑いながら言うと、ほっとした様子のルノーガ様がゆっくりと手を伸ばしてきて頭をポンポンと軽く叩いた。頭に触れる大きな手が優しくて、ますます目から涙が零れる。

　そんな私をルノーガ様がぎゅっときつく抱きしめた。大きな身体が守るように、慰めるように小さな身体をすっぽりと覆う。

（すごく、温かい）

　自分以外の体温に、不思議と心が落ち着く。知らなかった。誰かに抱きしめられるのは、こんなにも温かく気持ちがいいものだったなんて。

「俺には君が必要だよ」

　耳元で低く囁かれ、静まっていた心音が高鳴り早鐘を打ち始めた。

　少しだけ身体を離すと目の前に端正な顔があり、こちらを見つめている。その瞳には確かな熱がこもっていて、身も心も吸い込まれそうだ。

「…………っ！」

　私はと言えば、頬を紅潮させたまま何も答えられないでいる。ただ、妙に気恥ずかしくて、ルノーガ様を直視できない。彼のほうを向いたまま、視線だけを横に逸らした。

　その様子をルノーガ様が見てほんの少しだけ笑う。そして、大きな両手でそっと私の両頬を包み込んだ。まるで壊れ物を扱うかのように添えられた手は、やけに体温が高く感じる。

　急な触れ合いにビクッと身体を跳ねさせたけど、この手を振り払おうとは思わない。




「ミオ、俺の恋人になってくれないか？」




　甘い声で告げられた言葉に驚き、正面を見ると青空のような瞳と目が合って、かーっと顔に血が集まる。

「あ、あのっ、私っ、そのっ」

　どう答えていいかわからずに慌てる私に対して、ルノーガ様は穏やかな表情だ。両頬に触れたまま言葉を紡ぐ。

「君のことが好きなんだ。つき合って欲しい」

「えっと、でも、私っ」

「君は俺のことをどう思っている？　一緒にいるのは嫌か？」

　その聞き方はズルい。彼と一緒にいるのが嫌だったら、毎日こんなふうに共に過ごしたりしない。

「嫌じゃない、です。……私もルノーガ様と一緒にいて……その、楽しいです」

「なら、俺たちがつき合うのに何も問題はないだろ？」

　大きな右手が私の左頬を撫で、目元を拭った。さっき出た涙を拭いているのだろう。

「でも、私は平民ですし」

「この国では、貴族と平民の交際は珍しくない。俺の母親も元は平民だ」

「今でさえルノーガ様に甘えているのに。つき合ったら、もっと甘えてしまいそうだし」

「それのどこに問題が？　むしろ俺は君から頼られたほうが嬉しい」

　ああ、どんどんつき合わない理由が消去されていっている。こういう時のルノーガ様は本当に押しが強い。

「でも……、あの……」

　まだ答えを出せない私に彼が優しく言った。

「ミオ。何も交際したら結婚しないといけないわけではない。そう難しく考えずとも、試しに少しつき合ってみたらどうだ？　お試し交際というヤツだ」

「お試し交際？」

「そうだ。試しにつき合ってみて、やはり嫌だと思えば別れればいい」

　まさか堅物のルノーガ様からそんな言葉が飛び出すとは。「交際＝結婚」くらいの勢いなのかと思っていた。

　少し考えてみる。本来私はパーソナルスペースが広く、一人の時間を大切にするタチだ。誰であっても物理的に近い距離に来られたり、長時間一緒に過ごしたりすると苦痛になる。仲がよい女友達の家に泊りに行き一緒に飲んだり語ったりするのは好きだけど、それも一晩が限界。それ以上になると一人で過ごす時間が欲しくなる。

　それが、ルノーガ様とはどうだ。彼とは毎日のように、結構な時間を一緒に過ごしている。たとえ否応なしにテレポートでやってくるのが原因だとしても、共に過ごす時間を苦痛に感じたことはない。むしろ居心地がいいとさえ思っている。つまり、それが答えなのだろう。

「わかりました。私でよければ……その、お願いします」

　消え入りそうな声で途切れ途切れに告げると、眼前の整った顔がこれ以上にないくらい嬉しそうに微笑んで。

「ありがとう」

　それから、ゆっくりと顔を近づけてくる。

（ちょっと待って、お試し交際でいきなりキスするの？）

　そうは思ったが、それでも受け入れていいと感じる私もいる。

　思えば、取り調べ室で彼を慰めた時、全く嫌な感じはしなかった。おそらく、あの時はすでに好意を抱いていて。ただ頭が追いついていなかっただけなのだろう。

　ルノーガ様はそれがわかっていて、だからお試しという言葉を使ったのかもしれない。そういった理由をつけなければ、私は自分の気持ちにも気づけず、先にも進めなかっただろうから。

（結局、ルノーガ様は全部お見通しだったのか）

　なんだか策略に見事にハマった気がして悔しいけれど、惚れた腫れたに勝ち負けはない。もう観念してしまおう。

　私はルノーガ様が好きだ。

　そんなことを考えている間に、彼がメガネを外した。フレームの左右に細かなデザインが施されたそれがなくなると、これまで隠していた色気と情欲が一気に溢れ出したかのように感じる。

　今の彼は潔白な騎士ではなく、女を求める一人の男の顔をしている。

　薄く形のいい唇と私の唇の距離が徐々に縮まって、ついに二つが合わさった。

「……んっ……」

　間近に見える紺碧の瞳と視線を絡め合わせながら、角度を変え何度も啄むようなキスを繰り返し。チュッ、チュッという甘いリップ音が耳に届く。

　途中、スルリと頬同士を擦り合わされる。銀の髪が皮膚にかかるのがくすぐったい。

「ミオ、好きだ。君のことが、愛おしくてたまらないんだ」

「……ふぁ……んぅ……」

　睦言と共に飽きることなく繰り返されるキスは少しずつ深いものへと変わっていき、口の中に熱い舌が潜り込んできた。厚みのある舌で口内をくすぐられ、舌を吸い上げられる。

（すごく……気持ちいい……）

　舌で舌をこすられる感覚に、頭の中がふわふわとしてくる。初めての感覚に溺れてしまいそうだ。

「ずっと、君にこうしたかった」

　口腔内を貪られる中、私の頬に触れていた右手が移動する。骨張った手で首筋をさすられ、背中を撫で下ろされる。たったそれだけで、背筋にゾクゾクとした何かが走り抜けた。

　反対の左手の指私の頬に残っていた涙をそっと拭き取り、背中の上部に回る。その間に右手はお尻辺りまで下がっていて。

「ひゃぁっ」

　両方の手にぐっと力を込められ、身体がわずかに浮いたと思ったら、そっとシーツに仰向けに下ろされた。寝転んだ姿勢で見上げると、少し高いところにある紺碧の瞳がまるで飢えた獣のように輝いている。

「今すぐ君を抱きたい。……いいか？」

　今の私に答える余裕はない。ただ、与えられる触れ合いが心地いいだけだ。このまま難しいことは考えずに、流れに身を任せてもいいと、そう思ってしまう。

　抵抗しない私を見て、肯定と受け取ったのだろう。ルノーガ様の右手が服の隙間から内側に入り込む。女性とは異なる男性の筋張った手が直に肌に触れ──。




「あーーーーっ！　さっき屋台で買ったばかりのジュースが突風でーーーっ！」




　──そうになったところで、窓の外からそんな叫び声が聞こえた。と、同時になぜか窓からジュースが入った紙コップが飛んできて、こともあろうにルノーガ様の頭に逆さに落ちてきた。

　さすがに今回は運動神経抜群の彼といえども防げなかったらしい。

　頭から胸元までびしょ濡れになっている。濡れているルノーガ様。ヌレーガ様だ。

　ジュースのせいで、鍛えられた身体に薄いシャツがピッタリと張りついて、セクシーだと言えばセクシーだけど。

「…………ひとまず、今夜はもう家に戻る」

　しばらくの沈黙のあと。

　外していたメガネを顔に戻したルノーガ様がそう言った。とたんにさっきまで駄々洩れていた色気がキレイさっぱりと消え失せる。彼から絞り出された声はとても低く、なんというか非常に落胆している感じだ。

「はい、早くお風呂に入ってください。ベタつきますので」

　私は神妙な顔で頷き、感情が一切こもっていないような無機質な声を出す。

　ルノーガ様はそのままテレポートで消えていったのだけど。

　女神様、今はラッキースケベのスキルいらない場面でしたよね？　何してくれちゃっているんですか？





オカンとスパダリは異なるようで実はよく似ている。






（私ったら、ルノーガ様となんてことを！）

　翌朝。目覚めた私はベッドの上で身悶えた。昨晩の出来事を思い出すと、枕を抱えたままゴロゴロと回転せずにはいられない。ついでに足を煩くバタバタとさせ、顔面をシーツに押しつけ突っ伏した。

　ルノーガ様が私を好きなのは気づいていたけど、まさか告白されるなんて……。

『ミオ、俺の恋人になってくれないか？』

『ミオ、好きだ。君のことが、愛おしくてたまらないんだ』

『今すぐ君を抱きたい。……いいか？』

　昨夜の告白やら、ルノーガ様の穏やかな笑顔やら、そのあとのキスやらを思い出すと……もうそれだけで心臓がバクバクと鳴り出し、かーーっと全身が熱くなる。

　なんとなく、ルノーガ様はヘタレな童て──いや、これ以上は彼の名誉のために言わないでおこう。それに彼が必ずしもＤＴ童貞とは限らない──恋愛面には奥手なタイプだと思っていたのに、結構グイグイ来るじゃないか。

（というか、スキルで邪魔が入らなかったら、あのまま……！）

　なんというか昨日は、そのままイチャラブエッチ的な。漫画だったら「このあと滅茶苦茶セックスした」というモノローグが入りそうな。そんな流れだったような。私たちはつき合い出したばかり。しかもお試し交際なのに、こんなにすぐにエッチする流れでいいの？

　……はっ！　そうだった、改めてよくよく考えてみると。

（ル、ルノーガ様が……わ、私の彼氏っ？）

　あわわわ、ルノーガ様は世話焼きな中身はともかく、外見はとてつもなくカッコいい。女性が十人いたら十人全員がイケメンと評し、ウットリ見惚れるくらいには見目がいい。

（そりゃぁ、中身はちょっとお説教臭いお母さんみたいなところはあるけど……。どこのオカンだよって毎回ツッコミたくなるけど……）

　って、ルノーガ様がオカン化しているのは私がだらしないのが主な原因だ。私生活ダメダメ人間の私に文句を言う資格はない。それに、である。こういったのは気の持ちようだ。オカンではなく、面倒見がよく家事もできるスーパー彼氏だと思えばいい。

　エリート騎士。イケメン。しかも家事までこなせちゃう。

　なんだこれ。ルノーガ様のスペックが高すぎてヤバい。もしかしてこれが俗に言う、なんでもこなせるスーパーダーリン。略してスパダリ！

　ハイスペックなスパダリエリート騎士様が自分の彼氏とか信じられない。

　スパダリと言えば、恋人を思いっきり甘やかしてくれる極甘イチャイチャがつきもの。となると、これから彼とのイチャラブ生活が始まるのかもしれない。

　昨日も最後のほうはすごく甘い空気が出ていて、私はもう混乱の極みだったのに。あんなイケメン騎士様とあれ以上のイチャイチャがあるとしたら心臓が保ちそうにない。そのうち萌え死にしないかな？

「ミオ、起きているか？　おはよう」

　ひたすらベッドの上で身悶えていたら、例によってルノーガ様がテレポートでやってきた。いくら恋人とはいえ乙女の寝室に無断で入ってくるのは遠慮していただきたいが、今さらと言えば今さらなので気にしないことにする。

　それよりも手には紙袋を持っていて、そちらから何やら美味しそうな匂いがする。毎朝恒例の餌付けの時間──いや、これからは恋人同士の甘いブレックファーストの時間だ。

　ちなみに漂ってくるこの匂いは私の好物であるブルーベリーのマフィン。

　そして、今までのパターンからしてルノーガ様が朝にマフィンだけ持ってくることはない。おそらく栄養面も考慮して野菜やらお肉やらが入ったサンドイッチ的なものと、ついでに私が仕事の合間に簡単に摘める食べ物も持ってきてくれていると思う。

　私が時々昼にご飯を抜くと知ってからは、こうしてお弁当用の差し入れまで持ってくるようになった。さらに言えば、コーヒーや紅茶といった飲み物は早い段階で私のキッチンにストックされていた。

　ここまで来ると認めざるを得ない。私は完全に餌付けされている。

「お、おはようございます」

　香ばしい匂いをクンクンと嗅ぎながら、ルノーガ様を見上げて挨拶をする。

　麗しいご尊顔を拝見し、思わずほぉーっと息が漏れた。

（ルノーガ様、改めて見るとかっこいい）

　自分の恋心を自覚したせいだろうか。

　元々外見だけはカッコよかった彼が、一段とカッコよく見える。朝日に反射して輝く銀の髪も、男性らしい端正な顔立ちも、紺碧の瞳にかかるメガネさえも。今日は一層キラキラと輝いている。

　こんな彼氏と今からラブラブ朝食だなんて。この世に生を受け二十年目にして最大級のご褒美。こんな幸せあっていいの？

　そんなことをぼーっと考えていたら。

「おい、ミオ」

　なぜか頭上から地を這うような低い声が降ってきた。おかしい。恋人同士の甘い朝には、とてもじゃないが似合わない声の低さだ。

　おそるおそる見上げれば、ルノーガ様の目の下にある涙袋がピクピクと痙攣している。あれ、今から恋人同士の甘いブレックファーストが始まるんじゃないの？

「君はなぜ昨日と同じ服でベッドに転がっているんだ？」

　言われて、はっと気がついた。

　そういえば昨夜は、ルノーガ様が帰ったあとに王城の客の症状をまとめたカルテを作ったり、以前書き写した本の復習をしたりしていたんだ。そうしている間に時間が過ぎ、ウトウトしながらそのまま眠りについた。

「まさかまた夜遅くまで仕事をしていたんじゃないだろうな？」

　苛立ちのこもった声が地鳴りのように響く。しまった。これでは朝からくどくどくどくどと説教されるパターン。なんとかして誤魔化さないと。

「め、めっそうもありません。昨日はルノーガ様が帰ったあとに、疲れてそのまま眠ってしまっただけです」

　仕事をしていたわけじゃない。ちゃんと身体を休めていた。私は無実だと主張してみる。

　するとルノーガ様が長い腕を伸ばし、ビシッと私の机を指差した。

「なら、あの紙の山はなんだ？」

　机の上を見て絶望した。私が昨夜書き散らしたノートや紙がそのまま出しっぱなしだ。昨日の自分を殴りつけ正座させたうえで、小一時間説教したい。なんで眠る前にきちんと片づけ──もとい証拠隠滅しなかったんだ！

「あ、あれは、ほら、アレです」

　額からダラダラと汗が流れてくる。だが、ここで諦めるのはまだ早い。大丈夫。まだなんとか誤魔化せる範囲のはず。

「ほぉ。まだ言い訳を続けるつもりか？」

「あの、私、寝相がすごく悪くてですね。机の上の書類は眠ったままの身体が勝手に出したもの、です。私自身はルノーガ様が帰ったあとすぐに眠ったんですよ。ほ、本当ですよ」

　いや、この言い訳はさすがにない。

　自分でもそう思い言葉を目を泳がせながら小声で垂れ流していると、ついにルノーガ様の後ろでドッカーンと火山が爆発した。

「そんなわけあるか、馬鹿者っ！　いつも夜は早く眠って身体を休めろと言っているのに全然わかっていないじゃないか！　君の中に反省という言葉はないのか？　君が夜に優先すべきなのは仕事ではなく睡眠だ。そんなんだからすぐに転けるんだ！　もういいからさっさとシャワーを浴びろっ！」

　マシンガントークで一気に捲し立てたルノーガ様がドカドカと近づいてきて、私をがばりと抱え上げた。「きゃっ、何するんですかっ！」という小さな悲鳴を問答無用で無視して、そのままスタスタと廊下を歩く。浴室の前までたどり着くと、ポイっと私を脱衣所に放り込んだ。この間、五秒。なんて早業！

「今日は時間があまりない。着替えや身支度まで含めて三十分以内に終わらせろ。俺はその間に洗濯と掃除を済ませておく。君の準備が終わったら一緒に食事して職場へ出勤だ」

　一息で言い終わると、そのままバタンと扉を閉められた。

　うん、いつものオカンなルノーガ様──いや面倒見がよく家事までこなせちゃうスーパー彼氏なルノーガ様だ。残念ながら、そこに恋人同士の甘い空気なんてものは微塵もない。

　脱衣所で服を脱ぎながら考える。

（私たち……こんなんでいいの？）

　せっかく恋人同士になったのに。甘い雰囲気の一つもない。

　いや、だらしない私に非があるのはわかっている。圧倒的に私が悪い。

　おそらく、ここは頑張って私が生活を改善するべきところ。そうしないと、今までと変わらないグータラ娘とオカンな関係のままだ。甘い恋人同士になる未来なんてまるで見えない。

　とはいえ、私の生活を変えるのも難しい気がする。

（無意識のうちに、いつも仕事のことを考えちゃってるんだよなぁ）

　完全に癖になっている。改善するにはかなりの時間を要しそうだ。

「はーーーーー」と大変重たい息を吐いたところで、扉の反対側からルノーガ様が声を怒らせながら言ってきた。




「全く。君は夜中も目を離せないな。今夜から君が眠るまで見張っておくから、そのつもりでいるようにっ！」




　…………はい？





人間同様スキルもまた成長するものだ。






　ドキドキしながら浴室に入り、いつもより入念に身体を洗う。髪の毛から足の指の一本一本まで、全身くまなくキレイに磨いたところで温かい湯船に身を沈めた。

　今は朝ではない。夜だ。

　いつものように仕事終わりに職場にやってきたルノーガ様と夕食を済ませ、家まで送ってもらったあとにお風呂に入っている。

　普段ならルノーガ様は帰っている時間帯だが、今朝「君が眠るまで見張っておく」宣言したとおり、まだ家に居座っている。

　日課になっていた彼へのマッサージも、今日はしていない。『今夜はいいから風呂に入れ』と言われたからだ。

　思うに、これはあれだ。ルノーガ様は普通のマッサージではなく夜用マッサージをご所望というわけだ。

　夜はこれから、まだまだ長い。入浴後の清めた身体で、たっぷり深夜まで大人なサービスをして欲しいのだな。なるほど、むっつりスケベなよいご趣味をなさっている。エロいルノーガ様。エローガ様だ。

　湯船から出て脱衣所に移動し、バスタオルで身体を拭く。柔らかくてふわふわなバスタオルが気持ちいい。

　ちなみに一週間くらい前までは使い古したゴワゴワの薄っぺらいものだったけど、いつの間にか取り替えられていた。ルノーガ様の仕業だ。

　一度は『こんなの、いただけません！』と断ったものの、『君、この世界に来てバスタオルを一回も買い替えてないだろ？　君のためじゃない。俺が洗濯する時に気になるんだっ！』と押しきられてしまった。

　まるで家事をするのは主にこちらなんだから、好きなものを選ばせろと主張するオカンのようだ。そう言われると、強く拒否できない。なぜならオカンとはこの世で最強の生き物だからだ。

　高校時代に少し反抗しただけで、お弁当の中身を二段とも白米オンリーにされた記憶が蘇る。多感な時期に教室の片隅で白米をおかずに白米を食べるあの虚しさったらもう！　あの時、私は悟ったのだ。オカンには逆らってはいけない、と。

　このほかにも、フェイスタオルも少しずつ新しいものに替わっているし、つい数日前にはシーツも新調されていた。

　餌付けされるだけではなく、生活の日用品までもが徐々にオカン──いや、ルノーガ様に依存していっている気がする。私、このままだとダメ人間まっしぐらじゃない？

　一度贅沢な暮らしを味わうと、人はなかなか生活の質を落とせないと聞く。もし今ルノーガ様がいなくなったら、私はちゃんと生きていけるだろうか？　ものすごく不安だ。

　と、身体を拭き終わりパジャマ用ワンピースに腕を通そうとして、はっと疑問が湧いた。

（ブ、ブラは……つけたほうがいいのかな？）

　私は就寝時にブラをつけない主義だ。胸周りを締めつけたらオッパイの発育に悪い気がするからね。果たして二十歳になって胸が大きくなるのか疑問だけど、かの有名なバスケット漫画の先生も言っている。

『あきらめたら、そこで試合終了ですよ』

　そう、人間は可能性に満ちている。希望さえ失わなければ、一生成長し続けるものだ。私はそう信じている。

　おっと話が逸れた。今気にするべきなのはＢカップがＣカップになりうるかではない。ルノーガ様がいるのにノーブラで出ていっていいのか、だ。パジャマにノーブラというのは胸の膨らみと先端の尖りが目立ち、卑猥な光景になるんじゃ？

　それだとまるで私が胸ポチで誘っているみたいで微妙だ。たとえ今から大人の展開に発展するのだとしても、エッチを期待しまくりの痴女だと思われたくない。

　そう思いながらも素肌にそのままワンピースを着てみた。自分の姿を確認すべく、下を見下ろしてみる。

　そこには、ほぼ垂直に落ちている布地があった。

　かろうじて二つの丸い膨らみはある。気がする。でも、正直ブラをつけていようがいなかろうが、どちらでも変わらない感じだ。

（……うん、知ってた）

　滲んでくる涙をグッと堪え、結局ノーブラのまま脱衣所を出た。

　気を取り直して、これからのことを考えてみる。

（やっぱり、このあと……そういうことに、なるんだよね？）

　恋人同士が夜に同じ部屋で二人きり。ここからエロスに発展する可能性は高い。ドキドキしながらルノーガ様の様子を窺う。

　ルノーガ様は椅子に腰かけ、難しそうな分厚い本を読んでいた。座っているのは木製の安物なのに、彼が腰かけると高級ブランド椅子に見えてくるから不思議だ。

　そのルノーガ様が私に気がつき一瞬こちらに目を向ける。が、すぐに視線を逸らしグルグルと空中を彷徨さまよわせたあと、最終的に手元の本に落とした。

「あの、お待たせしました」

「ああ。……その、君はもう寝なさい」

　頭をうつむけたまま静かに答えた。頑なに私のほうを見ようとしない。

　こちらを意識しているのは伝わるけど、それにしても他人行儀だ。これからエッチをイタス相手に向ける態度じゃない。そして、この時点で気づいてしまった。

　もしかしてだけど、私、重大な勘違いをしていたのでは？

「ルノーガ様はどうするんですか？」

　おそるおそる尋ねてみると、やはり本に視線を向けたままルノーガ様が言った。

「君が眠るまでここにいる。君が眠ったのを確認したら家に戻る」

（……な、なんですって？）

　どうやらルノーガ様は本当に言葉どおり「私が夜更かしせずに眠るのを見張るため」に今この場所にいるらしい。てっきり見張りは口実で、エッチなことをしたいのだと思っていたのに違ったようだ。

　今夜処女を捧げる覚悟までしていたというのに。勘違いしていた自分が恥ずかしい。

　ここは大人しくベッドに潜り込んで眠るべき？　いやいや、とてもじゃないけど無理。正直、こっちの頭はもうエッチなことでいっぱい。目だってランランと血走っている。このままベッドに入っても眠れる気がしない。

　となると、こちらから仕かけるしかないのだけど。私に恋の駆け引きなんてできそうにもない。いったいどうしたら。

　迷いに迷って、結局、正直に聞いてみることにした。

「あ、あの、ルノーガ様」

「なんだ？」

「そ、そのですね。……エ……エッチ……しないんですか？」

　エッチのところだけ小声になったが、ルノーガ様にはちゃんと聞こえていたようだ。椅子に座ったまま視線だけを上げ、メガネをクイッとさせる。

「君は今日も俺の前で六回も躓いて転けていたじゃないか。本調子ではない君を抱くほど自制が効かないわけではない」

　いや、昨日ガッツリ抱こうとしていましたよね？　そう思ったけど、それは言わぬが花だろう。

　それにしても困った。女神様から与えられたあのスキルがある限り、おそらく私はルノーガ様の前で転けまくる。これでは一生彼とエッチできないんじゃ。

（女神様、あなたのスキル、堅物騎士様相手には逆にエロスを遠ざける結果になってますよ？）

　何かしら対策が必要だ。とはいっても、すぐにはいい策なんて思いつかない。時間がいる。

　仕方がない。今日はもう大人しく眠るとしよう。ルノーガ様がいる部屋で本当に眠れるかどうかはわからないけれど。寝たふりでもしていたら、そのうち帰ってくれるだろう。

　そう思い、ベッドに向かおうとした時だ。




　ブーーーーーーーーーン。




　目の前を嫌な羽音を立てながら虫が横切った。

（なんなの、この虫？　どこから入ってきたの？）

　ふと窓を見ると、わずかに隙間があった。きっとあそこから入ってきたのだろう。キッチリと閉めていたはずなのに、不思議なこともあるものだ。

　首を傾げていたら、虫の動きがピタリと止まった。それは別にいいけど、問題は止まった場所。

「きゃぁぁぁあああああああ！」

　こともあろうに虫は私の胸元にくっついているじゃないか。ちなみに近くで見るとカナブンみたいな虫だ。ただし臭くはない。

　私の悲鳴に驚いたのかもしれない。カナブンもどきがブーンと羽ばたき、今度はうなじから服の中に入ってきた。背中で虫が動く感覚にゾッと全身の産毛が逆立つ。

「やだやだやだぁ、ルノーガ様、取ってぇえええ！」

「どうしたんだ、ミオっ！」

「虫が背中に入ったんですぅぅ。お願いですから取ってくださいぃぃ！」

　私は虫が苦手なんだ。悲鳴でガタッと椅子から立ち上がったルノーガ様の胸に飛び込み、ギュッと両手で服を掴んで縋る。

「お、落ち着け、ミオ。すぐに取るからっ」

　わずかの間どう動いたらいいものか迷ったらしいルノーガ様だが、覚悟を決めたようにゴクリと喉を鳴らした。私を正面から抱きしめるようにして、左手を首筋から侵入させる。

　が、虫が服の中でアチコチ動き回って、なかなかうまくいかない。

　首側から虫を捕まえるのを諦めたらしいルノーガ様が、今度は両手でワンピースの裾をたくし上げ、お尻側から服の中に手を入れてきた。左手を太ももの裏に添えたまま、右手が肉の薄いお尻を撫で上げ、背中まで移動する。

　熱くて大きな手で無防備な背筋を弄られる感覚に眩暈がしそうだ。

　しかも、私は今ルノーガ様の胸元に顔を埋めている。距離が近いせいで、彼がいつも纏まとっているシトラスウッディ系の匂いを強く感じる。爽やかでありながら落ち着いた印象を与えるこの香水の香りは、とてもセクシーだ。

　少しだけ汗ばんだルノーガ様の体臭と香水が混ざり合った匂いを嗅いでいると、下半身に熱が集まり疼いてくる。

（なんか、ドキドキしてきた）

　私の鼓動は早鐘をつくように忙しない。同じようにルノーガ様の心臓もドキドキと動きが速い。二人とも互いを意識しているのは明白だ。

　そんな私たちを横目にカナブンもどきが服の中をゴソゴソと動く。背中側から横腹を通り過ぎ、なんと私のオッパイにたどり着いた。

　ここで確信する。この「絶対にエロい展開にさせてやるからな☆」と言いたげなカナブンもどきの動き。




（これ、スキルの力で起こっているラッキースケベなんじゃないのぉ？）




　あの女神様、ただの間抜けなズッコケではエッチな展開に至らないと悟り、虫を使った変化球を仕組んできやがった！





エロの前では人の理性なんて紙クズだ。






「ルノーガ様ぁ、虫が胸側に移動しましたぁあああ！」

　私の瞳はもう涙でいっぱいだ。スキルのせいだとわかったところで、虫嫌いの自分ではどうしようもない。ルノーガ様に託すしかないのだ。

　上目遣いで見上げると「ぐっ……」と狼狽えるような声を出したルノーガ様。眉間に思いっきりシワを刻んでから「できるだけ見ないようにする。頼むから後ろを向いてくれ」と小さな声で唸った。

　言われたとおり身体を半回転させると、大きな身体で後ろからハグするように抱きしめられた。

　ルノーガ様は背が高く一八〇センチ以上はある。それに対して私は一四八センチしかない。三十センチ以上の身長差だ。

　ルノーガ様が後ろから覆い被さるようにしながら少し身を屈め、ワンピースをたくし上げていく。私の太もも辺りまで裾を上げ、そこから大きな手が服の中に侵入し、肌を弄った。

　おへそ周辺を撫で虫がいないのを確認すると鳩尾みぞおちから胸下まで移動する。ささやかな膨らみを下からすくい上げられ、じんわりと身体が汗ばんできた。

（ルノーガ様は虫を探しているだけ。それだけなのに……）

　男性的なゴツゴツとした手が素肌を這う感覚が気持ちいい。しかも背中には熱い体温があり、私の理性を狂わすオスの匂いがしてくる。

　性行為ではないのに、その先を期待して胸の蕾が力を持ちツンと勃ち上がるのが恥ずかしい。腰が揺れそうになるのを、歯を食いしばって必死に堪えた。

　こんな身体の変化を知られたくないと願いながらも、このまま全て晒して二人で一つに溶け合いたいとも思う。浅ましい欲望が心の奥底でとぐろを巻き、頭をもたげようとしている。

　私がそんなふうに自分の中の熱を持て余していた時だ。

「よ、よし、これかっ」

「はぁああんっ……そ、それ、乳首ですぅっ……」

　なんてところを触ってくるんですか、ルノーガ様！

　指で突起を強く摘ままれ甘い嬌声が漏れた。同時にビリビリとした快感が胸に走り、私の中の欲望をより一層刺激する。

「す、すまないっ！」

　ワンピース内の指がパッと離れた、ちょうどその時。ブーンとカナブンもどきが服の中から飛び出していったのが視界の端に映ったのだけど。

（もうお腹の奥の疼きが……止まらないよぉ……）

　さっきの刺激で私の理性はドロドロに溶けてしまったらしい。そしてそれはルノーガ様もなのだろう。互いの身体が触れている部分が熱を帯びたように熱い。

　ぼんやりとした頭で本能のままに手を後ろ側に伸ばす。私の腰よりも少し上辺りに、衣類越しでもハッキリと形を変えているとわかる熱杭があった。

　自分が高まっているようにルノーガ様も興奮している。その事実が、私たち二人の呼吸を荒くしていく。

　そのままゆっくりと手を上下に動かし猛った強張りをこすれば「うぐっ」とくぐもった声が聞こえ、熱い吐息が耳にかかった。

　確かな情欲が含まれた喘ぎは酷くセクシーで、美酒のように私を酔わせる。布越しに触れる欲望は力を持ち脈打っていて、とても美味しそうだ。可愛い喘ぎをもっと聞きたくて、手の動きを少し速めようとした時だ。

「ミオ……男を、煽りすぎ……だっ」

　さらに大胆に動かそうとしていた私の手の上にルノーガ様の左手のひらが重なり、動きを止められる。

　同時に反撃とばかりに服の中に入ったままだった右手が動き出した。広い手の中にすっぽりと収まってしまうほど小さな胸の膨らみを揉みしだき、胸の先を指でコロコロと転がす。

「んぁぁあ、それぇ……気持ちいい、です……」

　私の口からハシタナイ喘ぎが漏れた。

　転がされる先っぽがジンジンと疼き、仕返ししようと思っても肩に力が入らず叶わない。

　私の喘ぎに気をよくしたらしいルノーガ様が、反対の手も服の中に差し入れ両方の手で熟れた突起を弄り始めた。

「ひゃぁん……んんっ……」

　まるで楽しいオモチャでも見つけたみたいに先端を指で摘ままれ、軽く引っ張られたり、爪の先でカリカリと引っ掻かれたりする。

　その度に私の口からは甘い嬌声が漏れ、ルノーガ様を喜ばせる。

（すごく気持ちいい。胸ってこんなに気持ちよかったんだ）

　自分がこんなに乳首で感じる人種だったとは知らなかった。胸の蕾を優しく摘ままれクニクニと撫でられているだけで、ものすごく感じる。このままだと乳首だけでイッてしまいそうだ。

「あぁっ……ルノーガ様ぁ……ふぁぅ……」

「君は、感じると……甘い匂いが濃くなるんだな」

　耳元でセクシーな声が響いて、首筋に顔を押しつけられた。スーハースーハーと匂いを嗅いでいるらしい。

　通常時だったら「人の匂いを嗅がないでください！」と怒る場面だが、あいにく理性が溶けている私にそれを指摘する余裕はない。むしろ頬にかかる細い銀の髪が心地よく、さらに後ろから香ってくる男性特有の匂いにますます興奮するだけだ。

　そうこうしているうちに、胸を弄っていた右手が肌を這いながら下に移動する。太い指でショーツの上から割れ目をなぞられビクッと腰が跳ねた。

「っはんん」

　そこはもう失禁したかのようにグッショリと濡れていて、その事実が私の羞恥を煽る。しかし恥ずかしさより気持ちよさのほうが上回るようで、もっと先まで進んで欲しいと願ってしまう。

　そんなところを異性に触られるのは初めてなのに、相手がルノーガ様だから。心の奥から湧き出るのは戸惑いや恐怖ではなく歓喜だ。

「やっ……そこ……いいっ……気持ちい……」

　もっと快感を得たくて、もっと奥まで触って欲しくて。ルノーガ様の指の動きに合わせて自然に腰が揺れる。

　しばらく布の上から感触を楽しんでいた指が下着の縁からするりと中に潜り込んだ。

　すっかり濡れそぼっている泥濘ぬかるみに指を差し込まれ掻き回されると、歓迎しているかのようにクチュクチュと淫猥な音が鳴った。

「ひゃぁぁっ……あっ、ああっ……」

「濡れているな。それに、さっきからどんどん甘い匂いが濃くなっている。……君が感じてくれているようで嬉しい」

　恍惚とした声音で言われ、顔にかっと熱が集まる。が、それが嫌なわけではない。ただ自分の気持ちがバレているのが、猛烈に恥ずかしい。

　なぜか無性にキスがしたくなって、上半身だけ後ろに向ける。メガネ越しに劣情に染まった紺碧の瞳と目が合った。

（このまま……キスしたい……）

　視線を繋ぎ合わせたまま、どちらからともなく自然と唇を重ね合う。メガネが少し顔に当たったけど、そんなことは気にならない。

　唇を合わせたのはまだ二回目で。お互い慣れていないこともあり、傍はたから見たらたどたどしいキスなのかもしれない。でも、それが返って情欲を膨らませる。

　舌を差し出し、互いの舌と唾液をピチャピチャと絡め合う。太く生温かい舌が口腔内に入り込み、必死に私の舌を吸ってくるのが愛しい。

「んんっ……はぁん……」

　こちらを貪ってくる舌に私も応えれば、大きく筋張った右手が再び動き出し、指の腹で割れ目の上にある花芽を可愛がり始めた。

　溢れていた愛液を絡めた長い指で、限界まで尖っている陰核をコリコリと擦られ、今までとは段違いのビリビリとした快楽が私を襲う。まるで雷に打たれたかのよう。

「ひゃぁ……それ……ダメぇっ……」

　腰が跳ね太ももの内側がビクビク痙攣する。

　強い刺激から腰を引いて逃れようとするけど、後ろからしっかりとホールドされていて動けない。

「ミオ、逃げないでくれ。そのまま、俺を感じて欲しい」

　まるで愛を乞うように、きつく抱きすくめられながら懇願されるとそれ以上逃げられなくなる。低い声には切なさと愛しさが混ざり合っていて、どうしようもないほどに私の脳を揺さぶってくる。

「んふぁ……はい、ルノーガ様……私……はぁっ……ルノーガ様が……」

　好きです。

　そう言おうと思ったのだけど、淫らな指から与えられる快感がすごすぎて言葉が出てこない。

「はぁ……んはぁ……ふぅん……もぉ……ひゃぁん……」

　口から出るのは意味のない文字の羅列だけで、でもそれは私の昂ぶりを雄弁に語っている。

　私の気持ちは全てわかっているとでも言いたげな様子で、ルノーガ様が後ろからギューッと抱きしめてくるのと同時に指の動きを速めた。

「ミオ、好きだ。君のことが……誰よりも愛おしい」

　耳元で愛を囁かれながら花芽をキュッと指で挟まれ、コリコリと弄られて。

「あぁぁぁああああああああん」

　頭の中で白い閃光が弾けた。

　力んでいた身体が弛緩したあと、私はそのまま意識を手放し深い昏睡の中に身を沈めていった。





ダメ人間製造機の性能よすぎる問題。






　その日は、珍しく気持ちよく目が覚めた。

　朝は冷え込む。元々冷え性な私は、起床時も手足がかじかんで冷たくなるのだけど、今朝はポカポカと温かい。なんでこんなに温かいんだろう。

　心地よさの正体を探るように、徐々に意識を周りに向けてみると、鳩尾周辺を何かが緩く締めつけていることに気がついた。締めつけるといっても全く苦しくない。温かくて太さのあるものが、私の胴体を守るように優しく拘束している。

　まだ覚醒しきっていない頭で、巻きついているものに視界のピントを合わせる。ぼんやりと見えてきたのは……。

　腕だった。

　自分の腕じゃない。なぜなら私の腕は、ほかにあるからだ。それに、こんなに太くも長くもない。

　顔の前まで己の左右の手のひらを持ってきて、しげしげと見つめる。小さな手だ。職業病か手荒れが酷く指先がカサカサしている。手首だって棒切れのように細い。ほら、これが私の手と腕。

　なら、お腹に巻きついているこの腕は誰のもの？

　少なくとも今の段階で、私の寝室に勝手にやってきてベッドの中にまで潜り込める危険人物は一人しか思い浮かばない。

　身じろぎし、身体全体をゆっくりと反転させると。案の定というべきか、そこにはルノーガ様がいた。

　まだ眠っているようで薄い瞼が閉じられ瞳は見えない。トレードマークのメガネもかけておらず、静かな寝息を立てている。

（わわっ、なんでここにルノーガ様が？）

　しかも距離が近い。もうほとんど抱きしめられている状態だ。お腹辺りに男性の朝の生理現象が当たっていて、そこは全力で気づかないふりをする。

　どうにかして逃げ出そうとするも、しっかりとホールドされているようで、抜け出せない。

　あわあわと慌てながら、ようやく昨夜の出来事を思い出す。

（そういえば、昨日は虫が服の中に入ってきて、そのあと……）

　プシューっと頭から湯気が出た。

　ルノーガ様に後ろから抱きしめられるようにしてイカされちゃった。しかもあの時……。

『ミオ、好きだ。君のことが……誰よりも愛おしい』

　すごく甘い愛を囁かれた。

　思い出すだけで顔面から勢いよく炎が噴き出そうになる。

　って、ちょっと待って。愛を囁かれてイカされたところまでは覚えているけど、そのあとの記憶がない。おそらく、記憶がない原因は……。

（私、そのまま寝落ちしちゃったのぉ？）

　一昨日おととい、遅くまで仕事や勉強をして夜更かししたのが悪かった。絶頂し身体が弛緩したことで、それまで溜まっていた睡眠不足が一気に出て、そのまま眠っちゃったんだ。

　あの時、ルノーガ様はまだ達していなかった……と思う。なのに、自分だけイってそのまま眠ってしまうのは、恋人としてどうだろう。途中で放り出された彼が哀れすぎる。

　罪悪感をヒシヒシと募らせながら整った顔を見つめていると、閉じられていた瞼がゆっくりと開き、よく晴れた日の澄んだ青空を思わせる紺碧が現れた。

「ん……おはよう、ミオ」

　私の姿を認めた彼がとウットリするような笑顔で甘く微笑み、薄い唇から低く掠れた声で挨拶を紡ぎ出す。

「お、おはようございます」

　朝から色気がすごい。

　漏れ出ている色香に当てられ、またしても頭部からプシュプシュと湯気が出た。

　どうやらルノーガ様は寝起きがいいようだ。私の頭を優しく一撫ですると、身体を起こして颯爽とベッドから下りた。

「君はもう少し寝ているといい。今から朝食の準備をしてくる」

「そんなわけにはいきません。私も手伝います」

「俺のことを思うなら、そのまま少しでも休んでいてくれ。君は俺が見ていないところですぐに無茶をするからな」

　ぐっ、反論できない。モヤモヤしつつも言葉に従う。

　ベッドのヘッドボードに置いていたメガネをかけてからスタスタとキッチンへ移動し、慣れた様子で簡単な朝食を作るルノーガ様。やっぱり最高。家事までこなせるスパダリ、いい。

　見ると昨夜の近衛兵の騎士服ではなく、シンプルなシャツに変わっている。私が寝落ちしたあとに家に戻り着替えてきたのだろう。

　準備している朝食は厚切りベーコンに目玉焼き。ちょっとしたサラダにパンだ。

　過去にもルノーガ様が簡単な料理をしてくれたことがあった。料理もできちゃう彼氏って最高じゃないだろうか。

　それに比べて私は……。

　自分で自分に呆れ果てる。部屋も散らかり放題で、料理はごくごく簡単なものができる範囲。オシャレの気遣いもできずに、見た目もボロボロ。仕事ばかりして昨夜はエッチの最中に寝てしまう始末。こんな彼女ではルノーガ様もそのうち呆れ果てるかもしれない。

「ルノーガ様、スミマセン」

　料理が置かれたテーブルで、一緒にご飯を食べながら、なんとなく謝ってしまう。

「なんのことだ？」

　ルノーガ様がベーコンをモグモグと咀嚼しながら首を傾げる。

「えーと、私……私生活がダラしないというか、洗濯も掃除もしてもらって。ご飯まで準備してもらってる感じで、人としてもどうかな……と」

　言いながら情けなくなってきた。

　異世界で誰に頼らずとも、一人でも生きていけるようにと頑張ってきたのに。気づけば、すっかりルノーガ様に依存している。しかも私からはほとんど何も返せていない。

　彼とはイーブンな立場でいたいのに。これでは寄りかかっているだけ。

　消え入りそうな声で告げると、ルノーガ様が「なんだ、そんなことか」と息を吐く。

「ミオは、俺が君のどこに惹かれたか知っているか？」

　突然そんなことを言われても、ルノーガ様が私のどこに惹かれたかなんてわからない。

　とはいえ、今までの行動から推測すると。

「匂い……ですかね？」

　彼はよく私の匂いを嗅いでいる。本人は気づかれていないつもりかもだが、後ろからよくうなじ辺りの匂いを嗅いでいるし、時々私の枕に顔を埋めて深呼吸しているのも知っている。

　正直やめて欲しいけど、私もルノーガ様の匂いが好きで、隙あればクンクンしたいと思っている。おそらく脱ぎ立ての服があれば迷わず顔面を押しつけるだろうから、強く怒れない。

「もちろんミオの匂いも一日中嗅いでいたいくらい好きだ。常々こっそりと君の私物を回収しコレクションにしたいと本気で考えている。が、それだけじゃない」

　ルノーガ様が真面目な顔をして言った。途中の内容にビックリした。というかぶっちゃけ引いたが、深く考えないことにする。

「この前も言ったが、俺は王城で初めて会う二週間前から君を見ていた。俺が惹かれたのは、ミオのひたむきに努力する姿だよ」

　私の顔をまっすぐ見つめながら言葉を続ける。

「ミオは毎日夜遅くまで。休日さえも、ずっと仕事や勉強に時間を費やしていただろう。人は元来怠け者だ。そこまで頑張れる者はそう多くない。俺はそんな君に惹かれて、だからこそ支えたいと思ったんだ」

「でも、私。ルノーガ様に甘えすぎで、全然ダラしなくて。もっとちゃんとしなきゃって」

　いくら彼が私の努力を評価してくれているとしても、甘えすぎていい理由にはならない。私は私でもっとしっかりしないとダメなんだと思う。

　そんな私の言葉をルノーガ様が遮る。

「ミオ、君は変わる必要はない」

　目を柔らかく細めながら、穏やかな声音で。まるでわからず屋の子供を諭すように、優しく言い聞かせる。

「掃除も洗濯も、そして食事の準備も俺がしたくてしている。君のことは俺がサポートするから、君は君がやりたいようするといい。俺を……好きな女性が頑張っているのに応援してやれないような、そんな度量が狭い男にしてくれるな」

　その言い方は反則だ。

　これではルノーガ様が私を甘やかすのを拒否できない。

「ルノーガ様ってズルいです」

　頬をぷーと膨らませて言うと、彼が涼しい顔で口を開く。

「今頃知ったのか？　そうだ、俺はズルくて卑怯な男なんだ。こうやって君が俺から離れられなくなるよう、少しずつ篭絡しているのだからな。だから君は、厄介な男に捕まったとあきらめて、俺に存分に甘えるといい」

　そしてニッコリとにこやかに笑うのだ。

　その笑顔が眩しくて、私はそっぽを向いたまま小さく頷くことしかできなかった。





第三章




面倒事を押しつけてくる上司はどこの世界にもいるものだ。






「ふむ。ルノーガが少女に傾倒していると聞いて心配していたが……。なんだ、れっきとした成人女性ではないか」

　私を頭のてっぺんからつま先まで眺め見て、そう言ったのはレオルド殿下だ。

　年齢は三十代前半だろうか。輝く太陽のような金髪に、意志の強さが窺える濃い青の瞳をしている。この国の第二王子であり、次期国王として期待されているお方だ。

　なぜ私が王子殿下という雲の上の存在と対面しているのかというと、いつものように仕事終わりにやってきたルノーガ様に殿下の執務室まで連れてこられたからだ。

　ここで先ほどの彼とのやり取りを振り返ってみよう。




『ミオ、申し訳ないが面倒なことになった』

『どうしたんですか？』

『レオルド様……この国の第二王子殿下が君に会いたがっている』

　世界一マズイ料理でも飲み込んだかのような顔をしてルノーガ様が言った。

『なぜに王子殿下が私なんかを？』

　私が異世界人である旨。異世界人として保護されるのを望んでいない旨はルノーガ様から報告されており、殿下はそれを了承したと聞いていた。それが、なぜ今さら私に会いたがっているの？

『知らん。あの方はいつもいつもいつもいつもいっつもっ！　思いつきで行動されるんだ！　俺は何度あの方に振り回され、後始末に奔走してきたことかっ！』

　ルノーガ様が唸るように吠えた。言葉に感情がこもりまくっている。

　どうやら面倒な主人に日頃から苦労しているらしい。どこの世界にも部下を振り回す厄介な上司はいるものだ。しかもそれが権力の最高峰である王族だなんて。ご愁傷様としか言えない。

『いいか、ミオ！　レオルド様から何を言われても断るんだ！　同情なんて一切するな。毅然とした態度で、あのムカつくクソ上司に、真っ向からノーと言ってやれっ！』

　いや、王族相手に私ごときが断るなんてできないのだけど。というかルノーガ様の発言は不敬罪にならないのだろうか。

『ルノーガ様。自分ができないことを人に強いるのはどうかと思いますよ』

『馬鹿者、俺はいつもノーと言っている！　だが全く、これっぽっちも、聞いてくれないんだっ！　俺が止めに入った時にはすでに各方面に根回し済みで周りにイエスマンしかいない状態にしているし、たまには俺以外からもノーと言われてしまえっ！』

　肩を怒らせルノーガ様が再び吠える。

　見るからに日頃の鬱憤うっぷんが溜まりまくっている。そんなにストレスを溜め込むと身体にも悪い。今度、リラックスできるアロマでも焚きながらマッサージをしてあげよう。




　……とルノーガ様はこんな感じだったので、どんな破天荒な人物かと身構えていたのに。

　この世界に来て、一目で私が成人していると見抜いたのは殿下が初めてだ。さすが、王族。人を見る目がある。なんだかこれだけで私の中で彼の信頼度が上がった。と感心していたら……。

「しかも、だ。ミオ嬢は非常に愉快なスキルを持っているな」

　ニヤリと口の端を持ち上げて、殿下がそんなことを言い放った。

　部屋は空調が効いていて涼しいというのに、額から汗が滲む。

「ま、まさか殿下、私のスキルを……？」

「ああ、知っている。というか、今知った、と言うほうが正しい。何、私はスキル【絶対鑑定】を持っていてな。直接会って鑑定すれば、スキルやその者の状態……簡単に言えばステータスというものがわかるのだ」

　それが本当なら、私のふざけたスキル【運命の相手とラッキースケベが起こる】もバレていることになる。

　変なスキル保持者なのがバレるのは恥ずかしいけど、それだけならまだ問題ない。それよりも運命の相手が実はルノーガ様だと知られるのが、なんとなく嫌だ。お願いだからそこまでは……。

「はははっ、どうりでミオ嬢が王城に来た時期から、ルノーガの奇行が目立つわけだな。なかなかどうして面白いことになっとるではないか」

　面白くて仕方がないといった様子で殿下がカラカラと笑う。どうやら運命の相手が誰かまでわかっているらしい。最悪だ。

　それにしても本人を前にしてこの笑いよう。ルノーガ様が頭を悩ませるわけだ。大変いい性格をしていらっしゃる。

「あの殿下。私を呼んだのはスキルを確認するためですか？」

　いくら殿下といえど、笑われ続けるのは気持ちのいいものではない。

　隣にいるルノーガ様もこめかみに立派な青筋を作っている。かなりイライラしている様子で、これ以上心労をかけるのはかわいそうだ。

　この面会を早く終わらせるためにも、さっさと本題に入ってもらわないと。

　私の言葉に、ふむと殿下が顎に手をやった。

「それも理由の一つだが……。ミオ嬢、この国に聖女がいるのは知っておるか？」

　聖女。今から約一年前──私がこの世界にやってくる半年前──にこの世界に招かれたとされている女性だ。三カ月前に殿下との婚約が決まり、祝賀パレードで姿をちらっとだけ見た記憶がある。

「コトハ様、ですよね。黒髪、黒目の可愛らしい女性でした」

　身体的特徴といい、名前といい、おそらくこのコトハ様というのも日本から召喚されたのだろう。

　日本にいた頃に読みまくった漫画や小説では、異世界に招かれるのは九十九パーセント以上の確率で日本人だ。日本には異世界と繋がりやすくなる何かしらのパワーが渦巻いているに違いない。どんなパワーなのかは知らないけれど。

　私の言葉に殿下が満足そうに頷く。

「そうそう。その可愛らしい私のコトハなのだが、実は少々厄介な事態に悩まされていてだな」

「厄介な事態とは？」

「…………命を狙われている」

　聖女がいると、それだけで国が栄える。土地は豊かになり、張られた結界のおかげで魔獣が寄りつきづらくなる。とはいっても、魔獣自体の数が減るわけではない。縄張りを失った魔獣はどうなるか。違う土地へ移動し、そちらで害を及ぼすのだ。

　それゆえ他国に聖女が現れたとなれば、奪う──もしくは抹殺を考える国が出てきても不思議ではない。聖女を召喚できたからと言って、この世界全てがハッピーエンドになる仕組みではないらしい。むしろ新たな諍いさかいの火種にだってなりうる。何事もよい面だけではないということだ。

　それにしても突然異世界に召喚されるだけでも大変なのに命まで狙われるなんて、聖女も楽じゃない。一般ピープルとしてこの世界に落とされた私は、実は運がよかったほうなのかもしれない。

　そんなことを考えていると、ふいに殿下が真剣な顔になる。

「ミオ嬢、これは王族としてではなく、私個人からのお願いだ。だから断ってくれても構わない」

　それからニッコリと笑って言った。

「『花降らせの儀』で、コトハの身代わりを務めて欲しい」





ＡとＢは天と地ほど差があるが、周りはあまりわかってくれない。






　殿下の顔はキレイな笑みの形を作っているが、瞳は全く笑っていない。

（何が断ってくれても構わない、だ。断らせるつもりなんて毛頭ないじゃないか）

　王族という生き物は腹の中に黒いものを飼っているらしい。正直、気に食わない。だが、そういった人でないと国を守れないのも、また事実なのだろう。

　ちなみに『花降らせの儀』というのは、この国のお祭りである『花降祭かこうさい』の最後に行われる儀式だ。祭り期間中は玄関や壁、屋根の上といった国中の至るところが色とりどりの花で飾られる。そうすることで花好きだとされる女神様に感謝の意を示し、一年間の豊穣と健康を祈るのだそうだ。私はまだ体験していないけど、お姉様たちがそう話していた。

　そして、祭りのフィナーレとして行われるのが『花降らせの儀』だ。最終日だけは、普段は警備が厳しい王城の園庭まで、国民なら誰でも自由に立ち入ることを許される。そして園庭に面した王城のテラスから、集まった民衆に向かって王族が花を投げるのだ。その花を掴んだ者は一年間幸福が続くと言われている。これが例年の儀式だ。

　が、今年は聖女がいる。

　聖女になる人物は、例外なくスキル【花降らせ】を持っているらしい。何もない空中から花を出現させるというものだ。正直、なぜ聖女にこのスキルが必要なのか全くわからない。どうせあの迷惑女神様が考えたものだろう。意味を見出そうとしてはいけない。

　で、聖女が現れた際は、王族ではなく聖女が花降らせの儀を行うそうだ。聖女のスキルを使えば、王城園庭のみだけでなくもっと広範囲に花を出現させられる。例年よりもたくさん花を降らせることで、より多くの国民に幸福を届けるという意味合いがあるらしい。

　また、花が届く範囲が広ければ広いほど、聖女の力が強いものとされている。だから、もしここでコトハ様がかなりの広範囲に花を降らせられたら、国民や国内に入り込んでいる他国の者に『この国にはこれだけ力のある聖女がいるんだぞ』と見せつけられるのだ。

　どこの世界でも、力を持っている国は立場が強くなるものだが。なんだかなぁ、というのが正直な感想。しかし、これも無駄な争いを避けるための手段の一つなのだろうと割りきる。

　ちなみに去年の花降祭時にはもうすでにコトハ様は召喚されていた。だけど、まだ充分な聖女教育を受けていないからという理由で花降らせの儀は王族が行ったそうだ。

「レオルド様、俺は反対です。ミオは異世界人ではありますが、普通の女性です。聖女様のような特別な力はなく、花だって降らせられません。見た目も異なりますし、代わりを務めるのは難しいかと」

　どうしたものかと答えあぐねていると、ルノーガ様が異を唱えてくれた。それに対し、殿下が飄々とした態度で言葉を続ける。

「何、顔はベールで隠せる。民衆は園庭からテラスのミオ嬢を見上げるようになるからな。顔さえ隠してしまえば違いはわからん。それに、入れ替わるのは花降らせの儀で姿を見せる一瞬だけでよい。スキルは別室でコトハが行えば問題なかろう」

　現在、聖女様は選りすぐりの近衛騎士が二十四時間体制で厳重に警護しているとのこと。が、花降らせの儀でバルコニーから民衆に姿を見せる時だけは物々しい警護をするわけにもいかず。敵が最も狙いやすい場になるからこそ、私に身代わりになって欲しい、ということらしい。

「ミオは一般市民ですよ。もし事件に巻き込まれたらどうするのですか！　代わりなら、ほかにもいるでしょう！」

　なおも食い下がるルノーガ様。顔が必死だ。

　きっと私の身の安全を心配しているのだろう。こんな時なのにちょっと感動してしまう。

「たとえば？」

　殿下が目を細めて尋ねた。

「同じ異世界人で、なおかつ王城に勤めている者ならアンズさんとか！」

　前にルノーガ様が、この国には私とコトハ様以外にもう一人異世界人がいると言っていたな。どうやらアンズさんという人らしい。名前からして日本人かな？　一度会ってみたいな。

「ルノーガよ。……それクレイに聞かれたら、お前は明日には地面の下だぞ？」

「くっ……！」

　そして、そのアンズさんはクレイさんという人の庇護下にあり、クレイさんは手段を選ばない系の人なのだろう。

　ルノーガ様が若干顔を青くしつつ、それでもまだ言葉を続ける。

「それなら女性騎士でもいいでしょう！　騎士団内には数は少ないですが女性もいます。いざという時に戦え、かつ国に忠誠を誓った者です。見代わりとしては最適かと！」

　握り拳を作って、ワンブレスで一気に言葉を捲し立てている。

　そんなルノーガ様に対して、殿下が涼しい顔で口を開いた。

「しかし、考えてみろ。ミオ嬢なら、顔はともかく体型はコトハそっくりだろ。成人女性にしてこの身長の低さと凹凸のない身体。女性騎士を含め、ほかに代役を務められる者など思いつかん。未成年に代役を頼むのは、いくら私でも良心が痛むからな」

　殿下とのパレードの際に見たコトハ様の外見を思い出す。なんというか、全体的に小さくてツルペタな体型だった。

（って、ちょっと待って。私を代役に選んだ理由ってそこなのぉ？）

　確かにこの世界の女性は平均身長も高めで、出るところは出ている豊満ボディが多い。それからしたら、私はかなり貧相な身体になる。が、私だってこれでもＢカップはある。ツルペタなコトハ様よりは大人な体型をしているはず。

　と、思っていたらルノーガ様までも「うぐぅ……しかしっ……！」と顔を歪めた。さっきまで開いていた口は堅く閉ざされ、それ以上反論できない。まるで私の身体がまな板ボディだと言わんばかりだ。ちょっと前の感動は撤回。あとから何か嫌がらせをしてやろう。

　それはさておき、今は殿下への返答が先だ。ルノーガ様をそっと見やると無言で「断れ！　断れ！」と念を送ってくるが、私を未成年ボディと思っている人の思念など無視していいだろう。

「仮に私が身代わりを承諾したとして、何か見返りはあるのでしょうか？」

　殿下は私に断らせるつもりはない。私としても、もし断ったことで未成年が代役にされるのだとしたら良心が咎める。つまり、最初から承諾するしか選択肢がない。

　なら、せめてこちらが最大限の利益を得られる条件で引き受けたい。

　殿下が面白いオモチャでも見つけたかのように「ルノーガの最愛はなかなか肝が据わっているな」と小さく呟き、目を細める。

「そうだな、なら私にできる範囲で、好きな報酬を一つだけ与えると約束しよう」

　王族である殿下にできる範囲で好きな報酬。悪くない。むしろ随分と太っ腹だ。とはいえ、こちとら下手したら命がかかっているのだ。そのくらいしてもらってもバチは当たらないだろう。

　頭の中でそんな計算をしていたら、目を細めたままの殿下が意味深に笑みを深めた。

「なんなら……元の世界に戻してやる、というのも可能だぞ？」





誰にでも触れてはいけない禁忌がある。






　それは全く想像していなかった言葉だった。

（帰れる？　日本に？）

　なんとなく、もう帰る手段はないのだと。一生この世界で暮らしていかねばならないのだと。そう思い込んでいた。

　そう思い込まないと、この地で足を踏ん張りがむしゃらに生き抜くなんてできなかった。帰れるかもしれないという中途半端な幻想に縋って耐え凌げるほど、私の心は強くなかったから。

「ミオが帰れる方法があるんですか？」

　ルノーガ様が硬い声を出した。どうやら彼も知らなかったらしい。険しい顔で、握りしめている手がわずかに震えている。

「ある。王家のみに極秘に伝わっている方法だ」

　今まで秘匿にしてきたのを私たちに話したのは、コトハ様と婚約したからだろう。万が一、元の世界に戻る方法があると知られたとしても、彼女がこの世界に留まる選択をする。殿下にその確信があるからだ。

　もしそういった確信がないのなら、異世界人が帰る方法があるなど口が裂けても言わないに違いない。まだ会って数分しか経っていないが、今までのやり取りで彼がよくも悪くも狡猾な王族だという点はわかった。

「私がコトハ様の身代わりを無事に務め終えれば、元の世界に帰してくれるというわけですね」

「うむ。そのとおりだ」

　口から重たい息が漏れる。

　元の世界に戻れる方法がある。とっくに諦めていた願いが叶うかもしれない。

　目を瞑ると、半年以上前のどこにでもある極々平凡な──でも、幸せだった日常が脳裏に蘇る。

　心配性で何かと口出ししてくるお母さんに、いつも穏やかで優しいお父さん。生意気盛りだけど、なぜか憎めなくて可愛いところのある弟。

　日本にいる家族はどうしているかな。突然私が行方不明になったのだから、さぞかし心配しているだろう。もしかしたら、今も私を捜し続けているかもしれない。

　気が強そうに見えて実は脆いところがあったお母さんは、精神的に参っていないかな。お父さんはそんなお母さんを支えてくれているかな。まだ高校生の弟は、私がいなくなったことで学校生活やその後の進路に悪い影響が出ていないといいけど。

　それから、いつもつるんでいた悪友。よく互いの家に泊まり合い、くだらない話でバカみたいに朝まで盛り上がったっけ。ひょっこり戻ったら、彼女はまた前みたいに笑って一緒に遊んでくれるかな。

　もし一カ月前に同じように日本に帰る方法があると言われたら、私はすぐさま飛びついただろう。でも今は……。

　隣にいるルノーガ様を見つめる。メガネの奥の瞳は動揺で揺れ、少なからずショックを受けているように見える。

（私は……どうしたいのかな？）

　日本に帰れると言われても、他人事ひとごとみたいで実感が湧かない。急なことで頭が混乱し、考えるのを放棄しているのかもしれない。

「身代わりの件は引き受けさせてもらいます。報酬については、もう少し考えさせてください」

　どう振る舞うのが正解かもわからずに、乾いた声でそう答えるのが精一杯だった。




＊＊＊




　いつものようにルノーガ様とご飯を食べ終えたあと、私たちは並んで歩きながら家に帰っている。今日はどちらも口数が少なく沈黙が重い。

「「あの」」

　同時に口を開き。

「「…………」」

　同時に沈黙。

　しばらく押し黙った私たちだけど、先に口を開いたのはルノーガ様だった。

「先ほどのレオルド様との話だが」

「はい」

　互いに何回も話をしようとして結局どちらも口にできなかった話題を、やっとルノーガ様が切り出した。彼なりに考えをまとめたのだろう。

　私はまだ頭の中がもつれた毛糸みたいにこんがらがっている。それでもまず彼の意見を聞こう。そう思い、隣を見上げた私に低く静かな声が告げた。




「君は元の世界に帰ったほうがいいと思う」




（……え？）

　一瞬、何を言われたのか理解できなかった。いや、理解したくなかった。

　なんとなく、ルノーガ様は私を引き留めてくれるものだと。帰らないで欲しいと訴えてくれるものだと。そう勝手に思っていたから。

「あ、あの、私はっ」

　私が言葉を吐き出してしまう前に再度ルノーガ様が口を開いた。まるで私の意見なんて一つも聞きたくないみたいに、有無を言わせない。

「元いた世界には家族もいるのだろう？　家族は君を心配しているはずだ。それだけではない。きっと友人や……。もしかしたら、恋人も……君の帰りを待っているかもしれない」

　なんだ、それは。

　頭を金槌で思いっきり殴られた気分だ。脳内に不協和音が鳴り響き、ガンガンと痛む。

　怒りと失望とがない交ぜになった感情が急速に膨れ上がり、砂嵐にでも襲われたかのように視界がボヤけてきた。

「この国で君は充分にやってきた。周りに頼れる人がいない環境で必死に耐えてきた。元の世界なら、そんなに身を削ってまで頑張る必要はないだろう。こちらのことは気にせず、君は元の世界に戻るといい」

　私にこの世界で生きてもいいと教えたのは誰だ。私をグズグズに甘やかし、変わらなくてもいいと。ありのままの私が好きなんだと、そう訴えてきたのは誰だ。

　私が必要だと言ったその口で、元の世界に帰れなんて言わないで欲しい。

「ルノーガ様はそれでいいんですか？」

　ワナワナと震える唇で尋ねれば、ルノーガ様は一瞬眉根を寄せ、辛そうに目を閉じた。

　でも、すぐに気を取り直したように目を開けて、困ったように表情を曇らせる。

「どんな方法であれ、君が幸せになってくれるのが俺の望みだ」

　ふざけるな。

　そんな聖人君子みたいなお行儀がいいセリフなんて聞きたくない。

　いや、わかっている。

　これは私を思って言ってくれている言葉だ。自分の欲よりも私の幸福を願ってくれているのだろう。頭では理解していても、心が追いつかない。

　ルノーガ様の気持ちは、その程度のものだったのか。好きな相手なら、たとえどんな理由があったとしても手放したくないと、そう思うものじゃないのか。私には引き留めるだけの価値もないのか。

　そんな酷く滑稽で身勝手な考えまで頭に浮かんでしまう。

　これでは駄々をこねる子供と一緒だ。好きな相手が自分の思いどおりに動いてくれず──いや、好きな相手が思っていたほど私を好きではなかったと知って、腹を立てているにすぎない。あまりにも愚かな感情だと、そうわかっているのに止められない。

　情けなさと、どうしようもないやるせなさで涙が込み上げてくる。

　今にも泣き出しそうな私に、ルノーガ様のほうが傷ついたような鎮痛な面持ちになる。

「君が酷く痩せているのも、この世界で無理をしているからじゃないだろうか。食事もまともに取らず仕事ばかりして。それではいつか身体を壊してしまう」

　それから、これ以上は見るに耐えないとでも言いたげな、不幸な少女を前にしたような顔になり、こう続けた。




「思うに君の胸の発育が悪いのも、この世界での生活が原因なんだと思う」




　それは私を激怒させる起爆剤として充分な材料だった。

　なぜ、今この場で、胸の話が、出るんだ？

「誰がツルペタ貧乳女だっ！　この胸は元からだ！　アホーガ様のバカタレーッ！」

　人は怒りで我を忘れると尋常じゃない力を発揮するらしい。一瞬「いや俺はそこまで言ってないっ」といった見苦しい言い訳が聞こえたが、完全無視だ。

　目にも止まらぬ俊敏な動きで一気に距離を詰め、右手をグーの形にして勢いよく振り上げる。この時、私の速さは音速を超えていたかもしれない。右拳に硬い顎をぐしゃりと打ち砕く感触が確かに伝わり、ルノーガ様の身体が見事に宙を舞った。

　思えば彼と王城で出逢ったあの日、私はベルトや服をゴリラよろしく引きちぎっている。てっきりスキルの力でゴリラ化していると思っていたけど、実は地力だったのかもしれない。

　背後でドサッと重いものが地面に落ちる音が聞こえたが、私は振り返ることなく走り続けその場をあとにした。

（もうルノーガ様なんか知らない！　いつかメガネのレンズを、一生消えない油性マジックで真っ黒に塗り潰してやるんだからねっ！）





毎朝恒例の餌付けが及ぼす害悪について。






　翌日、いつもならやってくる時間になってもルノーガ様は部屋に現れず。代わりに玄関のチャイムが鳴った。ピンポーンと日本でもお馴染みのあの音がする。この世界は、日本にあるものなら大抵は魔道具という形で存在するのだ。

　こんな早朝の来訪者なんてルノーガ様以外いない。しかし彼ならチャイムは鳴らさず、勝手にテレポートで部屋の中に入ってくる。いったい誰だろうと首を傾げながら扉を開けると。

「おはよーございまーす。あなたがミオさんっすか？　って、あれ？　聞いていた年齢と違うな。……あ、そっか、妹さんか。スミマセン。お姉さんはいますか？　俺、あなたのお姉さんの恋人の弟、ニックっていいます！」

　自称ルノーガ様の弟が現れた。年頃は二十代前半だろうか。私より少し年上くらいだ。明るい金髪に茶色の瞳。スラリとした長身。締まりがない顔で全体的に軽い。つまり、チャラい。

　あの堅物エリート騎士様──今ではすっかり口煩いオカンと化しているルノーガ様の弟とはにわかに信じがたい。

　それに、である。この男がルノーガ様の弟だろうとそうじゃなかろうと、先ほどものすごく失礼な発言をされたのは気のせいじゃない。もうこの時点で会話する気が失せた。今すぐ追い返したい。

「失礼ですが、ルノーガ様と全く似ていませんけど。本当に弟なんですか？」

　わざと冷たく言い放った私へ、自称弟がニヘラと笑った。

「ははは、よく言われるっす！　兄貴は絶世の美女と謳われた元歌姫の母親似、そして俺はごくごく平凡な見た目の父親似。いやぁ～、世の中、不平等っすよね。これでも、結構気にしているんですよ？　俺も母親似だったら、今頃モテモテうはうはライフを送れたのにぃ～」

　本当に気にしているのかどうか怪しい声音で明るく言う自称弟。やっぱり軽い。

　でも、兄弟で比較され他人から似ていないと評されるのは、あまりいい気はしないだろう。先ほどの言葉は失言だったと反省する。追い返す前に、話くらいは聞いてやろう。

「それで、お姉さんのミオさんは今どちらに？」

「ミオは私ですが」

「えっ、でもミオさんは二十歳って言ってましたけどぉっ？」

　自称弟が目を丸くした。視線は私のささやかな胸に釘付け。目は口ほどに物を言う。何を考えているのかが丸わかりだ。

　前言撤回。やっぱりこいつは今すぐ追い返していいだろう。失礼極まりない相手と会話しても疲れるだけだ。

「そうですか。なら、あなたが考えるミオはこの家にはいません。さようなら」

「あ、そんなっ！　ドアを閉めないでくださいよぉぉぉ！」

　開けていた扉を閉じようとすると自称弟がドアをガシッと両手で掴んできたけど、構わずぐぐぐっと力を入れ、体重もかけてドアノブを引く。

「あ、あれっ、やけに力が強いっすね。ちょっ、俺の指が挟まれる！　挟まれるからぁぁあ！」

　何やら喚いているが人の年齢を間違えるような男だ。多少痛い思いをさせても構わないだろう。私のささやかな胸はこの兄弟の失礼な発言でそれ以上に深く傷つき痛んでいるのだから。

　指が挟まる寸前に自称弟が手を離し、どうにか無事に扉を閉じられた。そしてすぐさま施錠し、ついでにドアチェーンもかける。

　ふー、朝は忙しいというのに変な男とのやり取りで時間を無駄にしてしまった。さっさと出勤準備をしないと。そう思い、部屋の中に戻ろうとした時だ。

「もー、容赦ないっすね。女の子がそんな乱暴だとダメっすよー」

　後ろから能天気な声が聞こえた。

　振り返ると、案の定、自称弟がいた。どこにって、鍵をかけたはずの玄関の中に、だ。

　なるほど。ルノーガ様の弟なら、同じスキルを持っていてもおかしくない。顔は全く似ていないものの、どうやら自称ではなく本当に弟のようだ。

「勝手に人の部屋に入らないでください。不法侵入で訴えますよ」

「えー、だってこうしないと俺の話を聞いてくれないじゃないっすか」

　当たり前だ。こうして不法侵入されたあとなら、なおさら話を聞こうと思わない。

「私には話すことはありません。どうぞお引き取りください」

　弟さんの隣を通り過ぎ、さっき閉めたばかりの玄関のドアを開ける。ここから出ていってくれという無言の催促だ。

「いやいやいやちょっと待ってくださいよ。実は兄貴からの預かり物があるんです。はい、これ！」

　満面の笑顔で両手で差し出されたのは紙袋だった。袋からは美味しそうな匂いがしてくる。もしや、これは……。

「兄貴が言ってましたよ。『ミオは毎朝、食料を届けないと朝食抜きで仕事に行くんだ。それで体調を崩して倒れでもしたら、俺は耐えられん！』って。いくらなんでも過保護っすよねぇ」

　うん、毎朝恒例の餌付け用ご飯である。

　弟さんが笑いながらルノーガ様の声真似をするが、私はちっとも笑えない。

　恋人の弟から餌付け用の朝食を自宅まで届けてもらうって、どんな羞恥プレイなの。ダメ人間っぷりがルノーガ様だけではなく、その家族にまで露呈しているのかと思うと背筋に冷たい汗が流れる。おかげでさっきまで膨らんでいた弟さんへの怒りがぷしゅぷしゅと萎しぼみ、代わりに罪悪感と気まずさが生まれた。

「あ、あの。スミマセン」

　思わず謝罪する。あなたのお兄様であるルノーガ様が変なことを頼んでしまってスミマセン。

「いや、全然いいっすよ！　無駄にこき使われるのは悪魔な上司で慣れているんで！」

　にかっと笑って答える弟さん。どうやら兄だけではなく上司にまでこき使われているらしい。ルノーガ様といい、この弟といい、なんて上司に恵まれないのだろう。へらへらとしているけど、案外苦労人なのかもしれない。

「ところで、ルノーガ様はどうしたんですか？」

　餌付けの品は、いつもならルノーガ様が持ってきて無理やり私の口に放り込むものだ。なぜ弟さんが代役になっているんだろう。昨夜のやり取りで気まずいのなら、こういった届け物さえしない気がする。

「それがですね。兄貴、昨夜帰宅したら顎が異常に腫れていて……」

　ん？

「本人は大したことないって言って理由も教えてくれなかったんですけど、子供の頃から神童と謳われ天才的な強さを誇る兄貴が、なんの理由もなくあんな酷いケガを負うはずないんすよね」

　嫌な予感がする。顎のケガってもしかして、昨夜私が放った渾身の右アッパーが原因なんじゃ？

「もしかしたら何か重大な事件に巻き込まれているのかもしれないっす。ミオさん、何か知りませんか？」

　そう言って私を見つめる弟さんの瞳は真剣だ。本気で兄を心配している。

　これは……どう答えるのが正解なの？




「エ、エット……何モ、知リマセン」




　額から大量に冷たい汗を流しつつ、結局私はそう片言で答えていた。

　実際はどうあれ、少なくとも私は見た目だけはか弱い。そんな女から顎を砕かれたと知られるよりも、詳細不明にしたほうがルノーガ様の名誉は守られるだろう。私としても、危険な怪力ゴリラと思われるのは御免こうむりたい。

「そ、それよりも、ルノーガ様の顎は大丈夫でしょうか？」

　慌てて話を逸らすと弟さんが笑った。

「朝一で神殿に行って治療を受けるんで心配ないっすよ。兄貴は必要ないって言ったんですけど、殿下付きの近衛騎士が顎を腫らした酷い顔のまま仕事するわけにはいかないっすからね」

　それはいい判断だ。イケメンが見るも無惨な残念顔になって登城したら、ルノーガ様のファンが卒倒するだろう。しかもその原因が私だと知られたら……刺されるかもしれない。彼のファンに。

　ルノーガ様のファンクラブなるものが存在するのは複雑な気分だけど、お姉様たちの話を聞く限り彼はそういった女性に興味がないみたいだし。こちらは朝食の餌付けに始まり、その他諸々お世話になっている身。特別扱いされている自覚はあるので、あまり気にしないようにしている。

　それよりも、憧れていた相手に突然恋人ができしまったファンクラブの皆さんの心情のほうが心配だ。日本でいえば、推しの熱愛が発覚したようなもの。私だったら瀕死で立ち直れない。そんな時に、続けて大切な顔面が可愛そうになるスキャンダルまで起こったら……命が尽きるかもしれない。

　やっぱり、ルノーガ様の名誉及びファンクラブの皆さんの心と私の身の安全のためにも、顎の件は永久に謎のままでいてもらおう。そう心に誓った私なのだった。





初恋に目覚めた男は厄介極まりない。






「あの、ニックさん、聞きたいんですけど」

　弟さんの訪問で、ちょっとした疑問が生じた。とはいえ私としては死活問題なので、この際に質問しておこう。

「なんですか？」

「ニックさん以外のご家族も、私とルノーガ様の関係を知っているんですか？」

　弟さんがルノーガ様の代理として訪ねて来た時点で生じた疑問だ。弟さんは私を兄の恋人として認知している。なら、ほかの家族はどうだろう。

　私はこの世界を去り日本に帰るかもしれない身。しかもルノーガ様に餌付けされているうえに家事もどっぷりと依存しているダメ人間だ。へらへらした弟さんならともかく、威厳がある──かどうかは知らないけれど──父親や母親にまで存在を知られたくない。

　この国は、基本的に皆恋愛に対して積極的だ。結婚までに複数の交際暦があるのも普通だし、つき合っている段階で家族に彼氏や彼女の報告をする義務もない。だから、いくらルノーガ様といえ、自分の両親にまで恋人の存在を打ち明けているなんてことは……。




「もちろん全員知ってますよ」




　私の中で何かがガラガラと崩れる音がした。なんてこと。先に口止めをしておくべきだった。

　が、後悔しても後の祭り。きっと私は将来有望なエリート騎士様に食料を貢がせ、さらに掃除や洗濯まで押しつけている痛い人間として知られているのだろう。仮に日本にいる実の弟がそんな彼女とつき合っていたら……。

『その彼女、大丈夫？　人として終わってるから、別れたほうがよくない？』

　弟の未来を憂いて、そうアドバイスする。ぐうたら彼女、ダメ、ゼッタイ！

　顔を真っ青にした私には気づかず、弟さんは口元に手のひらを当ててプププと意味ありげに笑った。

「いやぁ、今まで仕事以外興味がありませんって顔をしていた兄貴が、いきなり『女性が喜ぶ食事屋を知っているなら教えてくれ。できるだけ庶民向けがいい。彼女は貴族向けの高級すぎるものは敬遠するだろうからな』だもんなぁ」

　確かにルノーガ様が連れていってくれるお店は、どこも平民の私が入りやすいところだった。てっきり騎士仲間たち──騎士の中には平民出も多い──とのつき合いで知ったものと思っていたけど、そうじゃなかったらしい。

「それだけじゃないっすよ。屋敷のメイドたちに掃除や洗濯、料理の仕方まで習い出すんだもん。女ができたって気づかないほうがおかしいっすよ。家族どころか使用人も含めて屋敷中の人間がミオさんの存在を知っています」

　貴族の坊ちゃんが、なんで掃除や洗濯ができるのかずっと疑問だった。その謎が今解き明かされた。正直、一生謎のままであって欲しかった。

「まぁ、私のためにそこまで……！」というジーンとした感動も出てこなくもない。でも、それ以上にお貴族様に家事の真似事なんてさせている事実が居たたまれない。そんな女に対する家族の皆さんの反応はどうだろう。怒り狂っていないかな？

「え、えっと、それで、皆さんはそのことに対してどう思っているんですか？」

　私の問いに、弟さんがへらりと笑った。




「大喜びですよ？」




　そんなバカな。大切な息子が、どこの馬の骨かもわからない彼女にこき使われるのを喜ぶ家族がいるはずない。そんなの、あり得ない。

　疑う私に、弟さんが楽しそうに言葉を続けた。

「うちの家系って恋愛結婚至上主義なんですけど、兄貴が全く女性に興味を示さないから一生独身じゃないかって皆心配してたんすよ」

　いや、待って欲しい。この世界の貴族の結婚観はよくわからないけど、家系が恋愛結婚至上主義ってなんだそれ。初めて聞いたぞ。貴族がそんな色ボケでいいのか。

「だから使用人総出で張りきってイロイロとアドバイスしてましたよ。兄貴は元々なんでもこなせるタイプですからね。すぐにマスターして、今では掃除洗濯に関して右に出る者はいないくらいですよ」

　いや確かに荒れに荒れまくっていた我が家が、ルノーガ様の掃除で見違えるようにキレイになったけど。洗濯も仕上がりはシワ一つなく、クリーニングに出したのかと疑うくらい完璧だったけど。そんなところまで家事を極めて、彼はどこへ向かっているのだろうか。思わず遠い場所に視線を送ってしまう。

「そ、それは……なんというか、スミマセン」

　今度ばかりは心から謝罪した。貴族令息を掃除洗濯のプロにさせてスミマセン。そうさせた私の罪は重い……気がする。

「え、なんで謝るんすか？」

「いや、お貴族様のお兄様に庶民の（しかもオカンの）ような真似事をさせてしまって、申し訳なく」

　冷や汗を垂らしながら、段々と頭部が下がっていく。罪悪感でできた岩が、頭の上に乗っかっている気分だ。

　そんな私に、弟さんが顔の横で人差し指をグルグル回しながら言葉を続けた。

「……朝五時三十分起床。三十分のジョギングのあとに、これまた三十分の素振り。シャワーを浴びて七時から朝食。食後に計四社から発行されている新聞に目を通す。そのあと身支度を整え屋敷を出て、始業一時間前の八時には登城する」

「あの、なんの話で？」

「兄貴の毎朝のルーティーンですよ」

　ああ、生真面目なルノーガ様ですものね。毎日決めた時間に決めたことをするというのは容易に想像できる。でも、ここ一カ月程度は私の家に寄っているから登城時間がギリギリになっている。ルノーガ様の毎朝のルーティーンまで乱してしまい、なおさら申し訳ない。

「俺は兄貴が仕事以外の理由でこの習慣を変更しているのを見たことがなかったっす」

　ええ、そうでしょうとも。堅物ですからね。メガネをクイっとさせながら毎日同じことを繰り返しているイメージだ。重かった頭を再度持ち上げて、両腕を組みながらうんうんと頷く。

「それこそ兄貴が学園に通っている時から十五年以上ずっとですよ」

　…………ん？

　相槌を打つように縦に振っていた頭がピタリと止まった。

　またまた、いくらなんでもそんなこと……。

「大袈裟だと思いますか？　全然そんなことないっすよ。俺は子供の頃、兄貴は魔道具で動く精巧な人形なんじゃないかと疑っていた時期がありましたもん。ちなみに学園時代は授業開始の一時間前には教室に着いていましたね。それから、朝だけではなく、帰宅後の行動も毎日同じでした」

　弟さんがすっと声を低くして言葉を続けた。大真面目な顔でぐっとこちらに顔面を近づける。顔が近くて、ちょっと気持ち悪い。パーソナルスペースを保ちたくて二歩ほど後ずさった。

　さて、もう一度繰り返すが、ルノーガ様はここ一カ月、朝は私の家に押しかけてきていた。仕事後だってほぼ一緒に過ごしている。

　過去十五年以上、一度も変えることなく、バカ真面目に繰り返していた習慣を崩してまで私と一緒にいるのを選んだのだ。この行動が意味するのは……。

　弟さんが私の頭の中を引き継ぐように言葉を続けた。茶色の瞳を柔らかく緩める。




「初恋、なんですよ。ものすごく大切なんです、あなたのことが」




　ああ、ついに言われてしまった。

　ルノーガ様が私を好いてくれているのは知っていた。告白だってされたし、現在進行形でつき合っている。ただ私に興味を持ったのは匂いが気に入ったのと、あとは私が彼の周りにいなかったタイプで、稀有な存在に好奇心をくすぐられたからだと思っていた。

　日本に帰れるのを喜んでくれているくらいに、ちょっと軽い気持ちでつき合っている程度で、私がいなくなったら簡単に諦められる。そのくらいの存在なのだと、そう思っていたのに。

「二十七の男が何やってんだって感じなんすけど。兄貴はそれこそ誰かを好きになるのも、つき合うのも全部初めてで手探り状態なんです。テンパって空回ることも多いと思うんすけど、ミオさんへの気持ちは絶対に本物なんで。信じてあげてください」

　情けないことに、言葉が喉に詰まって出てこない。下を向き黙りこくった私に、弟さんが私の顔を覗き込んで晴れやかに笑った。




「ミオさん、めっちゃ顔赤いっすよ？」




　煩い。自分でもわかっているから、指摘しないで欲しい。

　隠すように両手で顔を覆うと、触れた頬がやけに熱かった。





私だってたまにはトキメキたい。






「ルノーガ様！」

「ミオ、なぜここに？」

　顎の治療を終えたらしいルノーガ様が、厳かな石造りの神殿から出てきたところで声をかけてきた。私が出迎えたのは予想外だったらしい。メガネのレンズ越しに目を瞬かせている。

「ニックさんに送ってもらいました」

　弟さんの話を聞いたあと、居ても立ってもいられなくなって頼んだのだ。『未来の姉上の頼みですもん。断るわけにはいかないっす』、そう笑った弟さんの顔はどことなくルノーガ様と似ていた。

　まぁ、私が未来の姉になるかどうかは不明だけど、そこはあえて指摘しないでおいた。何事もうやむやにしていたほうがいい場合がある。

「顎のケガは大丈夫ですか？」

　言いたいことはほかにもある。でも、まずは傷の具合を確認するのが先。見た目だけならいつもどおり。大変整ったご尊顔には傷一つ見当たらない。

「ああ。神官に治療してもらったからな。問題ない。そもそも治療が必要なほどのケガでもなかったしな」

「よかったです。その、スミマセン。私が殴」

　殴り飛ばしたばっかりに。

　そう言おうと思ったら、ルノーガ様が音速で口を挟んできた。

「顎の傷は俺が自分で転倒してできたものだ」

　どうでもいいが顔が近い。そういえば、弟さんも顔が近かった。この兄弟は喋る時に顔を相手に近づける癖でもあるのかな。威圧感が増すのでやめて欲しいんだけど。

「いえ、昨夜は確かに私がルノーガ様を右アッパーで殴」

「いいか、俺がか弱い女性に殴り飛ばされるわけがない！　あれは、俺が、自分で、転けたんだ！」

　両手をブルブル震わせながら、そう主張するルノーガ様。どうやら私に殴り飛ばされた過去は忘却の彼方に追いやりたいらしい。全く、お貴族様のプライドは面倒だ。

　が、私としても仮にも屈強らしい近衛騎士様をゴリラな力で殴り飛ばしたなんて記憶は消し去りたい。

「わかりました。ルノーガ様が、何もないところで惨め極まりなく転けて、自分で粉砕した顎の傷も大丈夫なようでよかったです」

「……もう少しほかに言い方はないのか？」

　メガネの奥で青い瞳がジトーっと私を見下ろす。こちらは希望どおりに記憶を改ざんしてあげているのに。何が気に食わないの？

「でしたら、ルノーガ様がドジっ子ぶりを遺憾なく発揮し、見るも無残に負った情けない顎の傷も完治したようでよかったです」

　私の言葉にルノーガ様がわかりやすく鼻白はなじろんだ。口の端もピクピクと引きつらせている。

「君、わざとだろ。そうやって俺で遊んでいるだろ。悪意しか感じんぞ」

「はて、なんのことでしょう？」

「あー、もういい。君と話していると、時々自分がものすごくバカなんじゃないかと思えてくる」

　私がすっとぼけるとルノーガ様が大きなため息を吐いた。それからメガネを中指でクイッと押し上げる。

「それで、ミオはどうしてここに来たんだ？　まさかわざわざ仕事前に俺をからかいに来たとは言わないよな？」

　そうだった。ルノーガ様で遊ぶのが面白くて本来の目的を忘れていた。顎のケガが心配だったというのもあるけれど、伝えたかったのはもっと別のこと。

　すーはーと心の中だけで深呼吸し、隣を見上げた。




「私、ルノーガ様が好きです」




　並んで歩きながら言うと、ピシリとルノーガ様が固まった。余ほどビックリしたらしい。口をあんぐりと開けたまま硬直している。ツンツンと突いても動かない。気にせず言葉を続けることにしよう。

「えっと、前から好きは好きだったのですが。なんと言いますか、今朝、弟さんにルノーガ様の話を聞いて。ああ、やっぱり好きだなぁと自覚しました。ただ、ほら、私、もしかしたら日本に……元いた世界に戻るかもしれないじゃないですか。正直、自分でも帰りたいのか、ここに残りたいのか、わからないんです」

　ここまで話す頃には、石化していたルノーガ様は元に戻っていた。眉間にシワを刻んで、難しい顔を作り言葉の続きを待っている。

「それで、大変身勝手な言い分ではあるのですが……私の中で答えが出るまで、今までどおりのお試しで軽くつき合っている関係でいてもらえたらな、と思いまして」

　我ながらズルいと思う。彼が私に向ける愛情は重い。それをわかっていながら、こんな頼み事をしている。

　最終的に気持ちに応えられるかわからない。それなら早く彼を解放してあげるべきだろう。私がしていることは、自分のワガママでルノーガ様を縛りつけているだけだ。

「一カ月後に花降祭があります。祭りが終わるまでには、必ず答えを出します。それまででいいんです。それまで……期間限定の恋人になってもらえないでしょうか？」

　日本に戻るのか。戻らないのか。私の中で答えが出ていない。だからといって、いつまでも悩み続けていい問題でもない。ここで生きていくにしろ、戻るにしろ。宙ぶらりんなままではダメだ。

「…………」

　ルノーガ様は考え込むように沈黙している。シンとした空気の中で、形がいい唇から返答が出るのをじっと待つ。

（いっそ振ってくれたら、いいのに）

　いくらなんでも身勝手がすぎるというのは私だってわかっている。こんなズルい女につき合う必要はない。呆れ果て幻滅して、それで振ってくれたらいい。

　そうすれば私は、胸の痛みと共に迷わず日本へ戻れるだろう。

「俺は君に元の世界に戻ったほうがいいと言った」

　沈黙に耐えきれずうつむいた私に、ルノーガ様が硬い声を出した。いつもより低い声に身体が強張る。

「はい、聞きました」

「その考えは今も変わらない。君が……ミオがこの世界で苦労するよりも、元の世界に戻ったほうが安心して暮らせるんじゃないかと。そう思っている」

　それはどうだろうか。確かに日本はここよりは治安がいいし、選びさえしなければ仕事も住む場所も簡単に見つかる。いざとなれば最終手段で頼れる両親もいる。

　でも、そうやって最低限の生活が保障される暮らしが、果たして本当に幸せなのだろうか。

　日本には少ないながらに大切な繋がりがある。まず、育ててくれた親だ。本来ならこれから社会に出て、働いたお金で親孝行するつもりだった。弟だってムカつく時もあったけど、私にとって愛すべき家族で幸せになって欲しいと願っていた。そして気の合う友達。くだらない話から重要な悩み事まで、なんでも話せる友達はかけがえのない存在だった。

　でも、たった半年間過ごしただけでも、この世界にだって大切にしたい縁ができた。マッサージ店コレットのシオンお姉様たちはもちろんだし、私を信頼して通ってくれるお客さん。そして何より……ルノーガ様がいる。

　以前の世界の縁と今の世界の縁。どちらを切り捨てるかなんて、簡単には決められない。

「しかし、これは俺の考えだ。思いやっているつもりで、ミオの気持ちを考慮していなかったと、そう反省している」

　ルノーガ様がふと目元を緩めた。私の迷いも戸惑いも全て包み込んでくれるように、柔らかな声を出す。




「だから、ミオの好きにするといい。俺はいつだって、君が君らしく生きるのを応援したいのだから」




　私の瞳をまっすぐ見つめながら、そんなことを言ってくる。

　この人の言葉は時々ストレートすぎて、どうしていいのかわからなくなる。すっと私の中に入り込み、硬く凝り固まっていた心を解していくのだから。

「ルノーガ様は、私を甘やかしすぎです。そんなんだと、いつか足元をすくわれますよ」

「好いた女性を甘やかしたうえで陥る窮地なら、それはそれで悪くない。どんな結果になろうとも、俺は決して後悔しないだろう」

「またそうやって甘やかす。でも……ありがとう、ございます」

　顔が熱い。なぜここまで顔に熱が集まるのか。どうも今朝から、ルノーガ様のことを考えていると、自分の感情を調整できなくなる。

　誤魔化すようにうつむいた私の頬に、大きな手が触れた。表面の熱を確かめるようにサラリと撫でる。

「まいったな。このままどこか遠くへ君を連れ去りたい」

　顔を耳元に寄せ、低い声でそう囁かれた。

　すでに赤かっただろう私の顔が、ますます赤みを増す。きっとまるで日本のポストのように、全身どこもかしこも朱く染まっている。

「あ、あのっ」

　距離が近いです。離れてください。

　そう言おうと思ったのだけど、先手を打たれた。頬を撫でていた手が顎まで滑り落ち、そっと上を向かされる。

「男の前でその顔は危険だ。抑えが効かなくなる」

　端正に整った顔が段々と近づいてくるのを、私はただ潤んだ瞳で見上げているだけだった。





女神様からいただいたスキルがアップを始めたようです。






　眼前に迫りくるルノーガ様の麗しいご尊顔。形がキレイな唇がとてもセクシーだ。

（このままだとキスされちゃう）

　ここは神殿の前。朝早くとはいえ、人の往来だってある。

　どうもこの国の住人は人前でのスキンシップにあまり抵抗はないようで、街中でも恋人同士が手を絡ませチュッチュッしているのはよく見る光景だ。ここで私たちが接吻したところで、ルノーガ様のファンでもいない限り誰も気にしないだろう。

　が、こちとら恥の文化が根付いている大和撫子。人前で堂々とイチャイチャするような図太い神経は持ち合わせていない。

　どうすればこの状況から逃げられるか頭を高速回転させつつアタフタしていた、まさにその時だ。

　唐突に私の足元でつむじ風が巻き起こった。

　しかも、かなり強烈なヤツ。

　本日は快晴。空には雲一つなく、時々頬を掠める微風そよかぜが心地いい絶好の洗濯日和。こんな時に突如として集中的に吹き荒れる暴風。どう考えてもおかしい。

　これはおそらくあれだ。私たちちっぽけな人間ではどうすることもできない超常現象が起こっている感じだ。つまり、このつむじ風で何が起こるのかというと……。




「きゃぁぁぁああああああああ！」




　案の定、スカートがめくれ上がった。チラッとパンツが見える可愛らしいものではない。大事なところがガッツリ丸見え。慌てて前を押さえようとしても、風が強すぎてうまくいかない。

（なんでこんな時はゴリラな力が発揮できないのよぉ！）

　ルノーガ様を殴り飛ばしたり服を引きちぎったりした時には怪力化していたのに、こんなたかだが自然現象──と言っていいのか謎だけど──に太刀打ちできないなんて理不尽すぎる。

　が、あとから思えば、この時はまだマシだった。公衆の面前でスカート全開になりパンツ大公開という醜態だけど、それでもまだいいほうだったのだ。

　私の本日の下着は両サイドを細いヒモで結ぶデザイン。ちなみに市場のタイムセールで十枚セット三百ガロ［＊注　一ガロ＝一円］という破格の値段で購入した。色は薄いイエロー。

　つむじ風が巻き起こった直後だった。きつく結んでいたはずのサイドのヒモが、なぜかスルリと外れた。片方だけではない。両サイドともだ。

　突然ガードがなくなりスースーする下半身。

「ミオ、大じょ……っつ！」

　暴風から腕で目元を庇っていたルノーガ様がこちらを見たとたん、石像のようにピシリと固まった。おそらく「ミオ、大丈夫か？」と尋ねようとしたんだと思う。しかし、予想外のものを目にして、言葉を失っている。

（誰か…………私を殴って気絶させてくれ！）

　いや、落ち着こう私。こんな時に慌てふためくのはよくない。却かえって状況が悪い方向に進んでしまう。冷静になって今置かれている状況を確認してみよう。

　その結果が以下のとおり。





・私の股間から滑り落ち、風に煽られひらひらと宙へ舞い上がる黄色いヒモパン。

・スカート全開で金剛力士像のように仁王立ちする私。

・やたらとスースーする下半身。

・目の前でピシリと固まるルノーガ様。よく見ると鼻血のオプション付き。






　異世界の地で、変態露出痴女の爆誕だ。

　さようなら、私の慎ましく穏やかな人生。こんにちは、変態露出痴女として謗そしりを受ける人生。私はそんな辛い日々にも負けず、強く生きていきます。

（もうお嫁に行けない。というか、このスキル捨てたい）

　前にも思ったが、ラッキースケベというのはもっとドキドキキュンキュンするものじゃないの？　何が悲しくて公衆の面前でノー・パンツな股を曝け出さないとなんだ。女神様に聞きたい。こんな仕打ちを受けねばならないほど、前世の私は悪徳の限りを重ねましたか、と。

　王城でバナナを丸出しにしたうえに進化させてしまったルノーガ様よりはいいかもしれないけど、嫁入り前の娘が往来で下半身丸出しって公開処刑もいいところだ。社会的に死んだも同然だ。

　青ざめた顔で周りを見渡してみると、近くにいた男性が咳き込んでいる。

「ごほっ、ごほっ、今の風はなんだったんだ？」

「うぅっ、土埃が目に入って前が見えない」

　ほかの人々も似たような感じだ。

　どうやら周りの人々は風と土埃で何も見えていなかったみたい。つまり私のプライベートゾーンを目撃したのはルノーガ様ただ一人。

　おかげで助かったけど、ビックリするようなご都合主義だ。これもスキルの力なのかもしれない。有能なのか、そうでないのか悩みどころである。

「ミオっ、俺に掴まれっ！」

　スキルにげんなりしつつある意味感心していると、ルノーガ様が私を片腕で抱き寄せた。

　背中からお尻に向け伸ばされた逞しい腕と、ピッタリと合わさった前半身のおかげで、めくれていたスカートがやっと収まる。た、助かった～。

　この触れ方はテレポートする時のやり方だ。一刻も早くこの場を立ち去りたいのは私も同じ。素直に大きな背中に手を伸ばし、しっかりとしがみついた。

　私が力を込めたのを確認したのちルノーガ様が地面を蹴った。高くジャンプし、片手で宙を舞っていたヒモパンをキャッチ。そのままテレポートを使う。ぐにゃりと景色が歪み、瞬時に違う場所へと移動したのだが。

　まさかこのあとに本当のピンチが待ち受けていただなんて、いったい誰が予想できただろうか。




＊＊＊




　ルノーガ様が飛んだ先は私の部屋だった。ノーパン姿の私を避難させパンツを履かせるのに、これ以上適した場所はない。

　問題は、ルノーガ様が着地した床になぜかバナナの皮が落ちていた点だ。このバナナには見覚えがある。今朝、弟さんが持ってきた紙袋に入っていた。ルノーガ様が私の餌付けのために準備した朝食だろう。

　で、教会に移動する前に口に無理やり放り込まれた残骸だ。弟さん曰く『ミオさんが渋るようなら問答無用で口に食べ物を詰め込めって言われているんで。悪く思わないでくださいね』とのことだった。そこでなぜバナナをチョイスしたのか謎だが、とにかく今朝私はバナナを食べた。ただ皮はゴミ箱の中に捨てたはずなのに、なぜここに？

　と、そんな疑問が浮かぶ。おそらく、そこはまぁ、スキルの力で何かよくわからない現象が起こったのだろう。ネズミが運んだとか。

　と、前置きが長くなったけど、そんなわけでバナナの皮の上に着地したルノーガ様。そのあとの展開は全コメディ系漫画のお約束である。

「ぐっ！」

「きゃぁぁぁああああ！」

　もし滑ったのがルノーガ様だけだったら、驚異的身体能力で難を逃れられたかもしれない。しかし、私がしがみついていたのだ。さすがのルノーガ様もバランスを崩して倒れてしまった。

　そこから何がどうなったのかは、例によって意味不明なのだけど。




「いやぁあああああ、そんなところを舐めないでくださいぃぃぃいい！」

「フガ、フガフフガフガフガフガッ！」［＊注　いや、これは不可抗力だっ！］




　私はノーパンのまま、ルノーガ様の顔面に座り込んでいた。





調子に乗ったルノーガ様もアップを始めたようです。






　スカートの中で、ノーガードな股間を顔面に押しつけられているルノーガ様。

　いけない、とんだ大事故の勃発だ。

　慌てて飛びのこうとしたところで、違和感に気がついた。

（ん？　足が動かない）

　なぜか大きな手が、私の両膝辺りを下から掴んでいる。おかげで一歩も動けない。

「ルノーガ様、手を離してください」

　さすがに生陰部を麗しい顔面に押しつけ続けるわけにはいかない。場所が場所だし、メガネだって心配だ。せめて密着だけでも回避しようと、どうにか頑張って膝立ちにはなってみた。

　が、これはこれでルノーガ様の顔の真上に跨っている状態。ずばり、何も身につけていない秘所が丸見え。恥ずかしすぎる。

　私が羞恥で悶えていると、スカートの中からくぐもった声が聞こえてきた。

「ミオ。俺は君から股間を顔に押しつけられるのは、これで二回目だ」

　言われて思い返してみる。

　一回目は王城で出逢った時だった。あの時はまだパンツ越しでマシだった。しかし、今回は遮るものなしに直に触れてしまった。嫌すぎる二回目だ。

「そして俺の人生において、女性から股間を顔に押しつけられたのも……これまた二回目になる」

　それはそうだ。セックスでもしない限り、人生の中でそうそう顔面に異性の陰部が乗っかってくる事象は起こらない。ルノーガ様は二十七歳にして、いまだに童て──いや、数々のアマゾネスからの誘惑を退けてきた誇るべき騎士。このままあと三年ほど待てば魔法使いにジョブチェンジできるだろう。魔法も使える騎士様か、それはそれでカッコいいかもしれない。

　と、話が逸れたが、つまりセックスでもないのに陰部を顔面に押しつけられるなんてバカらしい出来事は、それこそ女神様から与えられたふざけたスキルでもない限り起こるはずない。

「こんなことが短期間に二度も起こるのは、いくらなんでも不自然だ」

　ルノーガ様がそう思うのも自然な流れ。うんうん、それだけあなたの世界の女神様って頭おかしいよね。と頷いていた私に、彼が問題となる発言をかましやがった。




「思うにこれは、俺たちが運命で結ばれているからじゃなかろうか？」




（なん……ですってっ？）

　スキル【運命の相手とラッキースケベが起こる】のせいで起こっている現象なので、ある意味正解と言えなくもないけど。よくもアラサーの男から、そんな恥ずかしい発想が出たものだ。

（もしやルノーガ様……）

　ゴクリと喉が鳴る。

　涼しげなメガネキャラなので、てっきり頭脳派だと思っていたのに。どうやらおバカな脳筋──いやお花畑な恋愛脳の持ち主だったらしい。そういえば、過去の言動でも恋愛脳な片鱗が垣間かいま見えていた。

「だとすると、不可解だったミオの不幸体質にも納得がいく。俺と結ばれるためにハプニングが起こっていたんだ、と」

　いやいやいやいや、確かにあり得ない頻度で転倒したり、水が飛んできたりしていたけど。

　ただのスキルの力だからね。いや、そもそもこのとんでもスキルを与えたのは、あのふざけた女神様だ。ただ単にあの女神様が私たちにエッチなことをさせたいだけな気がする。

　でも、これをどうやって説明したらいいの？

　悶々と悩んでいる間にも、恋愛脳らしかったルノーガ様がヒートアップしていく。

「だとすると、これからも似たような事象が起こると予想される。今までは俺が止めてきたが……流れに逆らわず、あるがままを受け入れたほうがいいんじゃないだろうか？」

　これを聞いて慌てたのは私だ。まだ私が処女を守れているのは、ルノーガ様がエッチなハプニングから守ってくれているところが大きい。もし、それがなくなったら、あの女神様の思惑どおり十八禁展開まで待ったなしだ！

　いや、別にルノーガ様とイタスのは嫌じゃない。それで普通に処女喪失するのはＯＫだ。が、ラッキースケベのせいでイタスとなると、どんなマニアックな状況が待っているかわかったものじゃない。

「違います！　変なハプニングが起こっていたのは、女神様からもらった私のスキルのせいなんですぅっ！」

　思わずそう叫んだあと、すぐに己の浅はかさを後悔した。




「ほぉ」




　下からやけに低い声が聞こえてきたからだ。おそるおそる見やると、いつの間にか私のスカートから顔を半分出して、ルノーガ様が突き刺すような視線でこちらを見ていた。

「詳しく説明してもらおうか」

　メガネが鋭くギラついている。

（……謀られた！）

　そう気づいた時はもう遅い。おそらくルノーガ様もラッキースケベが起こる原因を薄々感じていたのだろう。で、私から事実関係を聞き出すために、かまをかけたのだ。なんて陰険なやり方！

「え、えっと……あの、今のはですね、えーと……」

「どうしたんだ、ミオ？　君らしくない。目が泳ぎまくっているぞ」

「……そういうルノーガ様は随分と楽しそうですね」

「ああ、楽しいとも。自分でも意外なのだが、君を追い詰めるのは……想像以上に心が躍る」

　それって人格的にどうなの？

　私が頬を引きつらせていると、なぜかルノーガ様が片手でメガネを外した。どうやら彼は触れた物だけを瞬間移動させることもできるらしい。持っていたメガネが消えたかと思うと、ベッドのヘッドボードの上に移動した。

「なんでメガネを外すんですかぁ！」

「メガネがあると邪魔だからな」

「な、なんの邪魔になるんですか……？」

　こわごわと聞いた私にルノーガ様がニッコリと笑う。美丈夫の笑顔、迫力があって怖い。

　なぜか質問には答えずにまたスカートの中に潜っていくルノーガ様。大きな両手を後ろ側から回り込ませ、私の太ももをガッチリと押さえ込んでいる。

　おかげでその場で座り込むような体勢に変えさせられてしまった。つまり、彼の麗しい顔面に股間を押しつけている状態だ。

　すぐさま秘所に生暖かく湿った感触がした。

「きゃぁぁぁああ！」

　割れ目に沿って、ぬるぬると濡れた何かが往復する。秘裂を割り開き、泥濘の奥まで潜り込もうとするものの正体なんて、考えるまでもない。

「ルノーガ様、そんな場所……ひゃぁ……な、舐めないでください」

　慌てて腰を浮かせようとしても、太ももを押さえつけている逞しい両手は少しも力を緩めてくれない。

「やめて欲しかったら、俺に隠している秘密を洗いざらい白状することだ」

　ついには生温かい舌が膣内にまで侵入し、敏感な粘膜をまるでキャンディーでも味わうかのようにベロリ、ベロリと舐め回し始めた。

「……あぁっ……やぁん……ふぁっ……」

「ミオ、そこから時計が見えるか？」

　下から迫せり上がってくる快感に耐え、壁にかかっている安物の時計に目を向け驚く。始業開始まであと十五分しかないじゃないか。

「早く観念したほうがいい。遅刻なんてしたくないだろう？」

「そんな……んっ……ルノーガ様が……っあ……やめたら、いいじゃない……ですかぁ……」

　簡単な話だ。今すぐルノーガ様が私を解放すればいい。そうすれば遅刻はしない。

「それはできない。俺はこの不思議な現象がなぜ起こるのか、原因が知りたいんだ」

「ルノーガ様も……ふぅん……遅刻しますよ……ふぁん」

　そうだ。私が遅刻すれば、セットで彼まで遅刻する。根が真面目な彼のことだ。いくらなんでも私もろとも仕事に遅れるなんて選択をするはずな……。

「レオルド様に言わせると、俺は真面目すぎるらしい。以前から『たまには女遊びの一つにでも溺れて遅刻くらいしてみせたらどうだ？』とリクエストされていた。上司の願いに応えるのも部下の務めだろう」

　ダメだ、この人。頭の中がおかしくなっている。しかも、だ。私の太ももをホールドしていた手が一本外れたと思ったら、太い指でくにくにと花芽をこね始めた。

　反射的に腰を引いて逃げようとしても、ルノーガ様は残った片手のみでも余裕で私の動きを封じてしまう。全然逃げられない。

「ひゃぁ……そこぉ……や、いやぁっ……」

　膣内を生温い舌でぬるりと舐められ、外側の尖ったところを甘蜜を絡めた指で執拗に苛まれる。内側と外側の異なる刺激で、否が応でも腰が揺れてくる。こんなの嫌なのに、止められない。

「わかっているだろ？　嫌なら君がするべきことは一つだけだ」

　花芯を押し潰す指の力が強くなる。左右に揺らされながら弄られ、舌の動きと合わさってピチャピチャと淫靡な音が耳に届く。急激に快感が高まり、もう弾ける寸前だ。あと一秒でもこれを続けられたら、私は……。

「あ、あぁっ……っあ、あぁあああっ、イキましたっ。もうイキましたからぁっ」

　ビクビクと腰を震わせ、絶頂を迎えた。なのに、おかしい。ルノーガ様の動きが止まらない。依然として私の弱いところをいじくり回している。

　一度達したことで感度が増し敏感になっているところを休まず摩られるのだから、たまらない。本当に手と口を止めて欲しくて、必死に懇願する。

「ルノーガ様、もうやめっ。お願いです、やめてくださいっ」

「君が達したらやめるなんて一言も言っていない。やめて欲しかったら、君の秘密を話すことだ。なぜ俺たちの間でだけ、こう何度も何度も不思議な現象が起こるんだ？」

　スカートの中から冷静な声が返ってきて、泣きそうになる。もう限界なのに。二回目であっという間に山頂付近まで登り詰めさせられているのに。これ以上続けられると、本当に壊れてしまう。

「ひゃぁん、あ、あぁっ……い、言います！　正直に話しますから、もう許してくださいっ！」

　結局、始業時間ぎりぎりで白旗を上げたのは私で。

　これまで隠していたスキルについて、知っている内容を洗いざらい話す羽目になった。





どうして、こうなった。






　スキルについてルノーガ様に正直に打ち明けてから一週間。

「きゃぁぁああああ！　ルノーガ様、何をするんですかっ！」

「それは俺のセリフだ。君が俺の胸に飛び込んできたんだろ？」

　今の私たちの状況は、例によってよくわからない力で躓いた私がルノーガ様の雄ッパイに顔面ダイブしたところだ。「ギャグ漫画かっ！」とツッコミたくなるような軌道を描いて飛び込んだ私を、見事な胸筋で正面から受け止めるルノーガ様。

　と、そこまではいいのだけれど。そのあとに、なぜか大きな手が私のお尻の肉をむんずと掴んだ。気持ちよさそうに、もみもみと揉みしだいている。

「こういった時、これまでは普通に支えてくれるだけだったじゃないですか。王城で転けた時なんかは、うまく対処しているじゃないですか。なのに、なんで夜の私の部屋限定でわざと避けないんですか。お尻を揉むんですか！」

「さてな。女神様のスキルのすることだ。俺にはわからん」

　メガネをキラリと光らせながら、いけしゃあしゃあと宣のたまうルノーガ様。しかもその間、お尻を揉む手も止まらない。堅物設定はどこに置いてきたんだ。

　いや、私だってルノーガ様が好きなんだから、別に大人なアレコレをするのはやぶさかでない。

　でも、こういったことには雰囲気というものが重要なんじゃないかと思う。もっとこう、ロマンチックな雰囲気の中で事に及びたい。我ながら乙女チックな思考だと思うが、これでも処女。少しくらい初めてに夢を見てもいいじゃないか。

　そんなことを考えていると、不埒な手の動きがさらに大胆になってきた。薄いお尻の肉を左右に開くように持ち上げながら、指が中央に向かって下りていく。

「あ、ちょっと、本当にそれ以上は」

　私が身を強張らせたというのに、手の動きは止まらない。じわじわと目的地に向かい這っていく。

「やっ、ダ、ダメですっ」

　そろそろ本気で抵抗しないとマズイ。両手を突っぱね距離を取ろうとするが、私の抵抗なんてルノーガ様からしたら蟻の力にも満たないのだろう。しっかりと筋肉がついた肉体は一寸たりとも動じない。

「ひゃぁあああん」

　ついには筋張った手が目的地までたどり着いた。

　下着越しに秘部を撫でられ腰が跳ねた。クチャリと濡れた音がして、私の興奮を知らせてくるのが嫌になる。ルノーガ様も気づいているのだろう。力を増した指が無遠慮にショーツの上から割れ目をなぞった。

　恋人同士が抱き合うような格好で、いったい私たちは何をしているのか。遠い目をして呆れている間に、下着の中に指が入り込んできた。

　もう、こちらはフリではなく本当に嫌だと言っているのに。なんでやめてくれないの！　……ホント、出逢ったばかりの優しくてイケメンで堅物なエリート騎士様はどこにいったんだ。こんなの、もうルノーガ様じゃない。エロくてスケベで変態なルノーガ様。大幅に略してエローガ様で充分だ。




「エローガ様。それ以上したら本気で殴りますよ？」




　乙女らしからぬドスの効いた声で脅しをかけると、ルノーガ様──いや、エローガ様が不満気な声を出した。

「…………もしかして、今のは俺のことか？」

　頬がピクピクと引きつっている。うん、やはりルノーガ様はこういった表情のほうが似合っている。

「はい。この場にいるのは、私を除いたら一人だけですからね」

「人の名前を勝手に改名するな」

「いや、でもピッタリじゃないですか。我ながらナイスなネーミングだと、自分で自分を褒めたいくらいです」

「どこがだ！　だいたい俺はエロくない！」

　私のお尻をモミモミと揉みながら、よくもそんな戯言を堂々と吠えられるものだ。羞恥心というものはないのか。見事なまでの厚顔ぶりに逆に感心してしまう。

「…………」

　ジドーと無言で腐ったナメクジでも見るかのような視線を向けると、ルノーガ様が心外だとでも言いたげに眉根を寄せた。

「なんだ、その目は？」

「ご自分の両手がどこにあるとお思いで？」

「君の尻だな」

「エローガ様じゃないですか」

「バカを言え。好きな女性の尻を触りたいと思うのは、成人男性なら誰もが抱く一般的な欲求だ。ゆえに、俺はエロくない」

　そんな理論が本気で通じると思っているの？

　どうもこの頃、ルノーガ様のＩＱが著しく低下しているように思う。たぶん、今の知能指数は三くらいだろう。

「知らないようなのでお教えしますが、同意なく相手のプライベート部分を触る行為は犯罪です」

「そうか。俺からしたら、君は本気で嫌がっていないように見える。つまり、これは同意のうえの行為であり、断じて犯罪ではない」

　力強く言い張るルノーガ様。おそらく何を言っても無駄だろう。よくわからない理屈をこれ見よがしに振りかざし、こちらの意見を強引にぶった切るつもりだ。

　仏の顔も三度までと言うが。さすがの私でも頬が引きつるのを抑えられない。

　うん、もうこれは……全力で抵抗しても差し支えない。断固として拒否するぞ！

「そういった利他の心を大切にしない主観的な考えが犯罪を招くんです！」

　毛を逆立てた猫のように持てる限りの力で逃れようと、全力で両手両足をジタバタさせて藻掻く私。

「おい、ミオ。やめろ。そんなに暴れると……うわっ！」

　その時、またしても女神様の見えざる手が動いたのかもしれない。ジタバタさせた私の足にルノーガ様の長い足が絡まり、もつれるようにして転けてしまう。

　元々格安物件の狭い部屋だ。家具と家具の間が狭い。私たちは揃ってベッドの上に倒れ込んだ。二人が立っていた位置からベッドにダイブするには若干距離が開きすぎているけど、そこら辺を今さらツッコム気はない。

　さて、仰向けに寝転んだ私と、その上に覆い被さるようにして倒れているルノーガ様。彼の大きな手が守るように私の頭と腰の下に添えられている。

「ミオ」

　耳元で低く掠れた声が私の名を呼んだ。

　慰めるように優しい声を出すものだから、胸の鼓動が速くなる。

「ケガはないか？」

　この声を聞くと、先ほどのように抵抗する気にはなれない。

「はい。ルノーガ様が支えてくれたので、大丈夫でした」

　なんだかんだ言って彼は優しい。スキルの力で転んだ時は、毎回私が傷つかないように守ってくれる。

「そうか。なら……」

　腰の下に添えられていた手が動いた。身体の線に沿って滑り上がり、そっと頬に触れる。私の耳の横側にあった彼の顔は、いつの間にか正面に移動していた。

　真上にある整った顔が少しずつ下りてきて……。




「もう睡眠の時間だ。仕事などせず、すぐ眠ることだ」




　あともう数センチで唇が触れるという距離で、至極真面目な顔でそう告げられた。

　言われて改めて今の状況を振り返ってみる。

　現在、夜十時。終業後にルノーガ様に連行され、いつものように夕食を取ったあと。一緒に帰宅し、入浴も済ませて「さぁ、今から寝るか」といったところ。

　ちなみに、ルノーガ様もわが家のお風呂で入浴済み。ここ最近はほぼ毎夜うちで入っている。わが家の狭いスペースに、いつの間にか彼の衣類や日用品まで持ち込まれていたから問題なく入浴だってできるのだ。

　さらに、気がついたらベッドの布団や毛布も貴族用の高級品に替わっていた。よくこんな狭いベッドに合った逸品を見つけられましたね。おかげで大変ふかふかで気持ちがいいです。

　イロイロと思うところはあるけど、生活が格段に快適になっているのは確か。文句の言葉はぐっと呑み込む。

　さて、話を戻そう。入浴を済ませたあとは夜遅くまで仕事をしようとする私を無理やりベッドに運び眠らせるのが、ここ最近のルノーガ様の日課になっている。

　ただし、彼も鬼じゃない。仕事の重要さを説けば、少しは譲歩してくれる。とはいっても、家での残業は二時間まで。それ以上粘ろうとすると、強制睡眠コースが待っている。ベッドに連行され、私が眠りに落ちるまで抱きしめられ続けるのだ。これ、なんて拷問ですか？

（どうして、こうなった）

　頭痛がしてくる。いつの間にか、ルノーガ様とほぼほぼ同棲状態になっていた。ついにはオカンでスパダリな恋人から、睡眠まで管理され始めている。いくらなんでも過干渉じゃない？

「いえ、でもですね。今日はどうしても調べたいことがありまして」

「ほお。それは今どうしても必要なことなのか？」

「えーと、はい。そうですね、今しかできないことですし。明日はちゃんと早く寝ますから」

「昨日も同じセリフを聞いたが？」

「え、えーと。そ、そうでしたっけ？」

「そうだった。しかも昨日だけではない。一昨日も、その前も同じセリフを聞いた！　今日という今日は許さん。このまま眠るっ！」

　頭上でドッカーンと火山を爆発させ、吠えるルノーガ様。私の横に寝転び、羽交い締めしてきた。添い寝という可愛らしいものではなく、プロレスのそれだ。

　上半身はもちろん私の貧相な下半身までも、硬く鍛えられた逞しい足で拘束されている。痛みはないけど、腕も足も全く動かせない。こんなんで眠れる気がしない。

「わ、わかりました！　ちゃんと眠りますから、離してくださいっ！」

「そうか。わかればいい」

　私が降参すると、力を緩めたルノーガ様が後ろからそっと抱きしめるスタイルに変えてくれた。しかし、これはこれで距離が近い。頭も背中もお尻も両足だって、彼に触れている。

　普通だったら眠れる気がしない距離なのに、どうもここ最近で私の身体はルノーガ様の体温に慣れてしまったらしい。慣れ親しんだ体温と鼓動が近くにあると落ち着く。

　しばらくすると穏やかな眠気が降りてきて、私はゆっくりと夢の中に落ちていった。





性的レベルアップへの貢献。






「ミオ。あなたたちマッサージ師は、殿方を癒せる手管を持っていると聞いたのだけど本当かしら？」

　日本人の特徴である黒髪黒目を持つ聖女──コトハ・アヤノコウジ（綾小路琴葉）様がこちらを見ながら鈴を転がすような声で言った。儚げな闇夜の妖精を思い起こさせるような彼女の瞳は澄みきっていて、一点の陰りも見当たらない。

（これは……どう答えるのが正解なの？）

　心の中で、私は盛大に頭を抱えた。




　さて、どうしてこのような事態になっているのかと言うと、聖女であるコトハ様のお茶会に招かれたからだ。お茶会といっても参加者はコトハ様と私の二人だけ。護衛と侍女が近くに控えているが、数には入れなくていいだろう。

　花降祭まで二週間。身代わりになるのは一瞬だけとはいえ、本番前にコトハ様に会っておいたほうがいいだろうとの殿下の判断で、茶会がセッティングされたのだ。

『あなたも日本人なのよね？　話を聞いた時からずっと会いたかったの』

　簡単な挨拶を済ませたあと、私たちは懐かしい故郷の話に花を咲かせた。腰まで伸びた真っ黒な髪に白い肌。聖女しか着衣が許されない純白に金の刺繍が施されたドレスを纏ったコトハ様は、大和撫子と西洋美人を混ぜ合わせたようなミステリアスな印象だった。

　ただ、話してみると現在十九歳という年相応の若さも垣間見えて好感が持てた。ちなみに、一年前の召喚時は十八歳で女子高生だったらしい。

　話を聞くと、なんでもコトハ様は日本で白蘭はくらん女学院に通っていたそうだ。白蘭女学院と言えばトップ企業の取締役や大物芸能人の娘が通う、超がつくほど有名なお嬢様校。どうりで佇たたずまいからして高貴な雰囲気を醸し出しているはずだ。庶民中の庶民だった私とは育ちが違う。

　ただ家が桁違いの裕福層だと幸せかというと、必ずしもそうとは限らないらしい。『両親は仕事ばかりで、わたくしには関心がなかったわ。唯一気にしていたのは成績くらいかしら』とはコトハ様談。何事もほどほどが一番なのかもしれない。

『だから、この世界でレオルド様がわたくしを認めてくれたのが嬉しかったの』

　そう言ったコトハ様の頬はピンクに染まっていた。間違いない、恋する乙女の顔だ。

（腹黒殿下が、堂々と私に日本に戻る方法があると教えるはずだ）

　コトハ様がこの状態なら日本に帰る手段があると知っても、まず間違いなくこの世界に残る選択をするだろう。恋は盲目というが、あの男のどこら辺がよかったんだろう。どうも愛に飢えた純粋な少女が、腹黒オッサンにいいように利用されているようにしか見えない。

　いや、私にはわからないけど、きっと殿下には殿下の美点があり、コトハ様はそこに惚れたのだろう。他人の気持ちはわからない。

「あの、それで……ミオ。あなたたちマッサージ師は、殿方を癒せる手管を持っていると聞いたのだけど本当かしら？」

「え、えーと。そういった手管も習ってはいますが……」

「だったら、お願いがあるの。わたくしにも教えてちょうだい！」

　テーブルから身を乗り出し、私のカサカサの手を淑やかな両手でぎゅっと握りしめるコトハ様。目が真剣だ。

　この国が魔物の脅威から守られ、私たちが安全に暮らせているのはコトハ様のおかげ。その彼女の願いなのだ。すぐにでも快諾してあげたい。

　が、問題がある。

「あ、あの、コトハ様は……どういった内容のものを知りたいのでしょうか？」

　コトハ様が望んでいるのが純粋なマッサージなのか、それともエッチな夜用マッサージなのか。答えがわからないうちには迂闊なことは言えない。

　お姉様たちから仕込まれた夜用マッサージを勝手にレクチャーしてみろ。万が一、コトハ様が純粋に昼用のほうを望まれていたとしたら場が凍りつく。それだけじゃない。下手したら不敬罪で牢屋行きだ。

　脂汗を掻きながら問いかけた私に、コトハ様が顔を真っ赤にし答えた。

「そ、その、殿下との夜のことなのだけど……そ、その……毎回わたくしだけ気をやられていて、レオルド様は全然……。年齢差もあるし、このままだと飽きられてしまうんじゃないかと不安で……」

　……なるほど、夜のマッサージをご所望のようだ。

　コトハ様は日本では生粋のお嬢様だったのだ。たぶん性的知識も一般的な女子高生よりも少なかったはず。そんな彼女が十以上年上の経験豊富そうな腹黒殿下から責められたら、ひとたまりもないだろう。

（さて、どうしたものか）

　性的なテクニックだったら、いくつかある。オッパイを使った技は私同様にほぼ垂直に落ちている胸元を見る限り、あまり役に立たないと思う。私だって使いたくても使えないからね。だったら、手や口を使った技を教えるしかない。

（しかし、それだけであの殿下をやり込めるものか……）

　敵は手ごわい気がする。いくら小手先のテクニックを教えたところで、使うのが超初心者なコトハ様な点を考えると効果は薄いかもしれない。それなら道具に頼るやり方を教えたほうが目的達成に近いだろう。

　私はカッと目を見開き、コトハ様のほうへ身を乗り出した。

「わかりました。それではコトハ様、まずは殿下の動きを封じるところから始めましょう」

「……どういうことかしら？」

「まず準備するのは睡眠薬とロープですね。ああ、睡眠薬といっても効果は十分から二十分程度で人体に害のないものがありますので、そちらを準備してください。もし入手するのが困難な場合は私が調達しますよ。その睡眠薬で意識を奪っている間に服を脱がせて……ごにょごにょ……」

　近くには護衛の騎士や侍女も待機している。あまり大きな声で聞かせる内容ではない。コトハ様の耳に手を当て、コソコソと内緒話をするように伝える。

「……え、ええっ！　……」

　内容を聞いたコトハ様は沸騰したヤカンのように真っ赤になり驚いている。が、驚くのはまだ早い。ここから先が肝心だ。

「……この方法で縛っておけば、余ほどの怪力ゴリラでもない限りロープから抜け出せませんし、何より局部が丸見えで殿下の羞恥心を煽ります。そして、この状態で使うのが媚薬です。この媚薬を……ごにょごにょ……それから次に……ごにょごにょ……」

「……そ、そんなっ！　……」

「……はい、指の動きはこんな感じですね。こうして前立腺を執拗にマッサージすることでドライオーガズム……つまり射精を伴わずに達することが可能なのです。ここで大切なのが寸止めと追撃です。具体的に言いますと……ごにょごにょ……」

「……まぁ！　……」

「……また、さらにハイレベルな方法をご希望でしたら、世間には男性の尿道を責める道具もありまして。その道具を使う際は、ここをこのようにして……ごにょごにょ……」

「……そんなことまでっ！　……」

　勉強熱心な教え子とは好ましいものだ。コトハ様がオーバーリアクションで驚きながらもメモを取りつつ疑問点を積極的に質問してくるものだから、こちらもつい熱が入った。おかげで最後のほうは、かなり過激な内容になってしまった。

　ふと周りを見れば、ところどころ会話が聞こえていたらしい侍女が真っ赤になっている。逆に屈強な護衛騎士［＊注　男性］は青くなり震えている。私と目が合うと、まるで悪魔でも見るかのような形相で怯え出した。

　うん、だいぶアブノーマルな内容になった感はあるけど、相手は普段からルノーガ様の頭痛の種になっている腹黒殿下。少しくらいやりすぎても問題ないだろう。意外に気に入り、そっち方面にハマル可能性だってあるし。

「ミオ。いえ、ミオ先生、ありがとうございます。わたくし、頑張りますわ！」

　この数日後、殿下から呼び出しをくらった私はしこたま怒られた。が、見るからにニコニコと満面の笑みを浮かべて同席していたコトハ様からは深く感謝された旨をつけ加えておこう。








第四章




事件とは、起こるべくして起こるものだ。






　花降祭当日。

　今日は朝から本当に大変だった。コトハ様になりきるため、王城の一室で朝早くから全身ピカピカに磨き上げられたからだ。げに怖ろしきは王宮侍女の熟練の技だ。

　ルノーガ様にお世話してもらったおかげでだいぶ健康的になったとはいえ、みすぼらしい痩せこけた猫のような体系の私を見違えるほどにキレイにしてくれたのだから。あれだ。漫画でよく見る「まぁ、これが私……？」をリアルで体験できた。異世界の王宮侍女、すごい。

　それはさておき、今日のお務めである。やることは簡単だ。まず、このままここで十時間ほど待機。現在朝十時。花降らせの儀は夜二十時からで、昼間は貴族を招いての大規模なパーティーを開催予定。そちらの準備やら本番やらでバタバタするからと、身代わりである私は朝早くから着付けを済ませ、部屋で大人しく待つよう指示されたというわけだ。

　そして花降らせの儀の時間になったら、園庭に面したバルコニーがある部屋に移動。そこで顔が隠れるベールをつけたまま、この一週間練習したとおりに振る舞う。

　具体的に言えば両手を組んでお祈りのポーズを取り、空から花が降ってきたら観衆に向けて両手を広げてドヤ顔──もといニコニコと愛嬌を振り撒けばＯＫ。花に関しては別室からコトハ様がスキルを使って出現させてくれる段取りだ。

　一連の儀式が終わったら部屋の中に戻って入れ替わりが終了する。実質十分程度の簡単な仕事。圧倒的に待っているだけの時間のほうが長い。

　正直、最初は殿下との取引もあり仕方なくというか、打算的に受けた役割だった。でも、コトハ様と知り合ったあとでは心構えが異なってきた。

（私だって、コトハ様を守りたい）

　コトハ様は年相応の可愛らしい人だった。しかも、夜のアドバイスをしてから私を先生と呼び慕ってくれている。ちなみに、聖女である彼女から先生と崇められる私を見て、周りは異常にザワついていた。

　可愛い愛弟子であり、この世界で貴重な同郷の友人だ。そんなコトハ様を暗殺の脅威に晒すわけにはいかない。喜んで身代わり役を務めよう。

　──トントン。

　と、部屋をノックする音が聞こえた。

　王宮侍女たちは役割を終え、先ほどこの部屋をあとにした。護衛は廊下側の扉の前で待機している。

　部屋の中には誰もいない。私一人。コトハ様の身代わり時以外は極力一人で過ごしたいという私の望みを汲んでもらったからだ。こちとら生まれた時から生粋の平民だからね。他人から大袈裟に見守られるのは慣れていない。

　が、さすがにコトハ様の身代わり役を護衛なしで過ごさせるわけにはいかないらしく、最終的にルノーガ様が私の護衛を務めることになった。

『ルノーガなら一人で平気だろうし、ミオ嬢も気楽だろう』とは殿下の言葉だ。確かに彼なら一緒にいて楽だ。こちらから文句はない。

　王宮侍女は出ていく前に『ルノーガ様に伝えてきますね』と言っていた。つまり、ドアをノックしたのはルノーガ様なのだろう。やけに来るのが早い気がしないでもないけど、彼が近くにいてくれたほうが私も落ち着く。

「どうぞ」と短く答えると、予想どおり騎士服に身を包んだルノーガ様が部屋の中に入ってきた。




＊＊＊




　コードネーム『コウモリ』。

　裏でそう呼ばれているその男は、闇ギルドに籍を置いていた。

　──暗殺。

　それが男──コウモリの主な仕事だ。過去にただの一度も依頼を失敗したことはない。百発百中。ゆえに男は己の腕に自信を持っていたし、裏界隈ではそこそこ名が知れていた。

『ルノーガ・マシェンロを殺して欲しい』

　そう依頼された時も、深く考えずに引き受けた。

　依頼主はグリフィス伯爵家の次男で、王国の近衛騎士団に所属している。標的であるルノーガも同じく近衞騎士だが、こちらは加えて次期国王と名高いレオルドの側近でもある。

　要するに、自分がそのポジションにつくにはルノーガという存在が邪魔だというわけだ。

『ただ殺すのではない。周囲からの信頼を失墜させ、地獄のような苦しみを味わわせたうえで殺して欲しい。そんな最期が、あの男には相応しい』

　そこまで強い憎悪を持つほどの因縁とはどういうものだ。興味本位で理由を尋ねたら、次男は唸るように答えた。

『あいつが、百年に一人の天才だからだ』

　なんでも、次男は幼少期からのエリートで、何をやっても人並み以上にできたそうだ。当然周りも神童だ天才だと彼を持て囃した。騎士団に入隊したあとも『十年に一人の天才』と、羨望の眼差しを一身に受けていた。

　が、その栄光はすぐに終わりを迎えた。三年後に『百年に一人の天才』が入隊してきたからだ。それまで同期や後輩には一度も負けたことがなかったのに、ルノーガには何をやっても勝てない。やがて次男に尻尾を振っていた者は、こぞってルノーガに鞍替えした。

　こうして一度も挫折を味わったことがなかった次男は完膚なきまでに叩きのめされ、殺意を芽生えさせてしまったというわけだ。そんな理由でと呆れるが、案外人を殺したい理由は本人以外にとってはくだらないものだったりする。

　それに自分は金さえ払ってもらえれば、ほかはどうでもいい。ターゲットが極悪非道な悪党だろうと、清廉潔白な聖人だろうと、やることは等しく同じ。ただ、殺せばいい。

　ルノーガに対する憎悪を剥き出しにする次男に、コウモリは『わかった』と静かに答えた。




　まずコウモリが行ったのは、ターゲットの身辺調査だった。少しだけルノーガの周辺を探ったら、拍子抜けするほどアッサリと弱点が見つかった。

　ミオ・イチノセ。

　彼の恋人だ。それまで堅物と名高かった騎士様が、笑えるほどこの女に入れ込んでいる。そこでルノーガの処刑法を思いついた。

　愛する者を目の前で殺される。

　男として、これほどの地獄はないだろう。さらにルノーガの信頼を失墜させるなら、花降祭を利用するのがいい。

　そう考え、手始めに聖女に脅し程度の軽いちょっかいを出したら、すぐに警護が厳重になった。城内に不特定多数の一般人が入り込む、花降祭の警護に関しては言わずもがなだ。中でも特に無防備になる花降らせの儀では、身代わりを準備する話にまでなった。

　そしてこちらの思惑どおりに、聖女の姿によく似た少女ミオが身代わり役に選ばれた。

　まずは花降祭でミオに近づき、身柄を確保する。その後、ルノーガの目の前でミオを嬲なぶり殺す。最後にルノーガも殺害。

　少しだけ現場をいじれば、ルノーガが聖女の身代わり役であるミオを殺し、自身も自殺したように見せかけられるだろう。これで名誉も地に落ちる。

　コウモリはこの作戦のために城内に潜り込み、着々と準備を進めてきた。




　そして花降祭当日。

　コウモリは近衛騎士に扮し、ミオの護衛役として控え室の扉の前で待機していた。部屋から侍女たちが出ていったあと、周りに誰もいないことを確認しスキルを使う。

　スキル【コピー】。触れたことがある人物なら、足のサイズから髪の毛一本までどんな相手でもそっくりそのままに変化できる。簡単に言えば、完璧な変身魔法だ。

　親しい相手を前にして警戒する者はいない。コウモリの仕事成功率がずば抜けているのも、ひとえにこのスキルのおかげだ。

「変わる時は、ちょーっと気持ち悪いんだけどねぇ」

　目を閉じると、足先から脳天までブルンと波が駆け抜けるような感覚がして。閉じていた目を開けた時には、違う人物──ルノーガの姿に変わっていた。

　元々コウモリが化けていたのは、依頼主である伯爵家の次男坊だ。このスキル【コピー】は身体そのものは本人そっくりになれる。が、身につけている衣類までは変わらない。そこで最初は同じ近衛騎士で、同じ制服である彼に化けていたのだ。

　おかげで身辺調査も楽だったし、ミオの護衛役にも潜り込めた。本物の次男は今頃、娼館でお気に入りの娼婦とよろしくやっているだろう。

　──コンコン。

　ミオがいる控え室をノックすると、「どうぞ」という声が聞こえた。ドアを開けて中に足を踏み入れる。

「ミオ、準備はできたようだな」

　コピーすると声帯まで同じになる。自分の口から他人の声が出るのは気味悪いが、もう慣れた。事前の調査で本人の喋り方も把握している。今までバレたことはない。

「はい。自分とは思えない格好にされちゃいました」

「よく似合ってる」

　話しながらミオの前まで歩み寄った。いつでも拘束できる距離だ。いずれ殺す存在だが、それはルノーガの前でになる。ヤツがいくら凄腕の騎士でも、女を盾にすれば動きを封じられるだろう。

　ただ、その際にミオに暴れられたら面倒だ。人は危機的状況において、信じられない力を発揮する。念には念を入れて、縄ででも縛って動けないようにしていたほうがいいだろう。

　そう思い、彼女を拘束しようとした時だ。




「あの、あなたは……ルノーガ様じゃないですよね？」




　ミオの口から、とんでもない言葉が飛び出した。





サイコパス要素はいらない。そんなものは別次元でやって欲しい。






「ミオ、準備はできたようだな」

　ルノーガ様が部屋に入ってきた時、すぐに違和感に気がついた。

　スキル【運命の相手とラッキースケベが起こる】を知ってからというもの、彼は私と会った時、まず周辺をさっと見回す。ラッキースケベに繋がりそうなものがないか瞬時に確認し、もしもの事態に備えるためだ。

　今回はそれをしなかった。この時点で私は「おや？」と思った。アヤシサ三十パーセント。

「はい。自分とは思えない格好にされちゃいました」

「よく似合ってる」

　さらに、この部屋の入り口横にはバラが活けられた花瓶が置かれている。花降祭は至るところに花を飾って愛でる祭りでもある。この花瓶も侍女が飾ってくれた。が、私からしたら花瓶は美しい花を愛でるための道具じゃない。ラッキースケベに用いられる悪魔のアイテムだ。

　女神様の趣味なのかどうか知らないけど、なぜか私の周りでは物理的法則をガン無視して花瓶が華麗に宙を舞う。そして狙ったようにルノーガ様、あるいは私を水浸しにしようと迫ってくる。「濡れたシャツが素肌に貼りつき、スケスケになる下着や乳首がエロいよね☆」という状態を狙っているに違いない。

　が、今回はこの花瓶がピクリとも動かない。ルノーガ様が背を向け、こちらに歩いてきているにもかかわらず、だ。今までの経験から言えば、チャンスとばかりによくわからない現象が巻き起こり、花瓶が宙を舞うはずなのに。まぁ、それでも寸前のところで避けちゃうのがルノーガ様だけど……。

　このように花瓶が動かなかった点、さらにルノーガ様も花瓶に全く警戒していない点から、私の疑いはさらに濃くなった。アヤシサ八十パーセント。

（見た目はルノーガ様そのものなんだけどな……）

　この男性が、ルノーガ様でなければ誰なのか。見た目も、そして声も、そっくり。仮に日本なら、ここまでそっくりなのは双子か……あるいは少し現実離れしてクローンくらいだろう。

　しかし、ここは異世界。剣や魔法が存在し、運命の相手とかいう男性と超常現象的なラッキースケベが起こるような世界なのだ。ルノーガ様そっくりになれる人がいてもおかしくはない。

　となると、相手を警戒し注意深く観察するのは当然だ。すると、見えてくるものがある。

（ああ、なるほど。この人はたぶん……）

　私は眼前までやってきた男の顔を見て、静かに言葉を発した。




「あの、あなたは……ルノーガ様じゃないですよね？　というか、オリバーさんですよね？」




　オリバー・グリフィス。グリフィス伯爵家の次男で、ルノーガ様と同じ王国近衛騎士団に所属。私のマッサージのカモ──いや、ありがたい常連客の一人だ。彼は稽古で左手を痛めていて、テーピングの貼り方を教えていた。

　そのテーピングの跡が、このルノーガ様そっくりの男の左手に微かに残っている。

　テーピングは元々この世界にはなかった。私がコレット店の常連客だったおばあちゃんに頼んで開発してもらったものだ。さらに、左手に同じテーピングの貼り方を教えたお客さんは一人だけ。

　つまり、この男の正体はオリバーさんという結論に至る。

「偽物と見抜かれるだけじゃなくて、まさか正体までバレるなんてねぇ」

　ルノーガ様の表面が、こねられた粘土のように不気味に歪んで、次の瞬間には別の男──オリバー・グリフィスの姿に変わっていた。オリバーさんが楽しそうに言葉を続ける。

「そうそう、ミオちゃんのところに通っていたのは僕だよ。とはいっても、この姿も借りものだけどねぇ」

　またしてもオリバーさんの姿が歪み、違う男に変わった。オレンジの髪にダークブラウンの瞳。初めて見る男が、そこにいた。

「この姿では初めまして、ミオちゃん。僕のことはコウモリと呼んでちょーだい」

　男がパチンとウィンクをしながら言った。

　コウモリ。聞いたことがある。千の姿を持つ暗殺者。親しい者の姿で近づき、背後から標的の心臓をグサリとひと突きするという。中には殺されたことも気づかず絶命する者もいるらしい。

　正体不明であり、本来の姿を見た者は誰もいないと言われている。今見せている姿も本人のものかわかったものじゃない。

　どちらにしろ、コウモリが私の前に現れたということは、誰かが私の殺害を依頼したのだろうか。

「私を殺して得する人物がいるとは思えませんが」

「違う違う。僕のターゲットはミオちゃんじゃないよ。ルノーガ・マシェンロ。エリートと名高い騎士様さ。ただ依頼主の要望でさぁ、地獄の苦しみを与えて殺して欲しいってことなんだよね。だから、先にルノーガの前でミオちゃんを殺そうと思ったんだけど……気が変わっちゃった」

　ニッコリ微笑み、悪びれる様子もなくそんなことを言う。

（こいつ……危険だ）

　暗殺者をやっている時点で神経がまともじゃない。そのうえコウモリは他者を殺すのにも、そのために関係のない者を巻き込むのにも、一切の罪悪感を抱いていない。完全に頭がおかしい。

（ここから逃げて、ルノーガ様に伝えないと）

　ルノーガ様の身体能力はずば抜けている。真正面から戦って負けるとは思えない。しかし相手は倫理観が大きく欠如した暗殺者。仮に私を人質にされ、不利な状況に追いやられたら……。

（足手纏いにはなりたくない）

　とはいっても、目の前で不気味な笑みを浮かべながらも全く隙がないこの男から、どうやって逃げればいいのかわからない。

　奥歯を噛みしめ、どうにか逃げる方法はないかと頭を忙しく回転させていた時だ。

　コウモリがニッコリと笑って口の端を吊り上げた。




「ミオちゃんは、僕のお嫁さんにする」




　…………はい？

　えーと、今、なんと言ったの？　なんだか意味不明な発言が聞こえたような……。

　あまりの出来事に狼狽える私を無視して、コウモリが両手を胸の前で握りウットリした表情を浮かべた。

「僕には僕のマイルールがあってさぁ、僕のスキルを見破った女の子は殺さないことにしてたんだ。で、その中でも最初に気づいた子はさ……お嫁さんにしようと決めてたの。だから、ミオちゃんは今から僕のお嫁さんね」

　いやいやいやいや、意味がわからない。自分の変装を見抜いたから嫁にするって、どういう理屈だ。やっぱり暗殺者なんてやっている男は頭がイカれてる。

「私はあなたが好きでもなんでもないんですけど」

「関係ないよ。僕も今はミオちゃんをそんなに好きじゃないし。でも、これから好きになるよう努力するし、一緒に暮らしていたら自然と愛が芽生えると思うんだよね」

「芽生えません！　というか、私はルノーガ様が好きなんです！」

「うん、知ってるよ。でも、安心して。君の恋人なら、今から僕が殺すから」

　……ダメだ、こいつ。話が通じない。ルノーガ様も強引なところがあるけど、その比じゃない。このままでは監禁され無理やり嫁にされる未来が待っている。そんなの絶対拒否。もうなりふり構っている場合じゃない。

　この場から全速力で逃げようと床を蹴ったのだけど。

「きゃっ……んんっ！　んんん！」

　あっさりと捕まった。叫べないように口に猿ぐつわを噛まされてしまう。そのまま私を抱えたコウモリが部屋に設えられていた本棚に向かう。本棚を少しずらすと、なんとビックリ。隠し扉があるじゃないか。

　隠し扉から隣の部屋に入ったコウモリが楽しそうに話す。

「ミオちゃんがいた部屋は、本来は見張りたいゲストを留め置く場所なんだよねぇ。ほら、そこの鏡から中の様子が見えるんだよ」

　コウモリが指差したのは壁にかかっている姿見だ。元の部屋では普通の鏡だったが、こちら側からだと隣室が透けて見えるマジックミラーになっている。

　もしかして私も見張られていたのかと疑ったけど、この部屋には誰もいない。今回は純粋に控え室として使用されていたようだ。ただ、あの腹黒殿下のことだ。もし私にアヤシイ様子が少しでもあったら、この部屋を使うつもりでいたのだろう。

　ぞぞぞっと背筋を寒くしていた私を床に転がし、コウモリがうっとりと頬を緩めて言った。

「それじゃぁ、僕は今からミオちゃんに化けてルノーガを始末するから。それが終わったら、一緒に暮らそうね」





名誉毀損で訴えていいだろうか？






　──コンコン。

　部屋の扉をノックする音が聞こえた。今度こそ、本物のルノーガ様がやってきたのだろう。

「はい、どうぞ」

　そのノックに対して、私が──いや、私に変身したコウモリが答える。憎たらしいことに、声までそっくりだ。

　そんな様子をマジックミラー越しに見ながら、私は心の中で叫ぶ。

（ルノーガ様、気づいてください！　それ、私じゃないです！）

　さて、そんな私は今、隣室の床に毛布でグルグル巻きにされ転がされている。動けないように両手両足を縛られ、猿ぐつわもされたまま。喋れない。

　さらに問題なのは、毛布で巻かれた中の私の格好だろう。なんと下着姿だ。着ていた聖女服は剥ぎ取られてしまった。言っておくが、決してエッチな目的じゃない。私に擬装したコウモリが着るためだ。

　聖女服を剥ぎ取った時のコウモリの言動は、思い出すだけでも腹が立つ。私の胸をマジマジと凝視したあと『大丈夫。僕は胸派じゃなくて、脚派だからね☆』となんの参考にもならない感想を述べてきた。両腕が拘束されていなかったら、間違いなく殴りかかっていた案件だ。

　と、話が逸れたが、そんなこんなで私はルノーガ様とコウモリ［＊注　私に擬装中］のやり取りを芋虫のように床に這いつくばって眺めている最中だ。

「ミオ、準備はできたようだな」

　部屋に入ったルノーガ様が私の姿をしたコウモリを目に入れ、言った。部屋の中をぐるっと見回し、最後に入り口すぐに置かれている花瓶をチラッと見る。

　やっぱり。ラッキースケベに繋がるものがないか確認している。よし、このまま花瓶が動かなければ、ルノーガ様もアヤシイと思うはず。そうなればコウモリに騙されずに済む。

「はい。自分とは思えない格好にされちゃいました」

「よく似合ってる」

　ルノーガ様がコウモリへ向かって歩を進める。当然ながら花瓶は動かない。

　コウモリのところまであと三歩というところでルノーガ様が立ち止まった。顎に手を当て、ふむと頷く。

「ミオ、今日は様子が違うようだが？」

　普段だったら花瓶が飛んでくる、あるいは私が転けてルノーガ様にダイブしている頃合いだ。が、それがない。さすがルノーガ様。ラッキースケベが起こらない点に疑問を抱いている。

　ルノーガ様はなかなか疑り深い性格でもある。これから私［＊注　コウモリ］を事細かに観察するだろう。きっとどこからか異変に勘づき、偽物だと気づいてくれるに違いない。

（勝った……！）

　私は勝利を確信した。油断していないルノーガ様なら、コウモリに負けやしない。すぐにコテンパンにやっつけてくれるはず。

　ただ、ここで。なぜか私は、数分前のコウモリとの会話を思い出した。隣室に運ばれたあと、少しだけ猿ぐつわを外してもらい話をする機会があったのだ。

　その時の私は両手両足を結ばれたままキッとコウモリを睨みつけて、低い声で唸った。

『あなたが変化できるのは外面だけ。内面までは他人になりきれない。……いや、人の心を理解できないと言っていい。そんなあなたなんかに、ルノーガ様は騙されません！』

『甘いなぁ、ミオちゃん。男なんて単純なものだよ。見てくれだけ変化できれば充分。面白いくらい簡単に騙される。それに何より僕はね……誰よりも人の心を理解しているつもりだよ。そう、君や、君の愛しい騎士様よりもね』

『どういう意味ですか？』

『そこで見ていたらわかるよ』

　あの時のコウモリは自信満々だった。思えばヤツは百戦錬磨の暗殺者。ターゲットの判断を鈍らせ、完全に騙すための何か特別な方法でもあるのかもしれない。

（なんだか……嫌な予感がする）

　心の中に一抹の不安がよぎるが、私はここで黙って見守ることしかできない。

（って、私が不安になってどうするの。私はルノーガ様を信じるだけ。きっと、ルノーガ様なら大丈夫）

　そう自分に言い聞かせ二人の様子を再び見ると、私に擬装したコウモリがニッコリ笑った。

「あ、わかっちゃいましたか？　実は私、今ですね……」

　意味深に唇に人差し指を当て、上目遣いでルノーガ様を見つめる。




「　ノ　ー　パ　ン　な　ん　で　す　」




　…………なん、ですって？

　目が点になるとはまさにこのことだ。意味不明すぎて頭が働かない。

　ルノーガ様も同じらしい。石のようにカチコチに固まり思考停止している。

（何が人の心を理解しているだ、この変態男！）

　いい加減にして欲しい。確かに私はラッキースケベでノーパンになった過去はある。が、自ら進んでパンツを脱ぎ捨てる性癖はない。天地がひっくり返っても『実は私、今ですね……ノーパンなんです』なんてセリフは言わない。

（さすがにこれは、ルノーガ様だって怪しむでしょ！）

　先ほど固まったルノーガ様だけど、今は眉間に深いシワを刻んでいる。きっと私らしくない言動に驚き、疑いを深めているのだろう。

「ミオ、俺たちはまだ出逢って二カ月だが、俺は俺なりに君の性格を理解しているつもりだ。普段の君はそんなことしない。絶対に、だ」

　ほら、見ろ。ルノーガ様だって異変に気づいている。このままコウモリを問い詰めて、ついでに名誉毀損罪で訴えて欲しい。

　が、である。うんうん、そのとおりだと縛られたまま頷いていた私の耳に、信じられない言葉が飛び込んできた。




「…………だから、少しスカートをめくってみてくれないか？」




　あ、ダメだ、この人も変態だった。思えばラッキースケベでパンツ越しの陰部を顔面に押しつけられ、それでバナナを進化させてしまうような男なのだ。この人を少しでも信じた私がバカだった。

　ルノーガ様への好感度がギュイーーーーンと勢いよく音を立て下がっていくのを感じる。ってか、堅物設定、どこいった。マジで。

　マジックミラー越しに白けた視線を送っているのが伝わったのか、ルノーガ様が慌てたように両手を振り言葉を捲し立てた。

「い、いや、違うぞ。別にミオを疑っているわけではない。ただ、念のためだ。そう、念のために……少し確認したいだけだ！」

　ちなみに言葉の最後ではなぜかキリッとした表情で力強く断言している。

　いや、確認って、何を確認するつもりなの？　ノーパンのスカートの中身を確認して、何か得られるものでもあるの？

　ギュインーーーーン、ギュイーーーーンと私の中でルノーガ様への好感度がますます下がっていく。

「うふふ、いいですよ。好きなだけ確認してください」

　スカートを二カ所摘まんで軽く持ち上げるコウモリ。スカートの裾が膝上まで上がる。それ以上高く上げないところを見ると、しゃがんで確認しろという意味なのだろう。

　それにしてもやけに慣れた仕草だ。もしかしたらコウモリは今までもこうやって標的を殺してきたのかもしれない。元々なかったコウモリへの好感度もギュインーーーーン、ギュイーーーーンと下がり、マイナスにまで落ちきった。

「そ、そうか。では……」

　コウモリの前まで進み、いそいそと床に膝をつきしゃがみ込むルノーガ様。スカートの中を覗き込もうとしている。

（私の姿をしているその人、男なんだけど……）

　つまり女装した男のスカートの中を、男が覗こうとしているわけだ。なんて残念な絵図だろう。なんだか頭痛までしてきた。

　と、私が思わず遠くを仰ぎ見た時だ。

「ええ、どうぞ」

　口を弧の形に歪めたコウモリが懐から短剣──ククリナイフを取り出した。湾曲した刀身の長さは成人男性の背中側からひと突きすれば、反対側に先端が飛び出るくらいはある。恐ろしく鋭利なそれは、うつむいているルノーガ様に向けられている。

（………………！）

　ダメだ、ルノーガ様。悠長にスカートの中に頭を突っ込んでいる場合じゃない。早く逃げるなり、防ぐなりしないと。だというのに、彼は微動だにしない。コウモリの足元に跪いているだけだ。そんなに長く観察してどうするつもりだ、この男！

（ダメダメダメダメ！）

　コウモリが握っていたナイフを、ルノーガ様の頭上高くまで大きく振りかぶった。

　ドクンッ、と私の鼓膜に心音が伝わる。拍動がやけに大きく、胸が痛い。どうにかして声を出そうとするけど、きつく結ばれた布が口や頬に食い込むだけだ。

　せめて音を出せないかと藻掻いても、両手両足を結ばれ毛布でグルグル巻きにされた身体はなんの役にも立たない。自分の無力さと目の前の光景に愕然とする。

（イヤっ！　お願い、やめてーっ！）

　私の目前で、コウモリがナイフを勢いよく振り下ろした。





思ってたのと違う。しかも、だいぶ。






　──キンッ！

　金属がぶつかる音が辺りに響いた。

　ルノーガ様がコウモリの足元で跪いたまま、掲げた長剣でナイフの刃を防いでいる。上を睨みつける瞳は鋭く、そこに油断の色は一切ない。

（よかった、気づいていたんだ！）

　ルノーガ様が床を蹴って後ろに飛びのいた。間合いを取り、立ち上がってからコウモリと対峙する。

「へぇ。いつから気づいていたの？」

　それは私も疑問だった。先ほどの様子からして、てっきり騙されていると思っていたのに。

「この部屋に足を踏み入れた瞬間からだ」

　つまり最初から気づいていたのか。ということは、スカートの中を覗こうとしていたのはコウモリを油断させるための演技。…………いや、とてもそうは見えなかった。

（やっぱり騙されていたんじゃ……？）

　ついジト目になり、ルノーガ様を睨ねめつけてしまう。

　あれでもルノーガ様はエリート騎士様で、人の動く気配には敏感だ。おそらくスカートの中を覗いている最中に、コウモリの動きを察知し難を逃れたのだろう。たぶん。

　そう結論づけ、一人でうんうんと頷く。

「まさかでしょ。僕のスキル【コピー】は完璧なんだよ。爪の先から髪の毛一本までそっくりに再現できる。それを簡単に見破れるわけがないよ」

　コウモリは不服そうだ。正体不明の暗殺者をやってきた彼だが、今日だけで二人から変身を見破られている──ルノーガ様が本当に見破ったのかはアヤシイけれど──。プライドが傷ついたのかもしれない。

　そんなコウモリに冷めた視線を送りながら、ルノーガ様が言い放った。




「何を言っているんだ、貴様はっ！　お前とミオでは匂いが全然違うだろうがっ！」




　…………はい？

「いいか、ミオはすごくいい匂いがするんだ！　嗅いでいるととても幸せになって、何時間でも吸い続けたくなるような極上の香りがする。もういっそミオを抱きしめ、うなじをクンクンしながら生活できたらと何度思ったことか……。それに比べて、なんだ貴様の匂いは！　汚物かと思ったわ。それでミオの名を語るなど言語道断。ミオに変身するなら、まず匂いの研究をするところから始めろ！」

　剣を握りしめたまま、ドッカーンと怒りを爆発させるルノーガ様。どう考えても怒るところを間違っている。

　まぁ、確かに匂いフェチな彼なら、並外れた嗅覚で最初から感づいていたのかもしれないけれど。しかし、私はこの話を聞かされ、何を思えばいいの？　とりあえず、ルノーガ様への好感度がギュインとまた少し下がった。

「仕事の前は体臭も消してるんだけどなぁ。今回は服もミオちゃん自身が着ていたものだし……それでも気づくなんて。見上げた忠犬ぶりだね」

　この言葉を聞き、ルノーガ様の左瞼がピクッと痙攣した。あれは怒っている時の反応だ。コウモリのセリフの何かしらが彼の逆鱗に触れたのだろう。

「やはりその服はミオが身につけていたものか……。いや、その点は今はいい。それよりも、貴様の悪臭は嗅ぎ飽きた。ミオを返してもらおうか」

　気持ちを落ち着かせるように大きく息を吐いたあと、ルノーガ様が姿勢を正して剣を構える。対してコウモリはナイフを手に腰を低くして戦闘態勢を取った。

　極限まで糸を張り詰めたようなビリビリとした緊張感が二人の間に漂う。

「悪いけど、それはできないよ。ミオちゃんは僕のお嫁さんにするからね」

　前を見据えたまま、唇を弧の形にしてコウモリが笑う。

　まだ言うか。コウモリの言葉に辟易してしまう。

「なんだと？」

　その時、地獄の底から這い出たような低い声が聞こえた。またしてもルノーガ様の左瞼がピクピクッと痙攣している。と、同時に雰囲気がガラリと変わる。目つきが一層鋭くなり、纏っている空気が轟々と燃え盛る激しい炎のように熱を帯び始めた。怒気を含んだ殺気がまるで全てを呑み込むマグマみたいに辺りに流れ出し、触れた者の肌をジリジリと焼き焦がすかのようだ。

　今までこれほど怒りを顕にした彼は見たことがない。隣の部屋にいるというのに空気が熱くて、うまく息ができない。重苦しい圧迫感で、喉が焼かれそう。

（なんだか、私の知らない人みたい）

　いや、私じゃなくても、過去にこんなルノーガ様を見た人はいないかもしれない。それくらい、いつものルノーガ様と違う。あまりにも異なりすぎて、恐怖さえ感じる。

　この怒気に気づいていないのか、気づいていてわざと挑発するつもりなのか、コウモリが言葉を続ける。

「僕さぁ、ミオちゃんを気に入ったんだ。身体はまぁ、貧相だけど。心がいいよね。普段から一生懸命なところもいいし、こちらに噛みついてくるのも懐かない野生動物みたいで可愛い。だからさ、あの子は僕がもらってお嫁さ……って、うわっ！」

　一瞬ルノーガ様が消えたと思ったら、コウモリの目前に移動し切りかかっていた。立ち筋に迷いがない。もしコウモリが咄嗟とっさに避けていなかったら、真っ二つにされていただろう。

「ちっ」

　手ごたえがなかったことに、ルノーガ様が舌打ちをした。怒った彼は一切容赦がない。完全に殺しにかかっている。

「もう、野蛮だなぁ。話している最中に切りかからないでよ。騎士道精神ってものはないの？　栄えある王国近衛騎士はそういうの大切にするんじゃないの？」

「御託ごたくはいい。貴様に今許されているのは、俺に刻まれることだけだ」

　キンッ、キンッと金属が衝突する音が響き、火花が散る。どちらも動きが速すぎて全部は目で追えないが、ルノーガ様のほうが押しているようだ。だんだんとコウモリが後ろに追いやられている。

「いいのかなぁ？　僕を殺したら、ミオちゃんの行方もわからなくなるよぉ」

「心配無用だ。部屋にはミオの匂いが濃く残っている。少し前までこの場所にいた証拠だ。捕えて拘束するにしても、近場に限られる。たとえば……隣にある隠し部屋、とかな」

「ちっ、ホントに犬かよっ」

　忌々しそうに悪態を吐くコウモリ。思惑を見破られて焦っているようにも見える。そんな彼が唐突に立ち止まり、片手を自分の胸に当てた。唇を歪ませたまま、呪いのような言葉を吐き出す。

「ねぇねぇ、いいの？　僕は今、君の大好きなミオちゃんの姿だよ。……まさか大切な恋人を、その剣で串刺しになんかしないよねぇ？」

　敵ながらよく回る口だ。見た目は私だとしても、中身はコウモリ。そんなの気にせず切り伏せて欲しい。

　だけど、視覚的情報が感情に与える影響は思っている以上に大きい。ルノーガ様は大丈夫だろうか。

「そうだな。俺だってミオの姿を傷つけるのは心が痛む」

「だったら」

「だから一瞬で終わらせる。どうせ死ねばスキルは解けるのだろ？　死体が貴様の姿に戻れば、痛んだ俺の心も慰められる」

　心配はいらなかったようで、少し安心する。ルノーガ様の心は揺るがない。こちらまでゾッとするような冷酷な表情を作り、光の速さで剣を振る。カッ、カッと二人の刃がぶつかる音を立てる。コウモリの頬から冷たい汗が伝い落ちた。防ぐので精一杯な様子だ。

　と、その時、コウモリが大きく後ろにジャンプした。飛んだ先には、中庭に面した窓がある。

（コウモリのヤツ、あそこから逃げるつもりね！）

　おそらくコウモリは窓から逃げる手段を準備しているのだろう。飛び道具か何かで屋根を伝って逃げられるとマズイ。城壁の向こう側に下りられ人混みに紛れられると、そこから先を追えるかどうかわからない。

　が、誰もいなかったはずの空間にルノーガ様が現れた。スキルを使って窓側まで瞬間移動したのだ。飛び込んできたコウモリ目がけて、まるで岩を切り裂くように垂直に剣を振り下ろす。

　──シュンッ！

　床にまで亀裂が入る斬撃。しかし、コウモリは寸前で致命傷を避けたらしい。左腕から血を流しながらも、床に膝をつき着地する。

　そのコウモリの頭上に、ルノーガ様が剣を突きつけた。

「貴様はもう袋のネズミだ。大人しく俺に刻まれろ」

　剣先を睨みつけ、コウモリが強がるように笑った。

「そのメガネ、度が合ってないんじゃない？　調整してもらったら？」

「それが最期の言葉か。くだらんな」

「人のアドバイスは聞くものだよぉ。状況が見えてないみたいだからさっ！」

　コウモリが懐から何かを取り出し地面に投げつけた瞬間、パンッという小さな爆発音と共に、シューシューと勢いよく白煙が噴き出した。正体不明の煙を警戒したルノーガ様が後ろに飛びのいている間に、それがまるで早朝に急に発生した濃霧のように辺りを包み込む。これでは何も見えない。

「逃げ場所は窓だけじゃないでしょ。ミオちゃんはしばらく騎士様に預けるよ。ああ、そうそう、煙はただの目隠しだから安心してね。じゃぁ、またぁ」

　陽気な笑い声のあとに、ドアを開く音が聞こえた。

（しまった。逃げられた！)

　そう思ったけど。




「コウモリはそちらに誘導した！　捕えてくれっ！」

「「「了解！」」」

「えっ、えぇっ？　嘘でしょぉおおおおおお！」




　壁越しでもよく通るルノーガ様の伝令。それに応答する多々の声。驚きを隠せないコウモリの絶叫に、ドタバタと忙しく走り回る騒音が聞こえて。

　視界を遮っていた白煙が霧散した時には、縄でグルグル巻きにされたコウモリは複数の騎士に囲まれていた。

「もぉぉおおおお！　いつの間に仲間なんて呼んだのさぁあああ！」

　頬を膨らませてコウモリが吠えた。

　その様子を、剣を鞘に収めたルノーガ様が冷めた目で見下ろす。

「用意周到なコウモリにしては事前調査が足りなかったな。俺が空間移動させられるのは、何も自分自身だけじゃない」

　言葉の意図を探るように考え込んだコウモリだが、すぐに正解までたどり着いたようだ。

　悔しそうに唇を噛みしめる。

「やられたぁ！　スカートの中を覗いてた時かっ！」

「貴様と一対一で戦う義理はないからな。死角になる瞬間を利用させてもらった」

　つまり、コウモリのスカートの中を覗き込んだ時、何かにメッセージを書き仲間のもとに飛ばしたのだろう。しかし、ルノーガ様は普段書くものなんて持ち歩いていなかったように思う。紙代わりにはハンカチを使ったとして、ペンの代わりなんてどうやって用意したんだろう？

　その時、ルノーガ様の指先がわずかに赤くなっているのに気がついた。ケガでもしたのかと心配したけど、先ほどのコウモリとの戦いで彼が傷を負った様子はなかった。そうか、スカートの中でわずかに鞘から出した剣で自分の指を切り、血をインク代わりにしたんだ。さすが、ルノーガ様。すごい！

　しかし、その割には指先に剣で傷つけたような切り傷が見当たらない。どういうこと？

（……まさか鼻血で文字を書いたんじゃないよね？）

　いや、これ以上は考えないようにしよう。おそらく距離が離れていて小さな切り傷が見えないだけ。せっかくかっこよく決めているのに、たかだか私の想像で水を差す必要はない。

　ちなみにあとから知ったのだけど、ルノーガ様はこういった事態に備えて、常日頃から袖の内側にメモ紙と短い簡易ペンを仕込んでいたらしい。

　ただ、この時の私はそのことを知らなかった。だから数分後に隣室でルノーガ様に発見された時、感極まったように抱きついてきた彼に対して、ついナメクジでも見るかのような視線を送ってしまったのは無理がないことだと思う。





お祭りは楽しんだ者勝ちだ。






　騎士団に捕まったコウモリは、あっさりとオリバー・グリフィスにルノーガ様の殺害を依頼された旨、その計画の一部としてコトハ様に脅しをかけていた旨を白状した。

　発言の中に犯人しか知り得ない情報があったため、コウモリの言葉は正しいものであり、コトハ様への脅威は去ったと判断された。これを受け、私が身代わり役を務める必要もなくなった。コトハ様の身の安全が保証されるなら、民衆の前に立ち儀式を行うのは本物のほうがいい。

　また、オリバー・グリフィスに関しては、今頃駆けつけた騎士に捕らわれているだろう。騎士が暗殺者に依頼するなど言語道断。今後はコウモリ共々然るべき処罰を受けることになる。

　で、私はというと、急に役目がなくなり暇になった。が、そこは殿下が気遣ってくれた。

「ミオ嬢、ご苦労だった。怖い目に遭わせた詫びだ。今宵は自由に祭りを楽しむといい。……ルノーガよ、お前はミオ嬢をエスコートしろ」

　前半は私に、後半はルノーガ様へと向かって告げられた。「は」という短い返事が聞こえるが、ルノーガ様は元々殿下付きの近衞騎士だ。祭り当日に休んでいいのだろうか。

「あの、いいんですか？」

　その質問だけで、私が聞きたいことを悟ったのだろう。殿下が笑って答える。

「元々ルノーガは今日一日ミオ嬢の護衛の予定だったしな。いなくなっても不便はない」

　私としても、祭りを恋人と一緒に過ごせるのは嬉しい。

　とはいえ、ルノーガ様はそれでいいのかな。元は堅物だった人だもの。どんな時でも仕事を優先しそうなイメージがある。隣にいる彼をチラリと見上げると、真面目な顔で頷かれた。

「殿下がこう言っているんだ。従おう」

「それでは、ありがたくルノーガ様をお借りします」

　正面を向いてお辞儀をすれば、ニヤニヤと面白そうに笑う殿下。なぜこのタイミングで笑うんだと若干ジト目になる。

　そんな私を見て、答え合わせのように殿下が口を開いた。

「いや何、今までなら私がどんなに休みを取らせようとしても『レオルド様をお守りする義務がありますから』の一辺倒な返事しか寄越さなかったのだが……なかなか融通の利く、面白味のある男になったじゃないか。なぁ、ルノーガよ」

　からかうような口調の殿下に、ルノーガ様がメガネを中指でクイッと押し上げた。

「そうして欲しいのでしたら、そうしますが？　だいたいですね、あなたという人はいつもいつもいつもいっつも！　おふざけがすぎるんです。俺が見張っておかないと、すぐに悪ふざけするでしょうが。一年前の花降祭の件を忘れたとは言わせませんよ。あの時に俺がどれだけ」

「あーーー、お前が近くにいると煩くて敵わん。もういいから、さっさと行け」

　しっしっと追い払うように手を振る殿下。ルノーガ様はまだお小言を言いたそうにしているけど、面倒臭いので隣の腕を無理やり引いて殿下の前から去ることにした。

「それでは、失礼します」

　部屋から出て、最後にドアを閉めようとした時だ。

「そうそう、ミオ嬢。例の約束は有効だ。明日の昼にでも私の執務室を訪ねてくるといい」

　殿下が思い出したように言葉をつけ加えた。

　殿下との約束。可能な範囲で願いを一つ叶えてくれるというものだ。その中には「この世界から日本に戻してもらう」という選択肢も含まれている。

　目の前でゆっくりと閉じられていく扉を見ながら考える。

（日本に戻って家族や友達に会いたい）

　でも、この世界にはルノーガ様がいる。彼と別れたくない。

　答えはまだ出てない。

　しかし、いつまでも判断を先伸ばしにするわけにはいかない。ルノーガ様にも、祭りが終わるまでには答えを出すと告げていた。

　タイムリミットは……今夜だ。




＊＊＊




「ミオ、今は祭りを楽しもう」

　日本に戻るのか。それとも、この世界に留まるのか。難しい選択で頭がいっぱいになっていた私にルノーガ様が言った。

「騎士になってからは毎年レオルド様の警護で気を張り詰めていたからな。純粋に祭りに行くのは久しぶりなんだ。ミオと一緒に楽しみたい」

　それは本音であると同時に、私を気遣っての言葉なのだろう。

「そうですね。せっかくのお祭りですし、楽しみましょう」

　決断の時は迫っているけど。

　今はただ、ルノーガ様と一緒に過ごす時間を大切にしたい。




　こうして私たちは街に繰り出した。ちなみにルノーガ様は私服に着替えている。騎士服のまま街をぶらつくのは目立つ。仕事をサボっていると勘違いされるといけないからね。

　さて、街中を歩いていると、男女関係なく多くの人々が頭に花でできた冠をつけているのに気がついた。花降祭では親しい相手に花冠はなかんむりを贈る習慣があるらしい。

　この花冠は、カラーによって意味が異なる。

　白だと『私は誰の色にも染まっていません』。唯一、白の花冠だけは自分で購入するものであり、つまるところ『私はフリーです＝恋人募集中』という意味だ。

　オレンジは子供がつけているパターンが多い。これは家族から贈られたもので『あなたの幸せを願います』。青なら友達同士で交換し『変わらない友情』を指す。赤なら恋人同士、あるいは夫婦で『あなたを愛しています』。

　黄色は想い人へ告白する時に用いて『あなたが好きです』。ＯＫの場合は相手が受け取ってくれる。黄色の花冠をつけているカップルはできたてホヤホヤの証拠なので、至るところで「おめでとう」と祝福の声をかけられる。

　そういったこともあり、花降祭で誕生するカップル数はとても多いんだとか。うん、恋愛好きなあの女神様がいかにも好みそうな祭りだ。

　ちなみにこれらの花冠はお店によって使われている花が微妙に異なり、選ぶのも楽しい。同じ色の花でも種類が違えば微妙に意味合いが異なるんだとか。ここら辺は説明し出すと長くなるので割愛。

　女神様に乗せられているようで微妙な気持ちにもなるが、こういうのは楽しんだ者勝ち。私たちも互いに赤い花冠を購入し、交換し合った。

『あなたを愛しています』なんて意味合いの花冠を贈るのは、改めて告白しているようでちょっと恥ずかしい。でも花冠を受け取ったルノーガ様は幸せそうだし、私も悪い気はしない。

　照れている美丈夫に花冠はなかなか絵になっていい光景だしね。うん、眼福眼福。

　そのあとは屋台で売られているものを食べ歩いたり、花で飾られた街の風景を楽しんだりしていたのだけど。

「ミオ、移動するぞ」

「へ？」

「もうそろそろ時間だ」

　ルノーガ様が私の腰に腕を回してきた。時間は十九時五十分。あと十分で二十時となり花降らせの儀が始まる。

　私が返事をする前に空間がぐにゃりと歪み、次の瞬間には違うところに飛んでいた。

「ル、ルノーガ様っ、ここはっ？」

「王城の一番高い屋根の上だな」

　言葉どおり、ここは王城西側に建っている塔の上だ。こんな場所に移動するなんて聞いてない。ひえっ、落ちたらひとたまりもない。

　とはいえ屋根は緩やかな半円球で、なおかつルノーガ様が後ろから抱きしめるようにして支えてくれている。彼の力強い腕でこうして守られていると、何が起こっても大丈夫だろうという絶対的な安心感がある。それに何より。

「キレイですね」

　目に映る景色の素晴らしさに、ほぅっと感嘆の息が漏れる。

　目の前に広がるのは、金の粒を撒き散らしたかのような街の夜景。人が賑わっている中央部は特に大きく輝き、外側にいくにつれ小さな輝きに変わっていく。そのグラデーションが、また美しい。

「ああ、そうだな。でも、本番はこれからだ」

　怖くないか？

　そう聞かれ、顔を横に振る。するとバックハグされたまま、両手両足の間に挟まれるような形でその場に座らされた。高い場所なので少し風があるけど、大きな身体に囲まれているので寒くない。

　──ボーン、ボーン、ボーン、ボーン。

　しばらくしたら鐘の音が響いた。街の高台にある時計台の鐘が鳴ったのだろう。いつもはここまで音が大きくない。魔法の力で拡散されているようだ。

「あ、ルノーガ様。明かりが！」

　鐘の音を合図に少しずつ街の明かりが消えていく。今宵は新月。金の粒が残らずなくなったあとは、墨で塗り潰したかのような暗闇が広がる。

「ああ。今年はコトハ様がいるからな。王都中の明かりを消し、空から降ってくる花を目立たせるんだ。ほら、見えてきた」

　ルノーガ様が指差した空を見上げれば、ふわふわと小さく可愛らしい綿雪のようなものが降ってきた。白く輝くそれが、街全体に満遍なくふわふわと舞い降り漂っている。

「キレイですね」

　胸の高さまで降りてきたそれは、白く輝くカスミソウの形をしていた。儀式で降ってくる花は、聖女様によって異なるそうだ。先代聖女様の時は凛とした美しさのあるキキョウの花が宙を舞ったんだとか。

　小さく儚くも健気な美しさが垣間見えるカスミソウの花言葉は無垢の愛、感謝、幸福。なるほど、コトハ様らしい。

　私たちの周りを、ほんわかと光り輝くカスミソウが楽しそうに舞っている。まるで白く発光するホタルの群れの中にいるみたいだ。

「ミオ、今日はすまなかった」

　光の輝きに夢中になっていると、ルノーガ様が耳元で告げてきた。

　少し考えて、コウモリに捕らわれた件を言っているのだと気づく。私はちょこちょこと身体を反転させ彼のほうを向いた。こういったことは、顔を見て話したい。

　そんな私の背中にルノーガ様が両手を回してくる。万が一の時に屋根から落ちないように囲ってくれているのだろう。さり気ない優しさが嬉しい。

「謝らないでください。悪いのは暗殺を依頼したオリバー・グリフィスとコウモリですよ。それにルノーガ様だって被害者です」

「それでも俺の問題に君を巻き込んだことには変わりない。今回の件でつくづく思ったよ。このままでは、君を守りきれない」

　背中に回されていた腕にぎゅっと力が込められた。まるで大切なものが失われるのを恐れる子供のように、聞いているほうが切なさで身が切れそうな悲痛な声が耳に届く。

「いつかまた同じように君が危険な目に遭ったとしたら、俺は耐えられない。今だって、もしかしたら君を失っていたかもしれないと想像すると、手が震えるんだ。だから……」

　そう言った彼の腕が、かすかに震えていることに気がついた。コウモリと対峙していた時、憤怒しながらも冷静に対処していたように見えたが、思った以上に精神的に追い詰められていたのかもしれない。

　そのルノーガ様がまっすぐに私を見つめる。紺碧の瞳は固い意志が宿っていて、少しも迷いがない。

　あぁ、きっと。彼は私たちの在り方を決めてしまったのだ。

　私がどんなに言葉を尽くしても、その決断を覆すのは難しいのだろう。日本に戻るのか、この世界に留まるのか、まだ選べていない私だけど。それならば、彼の判断に身を任せてもいいのかもしれない。

　好きな人が選んだ未来なら、どんな結果になろうと受け入れられる。そんな気がするから。

　そう思った私に、ルノーガ様がはっきりと告げた。




「結婚しよう、ミオ」





このスキル、返上していいだろうか。いやマジで。






　予想外の言葉に私の目が見開くが、紺碧の瞳は揺るがない。相も変わらず呆れるくらいのまっすぐさで、こちらを見つめている。そうしながら、淡々とした声音で言葉が続けられた。

「君の国は平和と聞くが、事件や事故に巻き込まれる可能性はゼロではないのだろう？　それに、世界単位で考えると戦争もあると聞いた。君が危険に晒されるリスクはこちらの世界とそう変わらない。なら、ここで俺が君を守ったほうがいい。そちらのほうが、確実に安心だ」

　まるで役所で事務手続きの説明をする職員のような口調で、メガネをクイッと押し上げるルノーガ様。その様子に、驚き飛び跳ねた心臓が落ち着きを取り戻す。冷静になった頭で改めて彼をじっと観察し、大きな息を漏らした。

「にしても、なぜ結婚なんですか？　話が急すぎません？」

「君を家族のもとから引き離し、この世界に留めるつもりなんだ。当然の選択だ。いや、これ以外の選択はあり得ないと断言できる。君を完璧に守るためにも、結婚していたほうが何かと都合がいい」

　相変わらず淡々とした口調だ。内容の割に、甘さが一切含まれていない。

　なんだろう。ルノーガ様はとても優秀なエリート騎士様のはずなのに、一定の場面で底抜けに頭が悪くなる。

　とはいえ、彼の言葉を聞いて呆れつつも喜んでいる私も確かに存在する。今までずっと悩んできたつもりだったのだけど。結局のところ、最初から私の答えは出ていたのだろう。

　だとすると、この愛すべきどこか抜けている騎士様にはもう少し頑張ってもらいたい。

　現在、私は結婚を申し込まれていることになる。一生に一度のプロポーズ。確実に生涯の記憶に残るシーンだ。片膝をついて、指輪の入った箱をパカッと開けて欲しいなんて贅沢は言わない。でもせめて、もう少しだけロマンチックに決めて欲しい。

「なぜ結婚が私を守ることに繋がるんですか？」

　私の質問に、ルノーガ様が再度中指でクイッとメガネのフレームを押し上げる。それから生真面目な顔で長ったらしい説明を始めた。

「まず、婚姻関係にあれば公に君が俺の伴侶だと宣言できる。これでも我が一族は周りから一目置かれている。マシェンロ家を敵に回してまで、君に手を出そうと考える輩は減るだろう。それから、この国では大切な者へ自分の魔力を込めたアクセサリーを贈る習慣がある。俺の魔力を込めたアクセサリーを身につけてさえいれば……もちろん君の同意を得たあとの話になるが……俺は自分の魔力を頼りに君の居場所を把握できるし、スキルを使えばいつでも君のところへ飛べる。つまり、君が危機的状況に陥った際に助けられる確率が格段にアップするというわけだ」

　やっぱりどうもお役人の下手なプレゼンテーションでも聞かされている気分になってくる。もし仮に私が異を唱えれば、ルノーガ様にとって大変都合のいいいかにも正論に聞こえるような理論を長々と披露し、こちらを丸め込みにかかってくるに違いない。

「なるほどですね。理屈はわかりました。ですが、肝心なことが抜けています」

「肝心なこと、とは……？」

　頭にハテナマークを浮かべ、ルノーガ様が聞いてくる。ここまで言ってもわからないなんて、少し呆れてしまう。

　でも、仕方がない。彼は元々恋愛偏差値がとても低い。もう少しヒントを与えよう。

「ルノーガ様は私を守りたいという理由だけで、結婚を申し込むんですか？　それなら私の答えはノーになりますよ？」

　この期に及んでもこんな言い方しかできないのだから、私も彼を恋愛下手などと批判できない。自分自身の未熟さにちょっと嫌気が差すが、その点は今は置いておこう。

　もし仮に、本当にルノーガ様が私を守るためだけに結婚したいのなら。そんな自己犠牲の精神でプロポーズされても嬉しくもなんともない。きっと私だけではなく、世の多くの乙女も同じように感じるだろう。

　私の言葉にようやくルノーガ様がはっとした顔になる。ゴホンと咳払いをし、真剣な表情を作った。どうやらやっと気づいてくれたらしい。




「ミオ、君を愛している。俺と結婚して欲しい」




　うん、合格。私が聞きたかったのは、その言葉だ。

「もちろんです！」

　間近にあったルノーガ様の首に腕を回して抱きついた。耳元に口を寄せて「私もルノーガ様を愛しています。結婚してください」と小さく囁くと、大きな手がきつく私を抱きしめた。

　息が詰まりそうなほど強く抱きしめられ、それが彼の想いの深さを物語っているようで無性にキスがしたくなるけれど、こんなにギュウギュウと締めつけられていては願いは叶わない。

　トントンと諫めるようにルノーガ様の肩を軽く叩けば、私を拘束していた身体が慌てた仕草で離れた。

「すまない、ミオ。もしかして苦しかっ」

　申し訳なさそうな声が途中で途切れた。なぜなら私が唇で唇を塞いだからだ。少し勢いがつきすぎて、顔にメガネに当たったが構うものか。

　薄い隙間を割って舌を侵入させ、中を思う存分貪ると、見開かれていた紺碧の瞳が気持ちよさそうに細まった。それから反撃とばかりに厚みのある舌が私の舌に絡んでくる。

　ぬるぬると舌同士がこすれ合う感覚がとても気持ちよくて、頭の中がふわふわとしてくる。

「……ふぁん……んんっ……」

　ぴちゃぴちゃと唾液が混ざり合う音と、私の鼻から抜けたような声がこだまする。そうこうしているうちに彼の舌がこちら側に入ってきて、私の口腔内で好き勝手に暴れ出した。

「……はぁっ……んぁ……」

　皮膚が薄い頬壁も、歯列の一つ一つも、余すところなく舐め取られていく。糸がもつれるように舌を絡められ、より濃厚に混ざり合ったあとに唇がゆっくりと離れていった。

　二人を繋ぐように伸びていた銀糸がぷつりと途切れた時、なんだかそれが猛烈に惜しくなる。もっとこの人と、繋がっていたい。

「……ルノーガ様……あの……もう一回……キス、したい……です……」

　頬を染めながらお願いすると、ルノーガ様が顔を手で覆った。

「ダメだ、ミオ」

「え？」

「その顔は反則だ。君があまりにも可愛すぎて……我慢できなくなる」

　苦悩するようにうつむいているルノーガ様。全く、この状況でいったい何を悩む必要があるの？

「我慢しなくていいんじゃないですか？」

「何……？」

「元々私たちは恋人同士で。さっきプロポーズまで終わらせたんですよ。これ以上……そ、その……エッチ……を、我慢する必要はなくないですか？」

　またしてもエッチの部分だけ小声になってしまった。こういった言葉を出すのは恥ずかしいのだから仕方がない。

　おそらくだけど、今までルノーガ様が最後までイタさなかったのは、私が日本に戻る可能性を考慮していたからだろう。変なところで真面目で融通の利かない彼だ。どうせ「最後まで添い遂げられるかどうかわからいのに、無責任に純潔を奪うのは……」とか考えていたに違いない。この世界で婚前交渉は割と普通なのに。どこまで頭が固いのか。

「な……なるほど。確かにそうだな！」

　私の言葉にはっとした表情でルノーガ様が顔を上げた。やっぱりこの人は、たまにとんでもなく頭が悪くなる。でも、そんなところも可愛いと思っちゃうのだから、私もまたその一人にカウントされるのだろう。まさに恋は盲目だ。

「そうと決まれば、さっそく移動しよう」

　言うが早いか、ルノーガ様が私を抱きしめテレポートした。

　移動先は私の家の玄関。二人でもつれ合うように靴を脱ぎ捨て、寝室に急ぐ。ルノーガ様が歩きながらメガネを外し、スキルを使ってどこかに飛ばした。壊れない安全な場所に瞬間移動させたんだと思う。どちらもヤル気満々すぎて笑いが出る。正直、もう少しムードを大切にしたい気もするけど、私としてもこれ以上待てないので文句はない。

　ベッドに倒れ込み、互いの服を脱がせ合おうとした時だ。

　ルノーガ様の上着のポケットから何かが零れ落ちた。まるでスローモーションのように落下するそれは、本来だったら重力に従いシーツの上に着地するはずのもの。

　が、なんというか、こんな時にまで。……私たち人間には遠く及ばない女神様の見えざる手が動いた。

　まず垂直に落下していたはずの小瓶が、地面すれすれで嘘みたいに急浮上。次に空中で蓋がキュルキュルと音を立て外れる。最後に明らかに常識を逸脱した軌道を描き、逆さまになって私の胸元に落ちた。小瓶の中に入っていたピンク色のアヤシイ液体が私の胸を濡らし、服を素肌に貼りつかせる。

　女神様め、もはや隠す気もないらしい。自然現象に見せかける努力さえも放棄してやがる。




「「………………」」




　私たちの間に変な沈黙が流れる。

　この小瓶──薄い紫色のガラスでできたオシャレなデザインには見覚えがあった。

　殿下を癒す夜用マッサージの方法を知りたがっていた、コトハ様のために私が調達したものだ。この小瓶の中身を使用された者は、強制的に発情状態になる。

　具体的に言えば、局部が疼いて欲望が止まらなくなるのだ。効果のほどは使用後のコトハ様が大興奮で話してくれたので、よく知っている。なんでも普段はドＳ寄りだった腹黒殿下が、あられもない声を上げドＭ化されたんだとか。さすが異世界の媚薬。威力が違う。

　つまるところ、その超強力なスーパー媚薬を私は浴びたことになる。

（女神様っ、なんてことしてくれちゃってるんですかっ！）

　どう考えても今の場面は、そのままエッチな展開に入る流れだった。少しだけ待てば普通に最後までイタシていたに違いない。絶対に媚薬ぶっかけハプニングなんていらなかったはず。と、心の中で毒づいてももう遅い。

「……んふぁあ……ひゃっんぁ……」

　私の身体が、疼き始めてしまった。





スキルと腹黒殿下が手を組んだら碌なことにならない。






　日本で媚薬というと、直接飲むタイプ、そして局部に塗り込むタイプがあるが。この世界の媚薬は魔法の力が入っているのか、少し特殊だ。なんと、飲んだり塗ったりする必要はなく、身体の一部に触れさせるだけでいい。すると媚薬が勝手に皮膚から浸透し、内側から性的に興奮させる仕組みになっている。

　ちなみに私がコトハ様に渡した媚薬の一回の使用量は、成人男子で三滴程度。それだけで充分な効果を得られる。

　だというのに、私の胸元には未開封の小瓶の中身が全部ぶちまけられている。その衣類を濡らしていたピンク色の液体もすぐに跡形もなくなり、全て皮膚に吸収された。え、これって大惨事じゃない？

　おかげでさっきから疼きが止まらない。元々私たちは、女神様の仕業でエッチな雰囲気になった時に互いの匂いを嗅ぐと、それだけで性的に興奮するようになっていた。それに媚薬効果が合わさったものだから、それはもう大変。先ほど媚薬に触れたばかりなのに、すでに身体のアチコチが敏感になり下着が擦れるだけでたまらなく感じる。

「……ふぁぁあん……なんで、これをルノーガ様がっ……持ってるん、ですかっ？　……」

　そうだ。そもそもルノーガ様が媚薬なんてポケットに入れていなければ、こんな事態には陥っていなかったはず。思いっきり睨みつけたいのに、子宮が疼いている状態では目に力を込められない。

　さらに心とは裏腹に、腰が男を誘うように淫らに揺れる。

「違う、これは俺が準備したんじゃない！　レオルド様から無理やり渡されたんだ。……その、この媚薬を使えばミオが初めての時でも痛くないと言われ……。だが、もちろん無断で使うつもりはなかった。先に話をして、同意を得ようと思っていたんだ！」

（どっちにしろ使うつもりだったんじゃないか！）

　もう少し言い訳の言葉を選べなかったの？　媚薬エッチに持ち込もうとしていた魂胆がバレバレなんですけど！

　しかし、この件に関してルノーガ様をこれ以上非難しようとは思わない。方向性は間違っているけど、彼なりに私の痛みを軽くしようと考えた結果なのだから。問題は、だ。

（あんの、腹黒殿下っ！）

　殿下のニヤニヤ笑いが目に浮かぶ。断言できる。あいつは絶対に善意でこの媚薬を準備したんじゃない。面白がって──いや、いつかの復讐を、最も効果のある方法で果たすために用意していたのだ。

　なんだかルノーガ様と殿下のやり取りまで思い浮かぶ。どうせ『これならどんな処女でも痛みなど感じない。快感で全部吹っ飛ぶからな。ミオ嬢との初めての夜にピッタリだろう？　あぁ、安全性と効果は保障する。何せ、私自身が試したからな』とでも言われたんでしょ。

　確かにこれなら痛みは感じないかもしれないけど、代わりに敏感になりすぎてイロイロと辛すぎる！

「ミオ、身体に異変はないか？」

「ひゃぁああああん」

　心配して私の頬にルノーガ様が触れた。それだけでゾクゾクとした快感が背中を走り抜け変な声が上がってくる。

　媚薬の効果で肌が過敏になっただけじゃない。嗅覚まで鋭くなっている。汗と彼が身につけている、シトラスウッディ系の香水が混ざり合った香り。この男性らしい匂いを嗅いでいると、ただでさえ興奮していた私の身体がますます高まっていく。

　頬に当たる大きな手でもっと深いところを触れて欲しくなって、スリスリと物欲しそうに頬擦りしてしまう。

「ルノーガ様ぁ」

　熱く潤んだ瞳で名を呼べば、ゴクリと彼の喉が上下に動くのが見えた。

「ミオ、すまない。俺も正気を保てる自信がない。君の匂いが……とても甘くなっているんだ」

　まるで花の蜜に誘われる蜂のように。ルノーガ様が私の首筋に顔を埋める。大きく深呼吸をして匂いを嗅いだあと、味見するみたいにペロリと鎖骨を舐められた。

「……んぁあ……っつぁ……」

　濡れた舌の感触が、気持ちいい。

　ルノーガ様が自分自身の服を脱ぎながら、大きな両手で一枚一枚私の衣類も剥ぎ取っていく。

　私はというと、シーツの上に仰向けに寝転んだまま布地が肌に擦れるだけでもビクビクと身体を震わせている。ルノーガ様の手が直に触れてきた時は殊更ことさら大きくビクンッと反応して、そのことが私の頬を朱色に染める。

　本当に早く、内側にこもる熱を解放して欲しい。そうしないと、とんでもない醜態を晒しそうで怖い。

「ここもこんなに硬くして、甘い匂いを漂わせているな」

　乳房の小さな膨らみの上で張り詰めている突起に、生暖かい舌が絡んできた。

「ひゃっ……そこぉ……やっ……だめぇ……」

　口では拒否する言葉を吐き出しながらも、身体はもっと触って欲しいと主張するのが恥ずかしい。胸を突き出して、自ら乳首を生温かい舌に押しつける。

　ルノーガ様が熟れた蕾をピチャピチャと舌で嬲り、濡れた秘裂へと指を伸ばす。媚薬の影響もあり、しとどに蜜を滴らせているそこは侵入者を拒まない。むしろ嬉しそうに媚肉をひくつかせ、太くゴツゴツとした指を迎え入れる。

「ここもトロトロじゃないか。俺の指に吸いついてくる」

「やぁあ……言わないで……んっ……ください……あぁ……」

　たとえ事実だとしても、そんなふうに口に出され自分の痴態を突きつけられると、恥ずかしさと気持ちよさで頭の中がおかしくなる。

　身体はどこもかしこも自分のものじゃないみたいに過敏になっていて、制御が効かない快感の渦に呑み込まれそうだ。

　早く熱を解放したくてたまらないのに、自分ではどうすればいいのかわからない。

「やっ……もう……苦しっ……ルノーガ様ぁ……どうにかして……ください……」

　頬を上気させ瞳に涙をいっぱい溜め込んだ顔で懇願すると、ルノーガ様が頷いた。

「この手の媚薬は達すると少しは落ち着くはずだ。一度先にイカせよう」

　言葉と共に愛撫が容赦ないものに変わる。乳首を歯でコリコリと甘噛みされ、泥濘をグチョグチョと長い指で掻き混ぜられ、身体の内側にこもっていた熱がさらに高まる。淫靡な水音が室内に響き渡り、それだけ私自身が興奮しているのだと知らせてくる。

「あぁぁん……イク……イクからぁぁああああ」

　同時に二カ所を責められ、私はあっという間に果ててしまった。





誰だって初めては怖いものだ。直前で怖気づいても仕方がない。






「ミオ、君のナカに挿はいりたい」

　私に覆い被さったルノーガ様の掠れた声が耳元で聞こえた。耳に当たる吐息は熱く、彼の興奮も極限に達しているようだ。

「はい」

　蕩けきった秘口に剛直の先端を宛がわれる。この肉棒で貫かれると、私たちはやっと一つになれる。そしてそれは、私が処女を卒業するという意味でもある。

　そこまで考えて、ふとある不安が頭をよぎった。

（初めてって、痛い……んだよね？）

　知識として、処女喪失時に痛みが伴うことは知っていた。今までは特に意識はしていなかったのに、いざその局面に立たされると急に怖くなってくる。

　そういえば、学生時代に彼氏がいた悪友は、初体験の痛みを顔面蒼白でガタガタと肩を震わせながら『裂けるかと思った……！』と語った。当時は対岸の火事だったので『大袈裟すぎでしょ』と笑って済ませたけど。彼女と同じ状況が差し迫っている今、少しも笑えない。

　身体の一部が裂けるほどの痛みって、どのくらいなの？　その痛みに、私は耐えられるの？　考えれば考えるほどむくむくと恐怖心が膨れ上がってくる。

　しかも、である。

　ベッドに寝転んだままそっと下半身のほうを見ると、ルノーガ様の大変ご立派なブツが視界に飛び込んできた。

（ひぃっ！）

　この世界の男性器の平均的な大きさは知らないが、少なくとも日本で見たエッチな動画のそれよりは遥かに大きい。彼とは三十センチ以上の身長差もあるし、とてもじゃないけど無事に私のナカに収まるサイズとは思えない。絶対に裂けるヤツだ。

『裂けるかと思った……！』

　真っ青な顔でブルブル震えながら訴えた友人の言葉が頭の中でグルグル回る。当時の友達同様に、私の顔からも段々と血の気が引いていった。それと反比例してみるみる上昇する恐怖心。

　そして、ついに怖さゲージがＭＡＸまで到達した。

「ル、ルノーガ様っ！」

「どうした？」

「やめましょう」

「……すまない。よく聞こえなかった。もう一度言ってくれ」

　私のほうを見たルノーガ様が、真面目な顔で言った。本当に聞こえなかったのか、聞こえていながら現実逃避しているのか判断しかねるが、そこはどちらでも構わない。とにかく、挿入寸前のこの状況を今すぐどうにかしないと。

「やめましょう」

「何をだ？」

「エッチを、です」

「…………すまない。よく聞こえな」

「エッチを、今すぐ、やめましょう」

　ヒクヒクと頬を引きつらせしつこく聞こえないふりをするルノーガ様に、一言ずつ区切ってハッキリと宣言する。それから一気に言葉を捲し立てた。

「エッチは中止……いえ、延期しましょう。媚薬の件でしたら、先ほど一度達してだいぶ楽になったので大丈夫です。残りのムラムラは自分自身で処理して鎮めますので。今から休まず頑張れば、夜中までには落ち着くと思います。たぶん。なので、ルノーガ様は私のことは気になさらず、どうぞ自宅へお戻りください」

　特に後半が失礼な物言いになった自覚はある。でも、仕方がないじゃないか。初体験の恐怖心をどうしても捨てきれないんだもん。今の私に他人を思いやる余裕なんて、これっぽっちもない。

　半べそを掻き早口で言った私に、ルノーガ様が慌てる。

「いや、ちょっと待ってくれ、ミオ。なぜ、そのような結論に至ったのか、順序立てして説明してくれ。申し訳ないが、本当に俺にはわからないんだ。何か不手際があり君を不快にさせたのなら、改めるから」

　眉尻を下げて訴える様子を見て、確かに私の言葉が足りなかったと反省する。これだけの説明で彼を引き下がらせるのは、さすがに私のワガママだ。

「スミマセン。あの、怖くなったんです」

「怖くなったとは？　何が怖いんだ？」

「エッチが、です」

　ポツポツと喋り出した私に、ルノーガ様が根気強くつき合ってくれる。

「それは俺が怖いという意味ではなく、挿入が怖い、という解釈で間違いないか？」

「はい」

　思えばルノーガ様は寸前でお預けを食らっている状態。男性としては、かなり辛い状況だと思う。それなのに決して怒らず、無理強いはせず。こうやって私の気持ちを聞き出し、共有しようとしてくれる。その優しさが嬉しい。

「なぜ？」

「その、元の世界にいた時に友達から……初体験は裂けるくらい痛いと聞いたのを思い出して……急に怖くなって……」

「なるほど」

　私の上に覆い被さっていたルノーガ様がすっと離れた。ベッドに胡座をかいて座ってから軽く頷く。どうやら彼なりに乙女の心情を理解してくれたようだ。

　と思ったら、クスッとおかしそうに笑う。その様子にちょっとムッとする。

「なんで笑うんですか！」

「いや、すまない。いつも強気な君にも怖いものがあるんだと思うと可愛くてな」

　謝りながらも、まだ笑っている。こちらは真剣なのに、ちょっと失礼ですよ、その態度！

「もう！　だいたいですね、ルノーガ様のが大きすぎるのも問題なんですよ。なんですか、ソレ！　バナナなんて可愛らしいものじゃないです。ゴーヤですか？　それとも大根ですか？　女子を殺す気満々じゃないですか！」

　私はルノーガ様の股間を指差し叫んだ。その際に天を向いて反り返っている大変ご立派なブツを目にしてしまい、また恐怖心が煽られる。ひぃ、やっぱり大きい！

「今のは褒め言葉として受け取っておこう」

　肩を怒らせている私をドードーと牛でも落ち着かせるように慰めたあとに、ルノーガ様が考え込むように両手を組み上を向いた。

　しばらく逡巡してから、私を見る。

「思うに……見えないから怖いんじゃないか？」

「どういう意味ですか？」

　首を傾げた私に、ルノーガ様が淡々と告げた。

「俺から見るとミオは充分濡れているし、ナカも解れている。俺のを挿入しても裂けはしないだろう」

「それはルノーガ様の主観じゃないですか。絶対に裂けないという保証はないですよね？」

「だから、だ。ミオからも挿入部が見えるようにしよう。挿いれても裂けないのが客観的にわかれば、怖くないはずだ」

　真面目な顔で言われて、それも一理あると納得する。子供の頃、注射をする時に腕に針が刺さるところを見ていたほうが、痛さが和らいだ気がした。その原理と似たようなものだろう。見えないと、頭の中でより怖いシーンを想像してしまうのがいけないのかもしれない。

　しかし、問題がある。

「でも、どうやって見えるようにするんですか？」

　女性器は足のつけ根に位置する。女性である私から見るのは物理的に難しい。

　が、ルノーガ様がなんてことないように言った。

「それなら問題ない」

　ベッドから下りてスタスタと部屋の隅まで歩いていくルノーガ様。そこに置いてあったのは、一枚の姿見だった。これでも一応私も女子の端くれなので、出勤前に全身をチェックできるよう激安品を購入していたのだ。

　彼が、その姿見を抱えて戻ってくる。

（ま……まさか……？）

　なんだか嫌な予感がする。現時点では、まだ私は処女なのに。おそらく生涯記憶に残り続けるだろう記念すべき初めてで、ものすごく変態染みたプレイをイタさなければならないような、そんな予感がする。

　顔を青ざめさせた私には気づかずに、姿見をベッドの前に置いたルノーガ様が大真面目な口調で言った。

「この鏡に映しながら挿入すれば、君からも見えるだろう？」





断言しよう。処女に行うプレイじゃない。






「ミオ、見えるだろ？　俺の指は何本挿っている？」

「んはぁ……二本です……んん……」

　今の私は、ベッドの端に腰かけたルノーガ様の膝の上に座らされているのだけど。私の両膝はハシタナク大きく開かれている。

　よく見えるようにと筋がついた逞しい手で膝を持ち上げられ、左右に開かれたからだ。簡単に言えばＭ字開脚みたいな格好。恥ずかしすぎる。

　鏡に目をやると、トロトロに蕩けきりぱっくりと開いている淫口と、そこが二本の長く筋張った指を美味しそうに咥え込んでいる様子。そして、溢れ出した甘蜜がお尻を伝い落ち、ルノーガ様の膝を汚しているのが映っている。

「そうだ。でも、君のここは余裕があるだろう？　ほら、指を広げても問題ない」

「ひゃぁん……それぇ……あっ……ぁああ……」

　太さのある指が膣内で大きく上下に開いた。そのままゆっくりと膣壁を擦りながら九十度回転したところで、ピタリと止まる。

　鏡越しに左右に開かれたナカのピンク色まで確認でき、あまりにも卑猥な光景に眩暈がしそうだ。そんなところ、自分でも一度も見たことがなかった。

「指を一本増やそう」

　耳元で低い声がして、宣言どおり指が一本増える。元々余裕のあった蜜壺は、新しく増えた指も難なく呑み込む。

　これで人差し指、中指、薬指の三本が私のナカに収まったが、媚薬の効果だろうか。異物感こそあれ痛みは感じない。それどころか、むしろ肉壁をゆっくりと焦らすようにこする指が気持ちよくて、私の口から高い声が上がる。

「はぁぁあああん」

「三本になっても、まだ君のここは裂けないだろう？」

　ルノーガ様が三本の指を膣内で動かす。くいくいと指の腹で弱いところを押されるとたまらない。

「ひゃん……そこぁ……だ……だめぇええっ……」

　まだ存分に残っている媚薬の効果も合わさり、すぐに果ててしまった。達した心地よさに身を任せていた私に、ルノーガ様が信じられない言葉を投げかける。

「念のためにもう一本増やしてみよう」

　とんでもない。もう蜜口は並んでいる三本指でいっぱいだ。これ以上挿る隙間があるとは思えない。本番前に裂けたらどうするつもりだ。

「はぁっ……もっ……大丈夫ですっ……もう裂けないって……わかりましたからぁっ……」

「いや、君の不安はできるだけ取り除きたい」

　静かに言ったルノーガ様が、泥濘に太さのある小指をゆっくりと追加してくる。が、さすがに四本並べて挿入するなんて無茶はしないようだ。

　人差し指を中指の下に、小指を薬指の下に重ねるようにして、ずらして挿れている。より円柱に近い形だ。

「ほら、こうしたら実物みたいだろう？」

　耳元で低く囁かれ、行為を思わせるように重なった四本の指が緩やかに抜き差しされる。なんだか本当にルノーガ様ので責められているみたいだ。

「あ……んはぁ……んっ……」

　最初こそキシキシときつそうだった蜜壺は、やがて奥から分泌された愛液でグチョグチョと淫靡な音を立て始めた。先ほど絶頂させられナカが敏感になっている影響もあるのだろう。気持ちよすぎて、どうにかなりそう。

「ふぁぁ……やぁ……やぁあああ」

　急激に高まる快感に全身が震える。彼の上でひっきりなしにへこへこと腰が揺れ、これ以上の刺激は強すぎて逆に辛い。

「や……やめてくださいっ……ふぁん……あっ……ほん、とに……やめっ……ひゃああん」

　耐えられず両手で動きを止めようとしたら、ルノーガ様の左手であっさりと二本共、拘束された。そのうえで容赦はしないとばかりに右手の動きを速くされる。

「あぁっ……もうっ……またぁっ……またイクからぁあああああああ」

　こうして私は本日三度目の絶頂を、半ば強制的に味わわされた。

　息絶え絶えでぐったりと後ろに倒れ込めば、ルノーガ様が逞しい身体でしっかりと支えてくれる。

　それ自体には感謝するが、満足そうに「ほら、大丈夫だったろう？」と聞かれても、胡乱な目で「……そうですね」と答えることしかできない。

　一度優しくベッドに寝かされ、小休憩とばかりに水を注いだコップを持ってきてもらった。素直にお礼を言って受け取り水分補給をする。散々喘いで酷使した喉に冷たい水が染み渡る。

　コップの中の水分を数回に分けて飲み終えると、ルノーガ様が甲斐甲斐しく後片づけまでしてくれた。相変わらずのオカン──いや世話焼きなスパダリぶりだ。本来ならイケメン騎士様だし、とても優しいし、ＤＴなのにエッチも上手だしで、ウットリする場面なのかもしれない。が……。

「これで君の不安は払拭されたはずだ。そろそろ本番に移ろう」

　先ほどのようにベッドの端に腰かけ、私を膝から持ち上げようとするルノーガ様。鏡には大きくＭ字開脚された私が、猛った剛直で貫かれようとしている様子が映っている。

（いや、処女喪失がこの体位って、イロイロと間違ってない？）

　そんな疑問が浮かんだけど、その点はまだいい。今の格好は少し特殊だけど、広い範囲で考えると、いわゆる背面座位だ。決して処女に行う体位ではないと断言できるが、それは私が怖いと駄々こねた結果だし、普通のセックスとしてはありだと思う。たぶん。

　それよりも、私の脳裏につい先ほどルノーガ様に身を任せたばっかりに、めちゃめちゃに責め立てられた記憶が鮮やかに蘇る。

　さっきの彼は私がやめてと言っても少しも容赦してくれなかった。まぁ、それが気持ちよかったのも事実ではある。だけど、あれだ。たぶん私の「やめて！」が十八禁漫画の「ら、らめぇぇええ！」に聞こえていたんだ。大抵、ヒロインの目の中にハートが描かれているヤツ。

　ただでさえ媚薬を浴びたうえに三度も絶頂させられ超過敏ボディになっているのに。もし、次にあの凶悪なイチモツで、同じように好き勝手にされたらどうなるか。正直、裂けるどころの話ではない。

（壊れてしまう。確実に！）

　そう、ここにきて新たな問題が勃発したのである。しかも、事態は深刻だ。

「ルノーガ様」

「どうした？」

「やめましょう」

「………………すまない、ミオ。よく聞こ」

「やめましょうと言ったんです！　ルノーガ様に任せたら、今度はその凶器でめちゃめちゃにしますよね！　そんなことされたら絶対に壊れます！　私が！」

　巨根を指差し叫んでから、なりふり構わず手足をバタバタ動かす。こちらは性器崩壊の危機。たとえ子供っぽいと思われても、大切な自分の身体の一部を守らねばならない。

　必死の形相で暴れ回る私をルノーガ様は渋々とシーツに下ろしたが、さすがに二度目の寸前拒否はいただけないみたいだ。こめかみに青筋が浮いている。

「君の不安は取り除けたと思ったのだが、いったい今度は何が不満なんだ？　先に言っておくが、見てのとおり俺はもう割と我慢の限界だ。これ以上焦らされると自分でも何をするかわからない」

　言われて彼の中心を見ると、はち切れんばかりに膨らんでいる。先端からも我慢汁が零れているし、確かに限界が近そうだ。

「わかっています。私だってここまできてお預けするつもりはありません。でも、だからと言ってルノーガ様に任せるつもりもありません」

　私はベッドの上で仁王立ちして、座っているルノーガ様をビシッと力強く指差した。それから声高々にこう宣言したのだ。

「だから、私がします！」





長かった。本当に、長かった。






「ミオ、大丈夫か？　やはり俺が」

「だ、大丈夫です。ルノーガ様は黙って見ていてください」

　私は今、やっぱりベッドの端に腰かけたルノーガ様の上に、膝立ちで跨っている。目の前の鏡をじっと見ながら、手で男根の位置を調整する。

　鏡を見ながらするのは、彼を受け入れた際に裂けてしまうんじゃないかという不安がわずかに残っているから。視覚で確認しながらだと安心できる。

　ルノーガ様のそこは、血管を浮き立たせ先端から雫を零している。私の濡れた花園を上から重ねると、クチャリと粘液が混ざり合う音がしてエッチだ。合わさった箇所が熱い。

「……んっ……んん……」

　そのまま腰をゆるゆると前後に揺らすだけでも、互いの敏感なところがこすれ合って気持ちがいい。もうこれだけで達しそう。

「……ふぁあ……んはぁ……」

　浅いところを刺激していると、奥のほうが物足りなくなって疼いてくる。さっき長い指で摩られたところがヒクヒクとひくつき、泥濘に当たっている楔を早く呑み込みたいと主張しているみたい。

（なんか……すごく、欲しくなってきちゃった……）

　さっきまで怖かったのが嘘のように、怒張を奥まで迎え入れたくてたまらない。下腹部がキュンキュンと切なそうに啼き、一つになりたいと訴えている。

「ルノーガ様ぁ……はぁ……今から……ん……挿れます……ね……」

「無理はするなよ……代わりたくなったら、いつでも言ってくれ……」

　ルノーガ様の息も荒い。彼もまた同様に興奮しているのだと思うと愛しさが込み上げてくる。

　大きな両手が私の腰をしっかり支えてくれる。

　上半身を落とし挿入しようとするけど、場所が悪いようで滑ってうまくいかない。焦れながらも何度かお尻の角度を変更し、ようやく奥に繋がる入り口に合わせることができた。

　位置が変わらないように細心の注意を払いながら腰をゆっくりと落とすと、矢尻が細い膣道をこじ開けるように挿ってくる。

「……んぁ……ふぁ……ん……」

　圧迫感がすごい。狭いところを無理やり拡げられているような、突っ張った感じがする。

　でも、思っていたよりは全然痛くない。むしろ、初めてだというのに、ゾクゾクとした仄かな気持ちよささえ感じる。おそらく媚薬の効果が大きいのだと思う。

「……うぅん……はっ……」

　下へ下へと腰を落としていき陰茎を半分まで呑み込んだところで、なんだが奥のウズウズが強くなってきた。ナカの塊を欲しがるように肉襞が波打つ。

　まだ半分しか挿っていないのが焦れったい。早くこの熱杭を最奥で受け止めたい。

　残っている竿の根元まで、もう本能に任せて一気に収めたい気もする。ただ、そんな乱暴なやり方をして陰部が裂けるのは回避したい。

　その時、ふと繋ぎ目に意識を集中させてみたら、とある感覚がしてビックリする。なんというか、あり得ないくらいそこが濡れている気がする。

（痛くはないけど……まさか裂けたんじゃ……ないよね……？)

　もし流血沙汰になっていたらどうしようと不安になりながら鏡で確認すれば、ルノーガ様と私が繋がっている姿が見えた。

　結合部が二人の──いや、主に私の愛液でぬらぬらとテカり、溢れた蜜がこれから呑み込む陰茎をイヤらしく覆っている。

（これ……全部私の……）

　濡れた感覚の正体に、かーっと顔に熱が集まる。

　しかも、それだけではない。

（本当にこれは……私なの？）

　自分で自分が信じられない。鏡に映った私は、すごくオンナの顔をしていた。瞳を潤ませ、頬を上気させ、だらしなく開いた口から熱い吐息を吐き出している。客観的に見て、とても官能的で、気持ちよさそう。

「……はぁ……あぁっ……ああああ……」

　視覚で確認すると、脳が快感を強く自覚してしまう。今まで理性で抑え込んでいた気持ちいいが洪水みたいに溢れ返って私を翻弄する。ダメ、もう待てない。今すぐ彼が欲しい。

「……もぉ……我慢できなっ……ルノーガ様……お願いっ……動いて……くださいっ……」

「了解だ」

　涙目で懇願すれば、私のウエストを掴んでいた両手にぐっと力が込められた。待ちわびたとばかりに力強くルノーガ様のほうに引き寄せられ、同時に硬い腰を下から勢いよく突き上げられる。

「ひゃぁぁああああん」

　ゴリッと鉄のように硬い熱杭で最奥を抉えぐられた。一瞬、届いてはいけないところまで届いたんじゃないかと心配になったけど、すぐにそんなことを考える余裕はなくなる。

「……あっ……やぁっ……そんな……激しっ……んふぁ……」

　腰のくびれを掴まれ、激しく揺さぶられる。敏感な壁をズルズルとこすられ、肉と肉がぶつかる度に大きな快感が襲ってきて、呼吸さえままならない。

　気持ちよくて気持ちよくて、たまらない。

　今まで到達したことがない領域まで二人一緒に行き着きそう。そこにたどり着くと、もう二度と元に戻れない気がする。

「……ルノーガ様……あぁ……やめぇ……こんな……壊れっ……ちゃう……」

　高い声で喘ぎつつ言うと、腰を掴んでいた手が後ろから私の肩を抱きしめるように回される。下半身で繋がり揺らされながらバックハグされる形になり、胸のキュンキュンと、気持ちいいが止まらない。もちろん、その間も彼の腰はゆっくりと上下に動いている。

「ミオ……申し訳ない……君が可愛すぎて……手加減できない……」

　耳元で甘く囁いたあとに、ルノーガ様がうなじに顔を埋めてきた。大きく鼻で息を吸い、私の匂いを嗅いでいる。獣染みたその行為も、今は私を昂らせる要素の一つにしかならない。

「君の身体も心も……そしてこの匂いも……俺のものになったんだと思うと……嬉しすぎて自分を抑えられないんだ……」

　ベロリと首の後ろを舐められ、同時に膣奥に硬い先端をグリグリと押しつけられた。まるでこれからその場所を思いっきり可愛がり、熱い精を吐き出したいとでも言いたげだ。

「だから……いいだろうか？」

　それは、何に対しての問いかけなのか。もっと激しく抱きたいということだろうか。それともナカに子種を注ぐ許可が欲しいという意味だろうか。

　どちらにしろ、もう私の頭の中はぐちゃぐちゃで、打算やら理性やらは残ってない。口から出るのは心の奥底の本音だけだ。




「……いい……好きぃ……ルノーガ様が……好きっ……だから……したいの……してぇ……」




　こんな拙つたなく恥ずかしいセリフ。普段の私なら絶対に言わない。でも今は媚薬と気持ちよさで頭がバカになっているんだ。

　日常から逸脱した言動を取っても、それは身体を熱くさせる媚薬とルノーガ様のせいなのだろう。

「あぁ、君は……本当に可愛いな」

　恍惚とした顔を浮かべるルノーガ様が徐々に抽送のスピードを上げていく。

「ひゃっ……もぉ……イクっ……イクっ……」

「ミオ……後ろを向いて……くれないか？　君に……キスをしたい」

「はい……するぅ……ルノーガ様と……キス……するぅ……」

　上半身を少し捻り太い首に片腕を回してバランスを取ると、ルノーガ様の紺碧の瞳と目が合った。




「ミオ、君が好きだ」




　真摯に告げられる言葉は、私の心を温かくしてくれる。いつだってルノーガ様はまっすぐで、それが彼の魅力なのだろう。

「私も……私も……好きぃ……大好きぃ……ん……んんぅ……」

　私の口からはやっぱり子供染みた言葉しか出なかったのだけど、ルノーガ様はそれで構わないようだ。嬉しそうに目を細めている。

　二人の唇が合わさり、夢中で舌を絡め合った。この世にこんなに気持ちいいことがあるなんて知らなかった。

　突き上げてくる律動に身を任せていると、頭の中にたくさんの星が飛んで。やがて意識を保てなくなった私は幸福な腕の中に落ちていった。





ハッピーエンドで終わるなら、スキルもそう悪いものじゃない。






「どうやら私からのプレゼントは役立ったようだな」

　翌日。ルノーガ様と一緒に殿下の執務室を訪れたら、開口一番にそう言われた。ニヤニヤとした口元が腹立たしいったらありゃしない。が、ここで怒っても殿下を喜ばせるだけ。

　引きつりそうになる頬を堪え、無理やりニッコリとした笑みを顔面に貼りつける。

「ええ、おかげ様で。大変、濃い夜を過ごさせていただきました」

「ほぉ」

　腰を折りお礼を述べる私へ、殿下が面白そうに目を細め口端を持ち上げた。その姿にイラッとするが、こういう輩にダメージを与えるには直接攻めてもあまり意味はない。弱みを利用し、遠回しに攻撃するのが効果的だ。

　横っ面を殴りつけたくなる衝動をぐっと抑え、淡々と言葉を吐き出した。

「あまりにも素晴らしすぎて、日本……私が元いた世界で得たとある知識を思い出しまして。ただ、この情報は私には無用の長物。より有効にご活用いただけるだろうコトハ様へ伝えようかと思います」

「……待て。それはどういう」

「ご心配には及びません。コトハ様の心身には負担はかかりませんので。きっと殿下も…………前回以上にお楽しみいただけるかと」

　ニタリと悪役さながらに笑ってやると、殿下が頬を引きつらせた。

　きっと、媚薬とアダルトな道具でコトハ様からイロイロと開発された夜のことを思い出しているはずだ。

「お前っ、コトハに変な情報を流すのはやめろ！」

　私だって自分の身は惜しい。この国の次期最高権力者候補へ、後ろ盾なしに噛みつく真似なんてしない。が、このお方は、なんだかんだでコトハ様にとても甘いようだ。だったら、そこを利用しない手はない。

「はて、なんのことでしょうか？　前回コトハ様には、大変満足していただけましたが？」

　澄ました顔で言ってやると、殿下が辟易とした息を吐いた。

「ルノーガよ、どうにかしろ。お前の最愛だろ？」

「ミオは俺が言ってどうこうできる性格ではありませんので。それに、……こんなところも可愛いでしょう？」

「…………私としたことが忘れていた。マシェンロ家の者は、最愛を手に入れるとそんな感じになるんだったな。あばたもえくぼと言うか、なんと言うか。……自慢気にしているが、お前以外からしたら意地の悪いちんちくりんにしか見えてないからな？」

　メガネをクイッと押し上げながら言ったルノーガ様に、殿下は呆れ返った顔を向ける。疲れたように再び長い息を吐いた。正直、言葉の後半にムカッとしたけど、あえて口を挟まないことにする。

「もういい。お前ら二人をセットで見ていると疲れる。ミオ嬢、……して、願いはなんにする？」

　問いかけ方が、願いを決めていること前提だ。「もう少し考える時間をください」だとか「迷っています」なんて返答は許されない。そんな時間を私にくれてやるつもりも、ましてや自分がその時間につき合うつもりも毛頭ないのだろう。こういうところを見ると、やはりこの人は根っこの部分で王族なんだと実感させられる。

「どうした？　私にできる範囲ならなんでもいいんだぞ。望むなら、元の世界にだって帰してやる」

　すぐに答えを返さなかった私を、またしても面白そうに見やる殿下。もしかしたら私が悩んでいると思い、先ほどの意趣返しでもしようとしているのかもしれない。

（願い事なら考えてきましたよ。しっかりね）

　ただ、言うのを少し躊躇ためらっただけだ。しかし思えば、相手は鬼畜殿下。遠慮するだけ無駄だろう。

　私はぎゅっと拳を握り、声を大にして言った。




「それなら、『第二王子殿下御用達』のお墨付きが欲しいです」




　私の言葉に殿下が首を傾げる。確かに言葉が足りなかった。補足しよう。

「実は私、テーピングというものを開発しておりまして。そのテーピングの宣伝文句として『第二王子殿下御用達』という言葉を使わせて欲しいな、と。あ、テーピングというのは何もアヤシイ物ではありません。患部などに巻いたり貼ったりすることで痛みを緩和させたり、再発を予防したりするものです。たとえば殿下は書類仕事が多そうなので、肩や首が疲れませんか？　え、凝りが酷いと。なるほどなるほど。肩こりは肩甲挙筋けんこうきょきんが硬くなっているのが原因です。それでしたら、このテーピングをこう貼って……」

　予め準備していたテーピングを取り出し、許可を得たうえで殿下の肩に貼りつけていく。ちなみに肩甲挙筋とは首と肩甲骨をつなぐ筋肉だ。ここをサポートするようにテープを貼ると肩や首の凝りが楽になる。もちろん個人差はあるし、テーピングだけに頼らず適度に肩や首のストレッチをするのがオススメだ。その点もしっかりとアドバイスしておく。

「どうでしょうか？」

「うむ。これは確かに……楽になる」

　殿下が感心したように言った。

　第二王子殿下の名を借りようとしているのだから、実物を体験し、効果を実感してもらうのは当たり前だ。そして、本当にいいと思ってもらったうえで、『御用達』のお墨付きが欲しい。さらに言えば、殿下が気に入り普段から使ってくれると宣伝効果抜群なので嬉しいという打算もある。

「もう少し長い期間試してみないことには、実際の効果の程度はわからんが。……騎士団や文官の連中からもテーピングの噂は聞いている。使い出して慢性的な凝りが楽になったと、なかなか評判だぞ。よかろう、『第二王子殿下御用達』の使用許可を与える」

　殿下の言葉に私は心の中で「よっしゃー！」とガッツポーズを決めた。

（ありがとうございます）




「王族にお願いできるチャンスなんて、滅多にないからね。これを最大限に活かすなら一度きりじゃなく、長期間活用できる宣伝に利用するのが一番。ふふふ。これでますますテーピングが売れる。使い方を最初に説明さえすればあとは患者がリピートして勝手に買ってくれるから、常用者が増えれば増えるほど、労力なしに利益が上がる。ある意味、ちょっとした不労所得。お金はいくらあっても邪魔にはならないからね。殿下の威光を借りまくってガッツリ稼がなきゃ！」




「ミオ、心の声とセリフが逆になっているぞ」

　しめしめと捕らぬ狸の皮算用をしていたら、ルノーガ様からツッコミが入った。

　はっ、私としたことが嬉しすぎてウッカリしてしまった。いけない、いけない。

「ルノーガよ。お前、本当にコレでいいのか？」

「……これもまた、彼女の魅力の一つですので」

　呆れかえったように私を指差す殿下に、額に手を当てどこか遠くを見ながら答えるルノーガ様。

　今のセリフ、もう一度私を見ながら言って欲しい。




＊＊＊




「ミオ、願いは本当にあれでよかったのか？」

　殿下の執務室を出たあと、ルノーガ様が尋ねてきた。

　何を今さら。私はもう選んだんだ。そして私は、一度決めた重大な事柄を舌の根の乾かぬうちに覆すような愚かな真似はしない。

「もちろんです。我ながらいいアイデアだったと思っています」

　満足そうに頷いた私に、ルノーガ様が神妙な顔を作る。

「そうか」

「はい、そうです」

　私の意思は優先するし、私をこの世界に留めたこと自体に後悔はしていない。だけど、やはり家族と引き離してしまったという罪悪感がある。そんな顔をしている。

　そもそも私がこの世界に召喚されたのは、女神様のウッカリ間違いだ。ルノーガ様に責任はない。なので、そんなに気にしなくてもいいのに、彼の性格上どうしても考えちゃうのだろう。

　こればっかりは、今すぐどうこうできるものではない。これから二人で時を過ごし、私が幸せいっぱいだと少しずつわかってもらおう。そうすることで、ルノーガ様の心の負担も軽くなるだろう。

「…………」

「…………」

　なんとなく二人して黙ってしまった。

　ちょっぴり重い話をしたあとは、会話に困る。何か違う話題をと考えても、こんな時に限って何も思いつかない。さて、どうするか。

　と、その時である。

　毎度毎度のお約束で、女神様の見えざる手が動いた。




「きゃぁあああああ！」

「うわっ！」




　詳しい記述は省略するが、気がついたら私たちは王城廊下で抱き合うようにして転倒していた。質も弾力も申し分ない素晴らしい雄ッパイに私の顔面がめり込む。うん、気持ちがいい。

　どうやら今回はルノーガ様も考え事をしていたようで、ラッキースケベを防げなかったらしい。

「こんな時にまでスミマセン。本当にこのスキル、どうにかして欲しいです」

　もしかしたらルノーガ様と初エッチしたら消えるんじゃないかと期待していたのに、このとおり。事後もスキルの力は絶賛継続中。本当に、どうにかして消せないかな？

（今はそれより早く降りよう）

　王城内廊下で抱き合っているのを誰かに見られるのはよくない。スキルの効果なのかちょうど誰も見当たらないものの、いつ人がやってきてもおかしくない。

　乗っかっていたルノーガ様の身体から降りようとしたのだけど、逞しい腕が私を閉じ込めるように背中側に回り、ぎゅっと力を込められる。これでは離れられない。

「ルノーガ様？」

「俺は君に、そのスキルがあってよかったと思っている」

「え？」

　抱きしめられたまま見やると、ルノーガ様が照れたようにはにかんだ。

「俺は知ってのとおり恋愛下手で、女性が喜ぶ会話も得意じゃない。君を抱きしめ慰めたいと思っても、どう動けばいいかわからないんだ。……そんな俺でもスキルのおかげで今こうして君を抱きしめられているだろう？」

　確かに、と思う。

　私の背中に回された腕は温かく、頬に当たる広い胸から聞こえてくる鼓動は力強い。とても安心できる。

「そう言われると、そうですね」

「ああ」

　甘えるように胸に頬を擦り寄せると、大きな手で頭を撫でられた。

（あぁ、本当に落ち着く）

　こんなところで、抱き合っている場合ではないのだけど。もう少しだけ甘えてもいいだろうか。

　大きな身体の上でモゾモゾと動いて、ルノーガ様の顔を上から覗き込める位置まで移動した。美の精霊のように整った顔が和やかに私を見ている。涼しげな紺碧の瞳も優しく細められていて、その表情がとても好きだ。

　急にキスがしたくなって、頬にかかる私の髪をそっと耳にかけた。少しずつ顔を近づけ、互いの唇を重ねる。

「……ん……」

　ほんの三秒程度の触れ合うだけのキス。

　唇を離したあと、互いに見つめ合う瞬間がとても愛しい。

「ミオ、そろそろ行こうか」

「はい。お仕事、頑張らないとですしね」

　逞しい身体から降りると、先に立ち上がったルノーガ様が手を差し出し私を立たせてくれた。わずかに目元を赤くした彼の隣に、緩みそうになる顔を引きしめて並ぶ。そうしてまた二人一緒に、いつもどおりの王城の廊下を歩んでいく。

　ちょっとしたハプニングのおかげで、日常生活の中に小さな幸せが生まれる。こんなハッピーエンドを迎えられるなら……。

　なるほど、女神様からいただいたスキルもそう悪くない。





番外編




チョロい異世界人とコワモテ上司なその恋人。






　この世界に残る決断をした一週間後。私はルノーガ様と一緒にジュエリーショップへ向かっていた。

　なんでもこの世界では宝石などの鉱物に魔力を注ぐことができ、その宝石を使ったアクセサリーを恋人や家族といった大切な人へ贈る習慣があるそうだ。それで、私にもプレゼントしたいと言われたのだ。

　ルノーガ様の場合、宝石に込めた自分の魔力を頼りに私の居場所を特定し、さらにその場へすぐにテレポートできるようになるらしい。

『君を守るためにも贈りたいんだ。いや、そうしなければ俺自身が不安だと言ったほうが正しい』

　そんなふうに言われると、とてもじゃないけど断れない。

　ちなみに私も魔力はあるらしい。自分ではわからない。ルノーガ様曰く、『スキルは魔力を消費して使用するものだ。魔力をコントロールできるようになれば、ミオのラッキースケベもオンオフを切り替えられるだろう』とのこと。

　そうなんだ。それなら、魔力を調整できるようになっておきたい。今度やり方を習おう。

「いらっしゃいませ」

　ルノーガ様と一緒に目的のお店に入る。出迎えてくれたのは、ロマンスグレーと片メガネが特徴の老紳士だった。高級お屋敷で執事とかやっていそうな雰囲気。

「どのようなものをお探しでしょうか？」

「ネックレスを見せて欲しい」

　老紳士に尋ねられ、ルノーガ様が答える。

　アクセサリーにもイロイロと種類がある。いただくならネックレスがいいと先にお願いしていたのだ。結婚指輪や婚約指輪への憧れもあるけど、仕事中に邪魔になる。それならマッサージしながらでも服の中に隠して身につけられるネックレスがいい。

　丁寧に接客され、キラキラしたお姉さんが担当しているらしいネックレスコーナーに案内された。ショーケースに並んだキレイな宝飾品を見ていると目がチカチカしてくる。が、この中から一つ選ばなければならない。そうしないとルノーガ様は納得しないだろう。

　一つ一つ見ていくと、目を引くものがあった。

「これがいいです」

　私が選んだのは、サファイアが埋め込まれたシンプルなネックレス。

　ルノーガ様の紺碧の瞳を思わせるような青だ。値段が書かれていないのが気になるが、あまり深く考えないようにしておく。

「ああ、いいな」

　選んだネックレスを見て、ルノーガ様が嬉しそうに目を細める。

　好きな人と同じ色を身につけたいだなんて。我ながら乙女チックすぎたかなと、妙に気恥ずかしくなる。

　誤魔化すように目を逸らし、店内を見回した。ルノーガ様は、そのまま担当してくれた店員さんとやり取りをしている。

　それにしても高級感が溢れるキラキラとしたお店だ。客層もほぼ貴族だし、庶民が入るには勇気がいる。ルノーガ様と一緒でなければ立ち入ることさえなかっただろう。

　と、そんな時だ。

「これはこれはクラム様、よくおいでくださいました。今日はどのようなご用件で？」

「アンズのピアスのメンテナンスを頼む」

　煌びやかな店内に、一組のカップルが入ってきた。二人の姿を一目見た瞬間、私の勘がピンときた。

（この女性、お胸が大きい……！）

　地味な格好のせいで見落とされがちだけど、私のオッパイセンサーは誤魔化せない。この女性は着痩せするタイプ。Ｆカップ──いやＧカップはあるな。出るところは出て、引っ込むところは引っ込んでいるグラマラスボディで、脱いだらスゴイというヤツだ。実に羨ましい。

　と、それはいいのだけど、この隠れ巨乳な女性の隣にドス黒い空気を纏った男が立っている。全身黒コーデな強面こわもてで、眉間に深く刻まれたシワが「何人か殺ヤってます」と物語っているようだ。日本だったら背中に刺青を背負っている職業に就いているだろう。

　なんというか、組み合わせがおかしい。借金を背負った気弱い地味巨乳が、ヤクザに脅され愛人にされているといった関係に見えてしまう。

　と、あまり他人をジロジロ眺めるのも、見た目で判断するのもよくない。そっと視線を外そうとした瞬間。なんてことでしょう、そのヤクザと目が合ってしまった。

（ひえっ！　目つき悪っ！）

　そんなことを思ったのがバレたのか、ヤクザが女性に何か耳打ちすると、女性がその場を離れていった。

　そして、そのあとになぜかそのヤクザがこちらに歩いてくるではないか。確かにジロジロ見た私が悪かった。でも、まさかそれだけのことで文句を言うつもりなの？

「よぉ、ルノーガ」

「お久しぶりです、クレイ長官」

　何か因縁をつけられるんじゃとビクビクした私だが、ルノーガ様の知り合いだったみたい。真面目な彼に反社会的な職業の知人がいるとは思えない。やはり怖いのは見た目だけで、中身は普通の人なのだろう。

　そうほっとしたのも束の間。

「レオから聞いたぜ。テメぇ……アンズを聖女の身代わりにしようとしたんだってなァ？」

　ドスの効いた、大変低い声が聞こえた。

　隣を見るとルノーガ様のメガネにピシッとヒビが入り、頬から一筋の汗が流れ落ちた。こんな場所でいきなりヤクザ然とした強面からガンを飛ばされたら誰だってビビる。

　というか、今レオと聞こえたけど、これはきっとレオルド殿下のことだろう。ここで私は、約一カ月前の殿下とルノーガ様のやり取りを思い出した。




『ミオは一般市民ですよ！　このような事件に巻き込むわけにはいきません！　代わりなら、ほかにもいるでしょう！』

『たとえば？』

『同じ異世界人で、なおかつ王城に勤めている者ならアンズさんとか！』

『ルノーガよ。……それクレイに聞かれたら、お前は明日には地面の下だぞ？』




　そうだ、そんな会話をしていた。きっと、この真っ黒なヤクザがクレイさんで、隣にいた女性がアンズさんだ。確かにアンズさんは日本人っぽい顔をしていた！

　事前情報によると、このクレイさんは王城内で徴税課という税を徴収する部署の長をしていて、アンズさんはその部下で恋人でもあるらしい。クレイさんは徴税官というより借金を取り立てるヤクザのような見た目だが、そこはあまり触れないでおこう。

　それより、恋人を暗殺騒動が起きていたコトハ様の身代わりに提案されたら、そりゃ怒る。クレイさんの声がブラック化するのも無理はない。

　とはいえ、ただの一般人でもある私を巻き込みたくなかった当時のルノーガ様の気持ちもわかる。つまり、今回の件で最も悪いのは。

（あんの、クソ殿下ぁあああ！）

　そう、そもそもの諸悪の根源は、この件を告げ口した腹黒殿下だ。あの男、絶対にルノーガ様が困るとわかっていながら、面白がってクレイさんに話したんだ。

「そう怯えるなよ、ルノーガ。よーく、知ってるだろ？　巷じゃ鬼やら悪魔やら言われてるみてぇだが、実際の俺は優しいんだぜ？　だから選ばせてやるよ。今、テメぇのオンナの前で無様に死ぬか。あとから一人で無様に死ぬか……どっちがいいんだァ？」

　クレイさんがルノーガ様の肩にトンと手を置いて、悪魔さながらにニタァと笑った。言っていることがメチャクチャなうえに圧がスゴイ。心なしか周りの空気まで重く感じる。というか、実際にショーケースがカタカタ揺れている。どうなってるんだ、これ。

　ヤバイ。この人、絶対本気だ。このままでは本当にルノーガ様の命が尽きてしまう。

　心配する私には気づかず、ルノーガ様がメガネをクイッと中指で押し上げて、冷静な声を出した。

「クレイ長官。その件は俺の失言でした。申し訳ありませんでした。……ただ、あなたは俺を殺せませんよ」

　見ると、先ほどまで出ていた冷や汗も引っ込んでいる。何か考えがあるようだけど、この悪魔を納得させるのは難しい気がする。

「へぇ。アンズの前だと、俺がお行儀よくしていると思ったら間違いだぜ？　あいつにバレずにお前を始末する方法くらい、いくらでもあるからな」

「ええ、わかっていますよ。だから、これをどうぞ」

　どうするんだとヒヤヒヤしていた私の隣で、ルノーガ様が懐から一枚の紙を取り出した。受け取ったクレイさんが中を確認し、目を見開く。

「これは……間違いねぇんだろうな？」

　どうやら秘密の情報が書かれていたらしい。さっきまで殺る気満々だったクレイさんだ。その彼の気持ちを変えられるだけの情報。きっと私には思いつかないようなスゴイ内容に違いない。

「ええ。確かな筋から仕入れた情報ですからね。本物ですよ」

　ルノーガ様が張り詰めた表情で頷いた。まるで裏取引するギャングのように緊迫した声で言葉を続ける。




「肉ジャガ……アンズさんの故郷の味を再現したレシピです」




　……そ、そういえば、私の餌付けに余念がなかったルノーガ様から、前にレシピを聞かれて教えたんだった。

　日本とこちらでは食材や調味料が異なる場合もある──同じ野菜や果物もあるのだけど、ない場合もある──ので最初はなんちゃって和食が出てきた。でも、回を重ねるごとに日本の味に近づいて、今では立派に肉ジャガと呼べる仕上がりになっている。抜群に美味しく、思わず「お母さん！」と呼びたくなるくらいだ。

「ほかにも豚汁やオムライスといった、こちらの世界にはない料理のレシピもあります」

　ルノーガ様がダメ押しとばかりに紙を追加すると、クレイさんが几帳面にそれを折りたたみ懐に仕舞ってから満足そうに頷いた。

「なかなか交渉がうまくなったじゃねぇか。これで今回の件は水に流してやるよ」

　どうやら怒りは収まったらしい。しかし、あのレシピをどうするんだろう。まさかクレイさんが作るの？　というか、料理ができるの？　なんだろう、魔界のゲテモノ的なものが出てきそうな雰囲気がするんだけど……。いや、人は見た目ではわからない。意外に料理上手かもしれない。

　と、私がそんなことを考えていた時だ。

「もー、クレイ！　また私を騙しましたね。反復横跳びする猫なんていなかったじゃないですか！」

　クレイさんの隣にいた女性──アンズさんがプンプンと怒りながらやってきた。

　その瞬間、クレイさんがドス黒いオーラを引っ込める。重苦しかった空気も突然軽くなった。変わり身、早くない？

「あァ？　いただろ」

「いませんでした。だいたいですね、猫が反復横跳びするはずないじゃないですか。いい加減そうやって嘘ばっかり言って、私をからかうのやめてください！」

　どうやらさっき席を外したのは、クレイさんから嘘を吐かれたかららしい。それにしても反復横跳びする猫ってなんだ。ルノーガ様を脅しつけるところをアンズさんに見せたくなかったからだろうけど、もう少しまともな嘘はなかったの？

「アンズ、お前は知らねぇだろうが。……この世界の猫は、元人間なんだぜ？」

「なんですか、それ。そんなわけないでしょう！」

　しかも、またしても意味のわからない嘘を言い出している。いくらなんでも、こんな話を信じる人はいない。それともクレイさんは、本当にアンズさんがこんな嘘を真に受けると思っているのだろうか。

「嘘じゃねぇ、本当だ。この世界では、人は死んだら猫に転生するんだ。で、猫の一部が人間の頃の記憶を思い出し、通常じゃあり得ねぇ動きをする。さっきの反復横跳びする猫もそれだ」

「クレイ、いくら私だって今度という今度は騙されませんからね」

　呆れたような顔をするアンズさん。うん、その反応で正しい。

　が、そんなことはお構いなしにクレイさんが話を続ける。眉一つ動かす、流れるように言葉を吐き出すのだから、ある意味メンタルがスゴイ。

「アンズ、そうやってなんでも自分の物差しで考えるのはよくねぇぜ。ほら、よく思い出せよ。たとえば俺の家で飼っている黒猫だが……たまに人っぽい動きをするだろ？」

「はっ！　……そ、そう言えば、この前……黒猫が人みたいな座り方をしていました。こう前足を投げ出しお腹をドデンと見せて……まるでお風呂上がりのオヤジでした！」

「だろ？　実は黒猫の前世はオヤジなんだよ。あいつを拾ったのは、ちょうど五年前に徴税課を辞めた男の母親の兄の嫁の従弟のハンスが亡くなった日の一年後だったからな。そいつだ」

　いや、五年前に徴税課を辞めた男の母親の兄の嫁の従弟のハンスって誰だ。確実に赤の他人じゃないか。というか、絶対に存在しないだろ、そんな男。

「アンズ、お前さ。たまに俺そっちのけで黒猫を可愛がってるが……あいつの前世はハンスだからな。で、人間だった時の記憶を取り戻してるからな。……愛する恋人が元オヤジをヨシヨシと撫で回しているのを目の前で見せつけられる男が、どんなに惨めな気持ちになるかわかるか？　お前は俺が可哀そうだとは思わねぇのかよ？」

「……スミマセン。私、まさか黒猫の前世がハンスさんだなんて知らずに」

「いや、お前は知らなかったんだから仕方がねぇよ。まぁ、あれだ。これからはあんまり黒猫にベタベタしすぎるなよ。何度も言うが、あいつの頭の中はオヤジだからな」

「はい、わかりました」

　思い詰めたような顔で頷くアンズさんに、その頬を慰めるように撫でるクレイさんだけど。

（いやいやいやいや！　どこからツッコメばいいの？）

　チョロい。チョロすぎるよ、アンズさん。それでいいのか。この様子だと絶対に普段からこんな感じで意味のわからない嘘を植えつけられ、オモチャにされて遊ばれている。クレイさんは眉間にシワを刻んだままのポーカーフェイスだけど、頭とお尻から悪魔の角と尻尾が生えているように見える。確実に心の中で面白がっている。

　無垢なのをいいことに殿下に弄ばれているっぽいコトハ様に、クレイさんにオモチャにされているっぽいアンズさん。私以外の異世界召喚組が鬼畜男どもにいいように遊ばれている。大丈夫かな？

　そっと横目でルノーガ様を見ると、無言で頷かれた。その目が語っている。「面倒臭いから、かかわるな」と。うん、言いたいことはたくさんあるけど、私だって悪魔な強面男に口出しする勇気はない。こちらも無言で頷く。アイコンタクトというヤツだ。

　ちなみに今クレイさんは、アンズさんをそれとなく店の出口に誘導している。おそらく私たちが余計なことを言い出す前に退散したいのだろう。心配しなくてもレシピのことも、実は性格が捻じ曲がった人でなしだってこともバラしはしない。自分の命は惜しいからね。

　あ、クレイさんがアンズさんの腰に腕を回してピッタリと引き寄せている。たぶん、あれは周りの男を牽制しているな。何人かアンズさんの隠れ巨乳を見抜いて、お胸をチラ見していたから。あれだけ立派なものだ。ダメだとわかりつつも、つい目が追ってしまう哀れな男の気持ちもわからないでもない。

「ちょ、ちょっとクレイ。人前ではあんまりくっつかな」

「あァ？　見せつけたいんだよ、俺が。……俺の愛しい恋人は、最高にイイ女だってな」

「へっ……も、もう……今日だけですからね！」

　耳元で甘く囁かれて、真っ赤な顔で照れるアンズさん。瞳がハートになっている。

（やっぱりチョロい……）

　バカップルにげんなりしつつ、隣のルノーガ様を見上げる。どうやら二人の様子は見ていなかったようで、不思議そうな顔をされた。

「どうかしたか？」

　うん、ルノーガ様の生真面目な顔を見ると、ささくれた心が浄化されていく。

「いえ。やっぱり私はルノーガ様が好きだなぁ、と思いまして」

「きゅ、急に何を言っているんだ、君は！」

　真っ赤な顔で慌てるルノーガ様。あぁ、癒しだ。

　本当に、私の恋人がルノーガ様でよかった。好きな人は好きだろうが、私はあんなメチャクチャな俺様タイプは苦手だ。まぁ、同族嫌悪というヤツかもしれないけど。……いや、私はあそこまで捻くれた性格はしていない。と思う。

　ちなみにこのあと、ルノーガ様の弟さんもクレイさんの部下だと発覚した。前に弟さんが『悪魔な上司にこき使われている』と嘆いていたけど、あれが上司だったら確かにイロイロと大変だろうな、と妙に納得した。未来の弟にもなるんだし、今度会ったらもう少し労わってあげよう。





ルノーガの恋人とそのスキル。






「ミオ、君はなぜ壁にハマっているんだ？」

「えっと……そこに穴があったから、としか言いようがなく……」

　その日。いつものようにミオの家にテレポートすると、なぜか彼女が壁にハマっていた。

　玄関から続く廊下の左手の壁。この壁の向こうは寝室なのだが、寝室側には下半身が、廊下側には上半身が見える形で身体が壁に突き刺さっている。

「それにしても、よくハマったな。抜けられないのか？」

　ミオは全体的に痩せていて細い。その細いミオがギリギリ通れるくらいの穴だ。そこを潜り抜けるように胴体まで進んだところで、前にも後ろにも動かなくなったようだ。

「自力で抜け出せるなら、こうしてルノーガ様の前に恥ずかしい姿を晒していません」

「確かにそうだな」

　ミオのことだ。きっと俺が来る前にやれるだけのことは試したのだろう。よく見ると手が少し赤くなっている。腫れもなく、出血するほどのケガでもないようで安心する。

　話は変わるが、花降祭から半年が経っている。半年前は俺が強引に押しかけ半同棲といった形だったが、今は正式な二人暮らしだ。

　ミオがこちらの世界に残ると決心したすぐあとに『結婚も決まったことだし、一緒に住んで欲しい』と申し出たら、『いや、もう一緒に住んでいますよね？』との返答があった。

　俺としてはもう少し広い部屋に引っ越したい気持ちもあるが、ミオが職場が近いからという理由で譲ってくれない。『職場なら俺が毎日テレポートで送るから』と言ったら、『私をこれ以上ダメ人間にしないでください』と呆れられた。むしろ俺がいないと生きられないくらいになってくれていいと本気で思っている。しかし、これを言うとドン引きされるのは理解しているので口にしないようにしている。

　それから、同棲はしているものの、結婚はまだだ。本当はすぐにでも籍を入れたかったが、ミオから止められた。もう少し仕事を頑張りたいのだそうだ。

　彼女のやりたいことを邪魔するつもりはない。『気が済むまで仕事に打ち込んでいいし、結婚してからも好きに続けていい』と返答しているし、それでいいと思っている。

「ルノーガ様、あの。私をテレポートで穴から出してくれませんか？」

　ミオが穴にハマったまま、上目遣いで頼んできた。可愛い。

　そういえば、以前もミオが壁に開いた穴にハマったことがあった。あの時はまだ正式に交際していなかったし、彼女のスキルについても知らなかったので普通に助けたのだが。……よくよく考えると、とても惜しいことをしたのではないだろうか。

　今のミオは壁にハマって動けない。俺が何をしようとも、大した抵抗はできずなされるがままになるというわけだ。つまり……。




（今なら思いっきりミオの匂いを嗅げる！）




　というのも、ミオは匂いを嗅がれるのを嫌がる。ハグした時に首筋に顔を埋めて吸ったり、後ろに立った時にさり気なくクンクンしたりするくらいまではギリギリ許容してくれてはいるが、行為中にイロイロなところを嗅ごうとすると拒まれてしまう。

　少しでもミオの匂いを強く感じようと入浴前エッチを提案したこともある。結果は、全力で拒否された。

　仕事に夢中になると平気で風呂の存在など忘れるのに、行為前は必ずシャワーを浴び入念に身体を洗うのはどうかと思う。おかげでミオの貴重な体臭に石鹸の匂いが混じってしまう。それはそれで興奮するが、一度でいいから純度百パーセントの匂いを楽しみたい。

　幸い今日はまだ風呂に入っていない。今なら夢だった入浴前のミオを嗅ぎ放題だ。

（男の……いや、俺のロマンが、すぐそこにある！）

　この流れでエロに突入しようとしたら、確実にミオは嫌がるだろう。が、次のチャンスがいつ訪れるかはわからない。いや、次はもうない可能性のほうが高い。となると、これが一生で一度の機会かもしれないのだ。これを逃してなるものか。

（やるしかない……！）

　たとえ変態と罵られようとも。しばらくエッチお預けの罰を受けようとも。ミオの生匂いには、それだけの価値がある。そう、絶対に譲れない戦いが、ここにはあるのだ！

　俺はそう決断した。

「ルノーガ様、死地へ赴く戦士のような形相をしてどうしたんですか？」

「俺が行くのは死地ではない。天国だ。そこでこの世の至宝ミオのいいニオイを手に入れる」

　真顔で答えた俺に、ミオが訝しむ顔を向ける。

「いや、意味がわからないんですけど。……あの、まさか。変なことを考えてないですよね？」

「変なこととは？」

「こ、このまま……エッチする……とか？」

　いつも「エッチ」という言葉だけ小声になるのが、可愛い。そういった言葉を使うのが恥ずかしいのだろう。

　そのミオに無言のままニッコリと笑顔だけ返して寝室側に移動すれば、壁から生えるように飛び出した小さな尻が見えた。

（今ならこの尻にだって……顔を埋めて遠慮なく嗅げる！）

　上半身はミオに気づかれないようにして普段こっそりと嗅いでいるものの、入浴前の下半身をじっくりと嗅いだことはなかった。今日責めるなら、こちら側だろう。

「ルノーガ様？　な、なんで何も答えてくれないんですか？　あの、本当に！　嫌ですからね、私っ！　早くここから出してくださいっ！」

　ミオが焦ったような声を出す。それが妙に気分を高揚させる。いつも強気な彼女が狼狽えている姿は貴重だ。その貴重な姿にさせているのが俺自身なのだと思うと興奮してしまう。自分の性癖に若干不安を覚えるが、相手はミオ限定だ。羽目を外しすぎなければ、そう問題は起きないだろう。

　かけているメガネを取り外し、スキルでベッドのヘッドボードへ飛ばした。

「ひゃぁぁあああああっ！」

　逸る気持ちを落ち着かせ、壁から生えている腰に手を置きそっと撫でる。小さな身体が大袈裟にビクつき、俺の欲を煽った。





ルノーガの性癖と執着心。






「ふぁっ……やっ、やめてくださいっ……！」

　身体のラインをなぞるように尻、太もも、ふくらはぎと手のひらを滑らせる。丁寧な手つきで靴下を脱がせ左側の素足を掴めば、小さな足が抵抗するようにバタバタと揺れた。

「そこ舐めたら、絶交ですからね！」

　なぜしようと思っていたことがバレたんだ。

「わかった、舐めない」

　言って、足の裏に優しく口づけた。つけているのは唇だ。舐めてはいない。

「こんのぉ、エローガ様っ！」

　顔面を蹴りつけようと反対の右足が飛んできたが、穴にハマった体勢では力が入らないのだろう。空いている手で簡単に足首をキャッチし、チュッと音を立てて口づけた。

　ついでに左足を掴んでいたほうの親指で、窘たしなめるようにくるぶしを撫でる。するとビクッとミオの身体が跳ね、それ以上動かなくなった。

「あぁっ……ダメぇ……」

　抵抗が止まったのをいいことに、足首から上に向かって唇を滑らせる。壁から生えている両足の間で膝を床につけた格好で、足首からふくらはぎへと順に唇を這わせていく。膝の裏までたどり着いたところで、柔らかい間接部をベロリと舐め上げた。

「……ふうぅぅん……」

　全体的に脂肪があまりついていないからなのか、ミオは肌が敏感だ。割とどんなところでも、行為を思わせるようにして指や舌で撫でると性的快感に変換されるらしい。これはつき合い出した半年で、俺が知ったことだ。

　右膝の裏をチロチロと舌で押し潰しながら、反対側の太ももを左手で撫で上げていく。その際、肌を隠しているスカートの裾を掴み、一緒にたくし上げる。段々と露わになっていく白い肌に、否が応でも期待が高まる。

「今日はこれを履いてくれていたんだな」

　腰までスカートを上げたところで、下着を身につけた形のいい尻が全部見えた。ショーツの色は白。生地はシルクだ。倹約家のミオはこんな下着は買わない。俺が彼女のために購入し、クローゼットに忍び込ませていたものだ。

　丸い尻を撫で「嬉しいよ、ありがとう」と告げると、不本意そうな声がした。

「だ、だって！　こんな感じのパンツしかなかったからっ！」

　それはそうだ。ミオが半年以上前に購入した使い古した下着は少しずつ俺が処分したのだから。──と言いながら、実はこっそり隠し持っているのは秘密だ。

　いずれ俺の伴侶となる恋人にヨレヨレのショーツを履かせ続けるわけにはいかないので、定期的に新しいものと入れ替えている。

　ミオは履ければなんでもいいの精神で、特に下着にこだわりはない。余ほど際どいものでなければ履いてくれるので、俺の好みで自由に選べるのが楽しい。最近は上下で揃えて置いておくと、ちゃんとセットで身につけてくれるようになった。喜ばしいことだ。

　現在は下着だけではなく、普段着も少しずつ俺好みに変えていっている最中だ。最初は『こんなのいただけません！』と断られたが『たまたま九割引きで売られていたものだ。君が着ないなら処分するが』と言えば、渋々着てくれる。

　どうもミオは安く入手したものだと言われることで、心が楽になるらしい。俺が購入してきたものは、どれもセール品ということになっている。こんなに毎回毎回セールがあるはずもないのに、この点は深く考えるのを放棄しているようだ。この要領で彼女の周り全てを、俺が準備したもので埋め尽くしてしまいたい。

「それにしてもミオはどこも可愛いな。ほら、ここも」

　先ほどまでの軽い愛撫でも、ミオは充分興奮してくれたようだ。ショーツに染みができている。染みの上のほうを指でこすると可愛い突起があり、口から「あぁっ」と高い声が漏れた。

　そのままコリコリと尖りを指で可愛がりながら、布越しの尻に顔を埋めて思いっきり息を吸い込む。

「うぁっ……ふぁん……あ……あぁああ……」

　ミオは感じると匂いが甘くなる。今も中心から蜜を溢れ出させ、盛りを迎えた花のように甘く濃い匂いを漂わせている。きっとこのまま絶頂させたら、極上の香りを味わえるだろう。

　その匂いを布越しではなく、ミオの肌に直接鼻をつけ嗅ぎたい。

「脱がすぞ」

　一言声をかけても、否定の言葉は聞こえない。上半身は見えないが、おそらく真っ赤に上気した顔をコクコクと縦に振っているだろう。

　ショーツの両サイドを指にかけ、ゆっくりと引き下ろす。白く丸い双丘が現れたあとに、太ももの途中まで下げると、陰部と下着を繋ぐ濡れた糸が見えた。トロトロに蕩けきり左右に開いている蜜口が最高にエロい。すぐにでも吸いつきたい心を諫めて、丁寧な仕草でショーツを足から抜き取った。

「あっ……そんな直接っ……ふぁ……あああ……」

　ここまで来たら遠慮はいらないだろう。後ろから熱い膣内に舌をねじ込みジュルジュルと音を立て貪る。ナカが嬉しそうにヒクヒクとひくつく様子が愛らしい。もっと気持ちよくさせたくて、指で突起をスリスリとこすれば、ミオの喘ぎがさらに高くなった。中心から香る匂いもさらに甘みが増す。

「うふぅ……あっ……そこ……だめぇ……んんぅ……」

「ミオ、我慢するな。好きにイクといい」

　ミオはたまにイクのを堪える時がある。自分だけ一方的に果てさせられるのは恥ずかしいと思っているようで、俺もイカせようとしてくるのだ。

　ミオから責められるのも気持ちがいいし、俺のものを細い指で扱いたり小さな口で頬張ったりする姿はクルものがあるが、男としては好きな女性がたっしてくれるとそれだけで嬉しいものだ。我慢せずに、どんどんイッて欲しい。

「ほら、君の好きなところをたくさん可愛がってあげよう」

「ふぁん……もう……イク……いっちゃううううぅ」

　舌と指の動きを速くすればミオがガクガクと膝を揺らしながら果て、俺の鼻は芳醇な匂いで満たされた。





ルノーガの愛の言葉。






（早く……ミオと一つになりたい）

　興奮ではぁはぁと息が荒れる。窮屈な服の中で股間が張り詰め痛い。

　十代でもないのに、堪え性なく猛っている自身に些いささか呆れるが。ミオが相手で、なおかつ好きなだけ匂いを嗅げたのだ。こうなるのも仕方がない。

　服を脱ぐ時間も惜しく、着衣のまま反り返った自身を取り出し、後ろからミオの淫口に当てた。

　焦らすように割れ目に沿って先端をこすりつけると、「あぁ」と切なそうな喘ぎが聞こえた。矢尻を追いかけるようにフリフリと小さな尻が揺れている。とてもいい眺めだ。もし俺が動きを止めたら、欲を呑み込もうと一生懸命腰を動かすのだろう。

　ちなみにこの時、「腰が揺れているぞ」と指摘してやると、小さな身体を隅々まで真っ赤にして恥じらう。普段とのギャップもあり、その様子がとても可愛いらしいのだが、匙加減を間違うと頑なに身体に力を込め動かなくなるので注意が必要だ。

「ミオ、君のナカに挿りたい」

　泥濘の浅いところを先端で刺激しながら囁けば、ミオがたまらなさそうに答える。

「ふぁ……はい……私も……欲しい……イナーグ様が……欲しい……です」

　腰が物欲しそうにゆらゆらと揺れている。可愛い。

　もう少し焦らしたい気持ちもあるが、俺のほうも限界だ。

　すでに充分柔らかく濡れている泥濘に楔を押し当て一気に奥まで貫いた瞬間、高く甘い嬌声が耳に響いた。

「ひゃぁぁああああん」

　これまで何度も交わった蜜壺は、今では俺のために存在しているんじゃないかと思うほどしっくりくる。

　トロトロの温かい肉壁が先端から根元まで優しく包み込み纏わりついてきて、まるで醜い部分も含め、俺の全てを受け入れてくれているようだ。気持ちよさと共に、ミオへの愛おしさが増す。

　騎士仲間に言わせると、女性を抱くのは単純に気持ちいいからだそうだ。

　そのために必死に声をかけ、安くない食事を奢り、気の利いた口説き文句をこれでもかと並べ立て、時にはプレゼントまで準備する。そうして苦労に苦労を重ね、やっと与えられる刹那の快楽をありがたく享受するのだ。が、終わったあとは酷く白け、なんであんなに必至だったんだろうと後悔するという。

　しかし、そうして悔いておきながら翌日にはまた違う女を口説きにかかるのだから、つくづく男とは愚かな生き物なのだと思う。別にそんな男を低俗だなんだと貶める気はない。身近な人物で言えば、今でこそ人生の伴侶と決めた聖女をひたすら愛し抜いている自分の主も、学園時代は女遊びが激しかった。マシェンロ家がたまたま一目惚れの家系で、人生でただ一人の女性のみを一途に愛すというだけだ。特殊なのは俺のほうだろう。

　だが、その特異な体質でよかったと心の底から思う。

　ミオを抱いているだけで、自分は幸せだ。こうして繋がっている間はもちろん、離れたあとも心が満たされる。なんなら普段ハグをしたり、そっと後ろから匂いを嗅いだりするだけでも大きな喜びを得られる。

　きっとこの幸福はほかの女性では味わえない。相手がミオだからこそ実感できる、唯一のものだろう。

「ふぁん……ルノーガ様ぁ……あぁ……気持ちいい……」

　ミオが俺を呼び、その度に温かな媚肉が肉棒に絡みつく。すごく気持ちいい。このままあと数度腰を振ればすぐに達せそうだ。

（イク時は、ミオの顔を見ながらがいい）

　今のこの状況もこれはこれで興奮する。しかし、最後はミオの全部を余すことなく目に焼きつけながらイキたい。

　火照った頬でウットリとしている表情も、切なそうに揺れる細腰も、俺を呑み込み繋がっている秘所も、全てを見ながら絶頂を迎えたいのだ。

「ミオ、移動するぞ」

　一度膣内から自身を引き抜き告げると、戸惑いながらも返事をする。

「へぇ？　ふぁ……はい……」

　スキルを使ってテレポートでベッドまで移動した。

「顔を見せてくれ」

　万が一にもミオが痛い思いをしないよう丁寧にシーツに横たえさせ、仰向けに寝かせる。

「あぁっ……ルノーガ様ぁ……」

　快感で緩んだ顔で、熱い吐息を零しながらミオが名を呼ぶ。

　膝を立て欲を逃すように太ももを擦り合わせている。大切なところを隠したいという意図もあるのだろうが、俺からは潤んだ淫部が丸見えだ。トロトロに濡れた桃色の粘膜が誘うようにひくついており、正直この光景だけでも達しそうになる。

「……つっ……」

　たまらず再び分身を蜜壺のナカに押し込んだ。

「ひゃあああん」

　最奥のミオの好きなところを矢尻で抉るようにこすれば、ほっそりとした腰が震え仰け反る。可愛い。

　男の象徴が最高潮に猛り、熱い欲が出口を求めて暴れ回っている。

「好きだ、ミオ。本当に君が好きなんだ」

　心から溢れてくるこの気持ちを、何度伝えても伝え足りない。口にしたそばからどんどん好きな気持ちが生まれ出て、尽きることがない。

「……私も……好きぃ……ルノーガ様が……好きぃ……」

　ミオが首の後ろに手を回し、ぎゅっと抱きついてきた。両足も俺の腰に巻きつけ、懸命にしがみついてくる。絶対に離れたくないと主張しているかのようで、いじらしいその態度にぐっとくる。

　こんな時に舌足らずになるのも、こうして全身で愛情を伝えてくるのも、たまらなく可愛らしい。

　愛しい気持ちそのままに、律動のスピードを上げていく。しがみついているミオの口からは高い囀りが継続的に上がり、膣壁がヒクヒクとひっきりなしに俺を締めつける。それは彼女の限界が近づいていることを教えてくれるものだ。

「はっ……ミオ……もうっ……出るっ……」

「……はい……私も……あっ……イクぅ……あぁああああああ」

　俺が精を吐き出したのと同時に、ミオもまた絶頂を迎えた。




「気持ちよかった」

　ミオの上に倒れ込みギュッと小さな身体を抱きしめる。彼女はそんな俺の背中に腕を回したままほぉっと息を吐いた。

「ですね。……女神様に負けた感じがして悔しいですけど、すごく気持ちよかったです」

　珍しく素直な彼女が可愛い。しばらくこうして繋がったまま、まったりと過ごしたいが、そうも言っていられない。

　互いの体液で汚れたミオの身体を清めたいし、渇いた喉を潤す飲み物も準備したい。体力的に負担がかかるのは彼女のほうだ。行為後はできるだけのことをしてあげて休ませてあげたい。

　名残惜しいが一度離れるしかない。蜜壺内に埋め込んでいたモノを引き抜こうとした、その時だ。

「あぁあああっ……ルノーガ様……今はまだっ……」

　ミオが小さな悲鳴を上げ、細い身体をビクビクと痙攣させた。同時に温かい肉壁がひくつき雄棒に纏わりつく。

　どうやら先ほどの絶頂でナカが過敏になっているようだ。

「大丈夫か？」

「ひゃぁぁあああ」

　心配するように頬を撫でると、また身体を震わせる。膣内もまるで離れたくないと訴えるように俺を締めつけてくる。

　なんてことだ。内側だけではなく、外側まで敏感になっている。

　好きな子が自分の手で乱れる姿を見たいと思わない男はこの世にいない。こうなると、もっと啼かせたくなるのが男というものだ。

「あぁっ……やぁ……もう……はぁん……触るの……やぁああ」

　胸に、腰に、太ももにと手で軽くタッチすると、それだけでミオが可愛らしい嬌声を上げ腰をくねらせる。否定の言葉を口に出しているが、声の感じからして本気で嫌がっているわけではないとわかる。

「しかし、ミオのナカは喜んでいるようだが。今も嬉しそうにひくついてる」

　引き抜こうとした雄棒をゆっくりと奥へ戻し、膨れている花芽を親指でくるくると撫でれば、さらに高い啼き声が響いた。

「ひゃあああああ……それぇ……ダメぇええ」

　愛らしい甘声を聞いていると再び血が下半身に集まり、己の欲望に力を持たせる。

「ふぁぁ……なんで……また大きくなってるんですかぁ……ひゃあああああ」

　ミオも俺の変化に気づいたようだ。

　二度目にもかかわらずカチカチに固まっている愚息に呆れるが、ミオ相手なのだから仕方がない。

　そもそも彼女が可愛らしい声を響かせる度に、ぎゅうぎゅうと敏感なところを締めつけられるのだ。興奮するなというのが無理な話だ。

「ミオ。好きだ」

　おそらく俺はミオが相手なら何度だってできるだろう。それこそ許可さえ下りれば、朝までだって続けられる自信がある。

「ふぁん……それ……さっきも……聞いた……」

「何度だって告げたいんだ。ミオ、好きだ。君が好きなんだ」

　言いながらゆるり、ゆるりと熱杭を抜き差しする。一度目よりもゆっくりとした抽送ではあるものの、達したことで過敏になっているミオには充分な刺激なようだ。

「はぁ……んはぁ……私も……好きぃ……」

　涙をいっぱい溜めた黒い瞳を揺らし、愛の言葉を紡ぐ彼女が愛しい。

　俺が好きだと言うと、同じように好きだと返してくれる人がいる。幸福とは、きっとこういうことだ。

　そしてまた、俺の言葉でミオも嬉しそうに身体を震わせる。同じように幸福を感じてくれていると思うのは、決して自惚れではないだろう。

「ミオ、好きだ」

　だから俺はゆっくりと律動を刻み、何度でも同じ言葉を繰り返す。

「君が愛しい」

　少し勢いをつけ最奥を突いた時、ミオが継続した高い声を上げ絶頂を迎えた。俺もまた欲望に忠実に、ナカに大量の精を放つ。

　しかし、それでも怒張はまだ猛ったままで収まりそうにない。

　そういえば明日は休みだ。彼女の負担になるような真似はあまりしたくないが、ベッドから起き上がれなくなったとしても一から十まで世話をすればいい。

　ミオは「これ以上私を甘やかさないでください」と怒るかもしれない。しかし、それでさらに俺に依存してくれるなら本望だ。

「ミオ、愛してる」

　腰を突き上げながら唇に口づけると、可愛らしい舌が応えるように絡みついてきた。同時に小さな手を懸命に伸ばし、俺の肩にしがみついてくる。




　──あぁ。今夜は、長い夜になりそうだ。
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